


[image: ]





[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]




[image: ]






伝説の勇者の伝説７


失踪の真相


鏡　貴也














[image: ]





富士見ファンタジア文庫







本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。




本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　インターミッション










　声。


　暗くら闇やみの中に響ひびく声。


「僕ぼくは、僕は君さえ側そばにいてくれれば、それでいい」


「私だって……でも……」


　それはどこか、懐なつかしい声だった。


　遠く。


　時間も、場所も、ひどく離はなれた場所で聞いたことがあるような。


　さらに声は響く。


　一つは、男の声だった。


　どこか気だるい雰ふん囲い気きがある、疲つかれた声。しかし、いまは切せつ迫ぱくした声こわ音ねで、


「だったら、だったらなぜ……」


　すると今度は、女の声。


「無理……無理なのよ。やっぱり、やっぱり殺さないと……」


　それもまた、やはり懐かしい声音。いまは泣き出しそうな声を放っているが、彼女が優やさしい声を出すことを、なぜか彼は知っている。


　彼を見つめ、耳に口を近づけて、本当に優しい声でこう囁ささやいてくれることを。


『世界の誰だれよりも、あなたを愛してるわ。私のかわいい坊ぼうや』


　瞬しゆん間かん、思い出す。


　そう、そうだ。


　この二人は、自分の両親だ。なぜ、そんな簡かん単たんなことを忘わすれていたんだろう？


　なぜこんなことを。


　まるで遠く、懐かしいことのように思ったのか……


　彼は、目を開く。


　するとその場所は、やはり目を閉とじているときと同じ、闇の中で。


　ぼんやりと。


　ひどくぼんやりとしている。


　澱よどんだ水すい槽そうの中をのぞき込こむような、そんな不ふ透とう明めいさ。


　それに彼は、震ふるえる。


　闇は、嫌きらいだ。


　怖こわいよ。


「一人で寝ねるのは、怖いよ、母さん、父さん……」


　そう、小さく呟つぶやいてみる。


　すると、明りが灯ともった。


　光が闇を切り裂さく。


　部屋の中。


　それもよく見知った風景。


　綺き麗れいに整えられた部屋。


　欲ほしいものは、そこにはなんでもあった。


　彼が欲しいと言えば、いや、言わなくても、父さんがすべてを揃そろえてくれる。


　彼の体の倍もあるクマのぬいぐるみ。


　刃やいばの部分が落とされた、子こ供ども用の練習剣けん。


　でも、彼がなにより好きだったのは、世界中の『お伽とぎ噺ばなし』が集められた、絵本や、小説だった。


　毎夜毎夜、父さんと母さんがかわるがわる彼に読み聞かせてくれる約束になっている。





　世界を救った、伝説の『勇ゆう者しや』の話。





　たった一人で大軍を滅ほろぼした『騎き士し』の話。





　人じん智ちを超こえる力を持った、『悪あく魔ま』、『魔王』、『化ばけ物もの』と呼よばれた者たちの話。








　それはまるで、夢ゆめのような世界の話。








　彼はその話を聞くのが大好きだった。


　夜に読んでもらった本を、朝起きてから、何度も何度も読み返す。すると、いつの間にか字も、本の内ない容ようも、自分で読めるようになってしまっていて。


　でも、それを父さんや母さんには言わない。


　だって、毎まい晩ばん父さんや母さんに本を読んでもらうのが大好きなんだから。


　そして一つの物語が終わり、夜が更ふけると、母さんが言う。


『さあ、今日の物語はここまで』


『えー!?　もう終わり？　もうちょっと。もうちょっとだけ～』


　だが、母さんは首を振ふり、


『だぁめ。夜更かしする子は、勇者様にはなれないのよ、ライナ』


『え!?　そうなの!?』


　すると母さんは微笑ほほえむ。これ以上ないというほど優しい顔で、


『だから、今日はおやすみなさい。はい、目を閉とじて。楽しい夢を見るのよ。私のかわいい勇者様』


　そして。


　母さんは彼の額ひたいにキスをする。


　それが彼は、大好きだった。


　だから父さんや母さんに、字がもう読めることは言わない。


　いま部屋にある本の内容はもう、全部覚えちゃってることも言わない。


　ただ、寝ぼけ眼まなこをこすりながら、こう言うのだ。


「……父さん、母さん。目が覚めちゃった……また、ご本読んで」


　いつもならそれで、母さんが、


『あらあら、お目々が覚めちゃったの？　でも今日の物語は終わり。一いつ緒しよに寝てあげるから、寝ましょうね』


　そう言って、添そい寝してくれるはずだった。


　だが、そのとき見た母さんの表ひよう情じようは、恐きよう怖ふに震える表情。


　それから、悲しみに歪ゆがむ表情。


　綺麗な黒くろ髪かみ。長いまつ毛に、優やさしげな黒い瞳ひとみ。


　その黒い瞳からは、いまは涙なみだが溢あふれていて。


　それに彼は、首をかしげる。


「か、母さん……いったい……どうしたの？　どうして泣いてるの？」


　その言葉に、母さんの顔は、さらに歪む。


　母さんの手には、なぜかナイフが携たずさえられていた。母さんはそれを強く握にぎりしめ、震える声こわ音ねで、


「こ、殺さないと……そしてこの子と一緒に、私も……」


　だがそれに、父さんが言う。


「君には、無理だ」


「……で、でも……」


「君には、無理だ」


　同じ言葉を繰くり返す。


　すると母さんは父さんをにらみつけて、


「呪のろわれてるのっ!?　私たちは……呪われてるのよ!!　このままじゃ、私たちだけじゃない！　あなたも殺される。あなたの家も、取り潰つぶしになるの！」


　叫さけんだ。


　彼はそれに驚おどろく。


　母さんが叫ぶところなど、初めて見たから。


　彼を注意するときでさえ、彼女は声を荒あららげたことはない。


　だがいまは、ひどく取り乱みだしている。


　父さんはそんな母さんを、見つめた。


　金色の髪に、濃こい青の瞳。それはまるで彼に似にていなかった。


　だが、どこか気だるげな、いつも眠ねむそうな父さんの穏おだやかな表情は、完全に彼に受け継つがれていて……


　彼が二人の子こ供どもであることは間ま違ちがいない。


　でも、だからこそ……


　母さんが続ける。


「私は、あなたの血ち筋すじを汚けがしてしまった……まさか、私の血に……」


「言うなっ！」


　父さんが怒ど鳴なる。


　だが、母さんは続ける。


「私の血に『複写眼アルフア・ステイグマ』の血が……」


「君のせいじゃない!!」


「じゃあ、じゃあ誰のせいよ！　あなたは貴き族ぞくなのよ。家か系けい図ずもある。いままで、『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやが生まれたことなんて……きっと、きっと私のせい。貴族の出でもない私なんかが、高貴な生まれのあなたと恋こいをしたから、きっと罰ばちが……」


「そんなことを言わないでくれっ！　僕は、後こう悔かいしていない。結けつ婚こんするときに言ったはずだ。君が側そばにいてくれれば……いや、いまは君と、そしてライナが側にいてくれれば、僕はなにもいらない。家も、地位も、すべて失ったってかまわない」


　しかしそれでも、母さんは父さんをにらんだまま、震ふるえる手でナイフを掲かかげ、


「あなたに、そんなことはさせられない。私のような庶しよ民みんの出の娘むすめのために……」


　だが、父さんはやはり落ち着いた表情で母さんを見つめ、


「何度も言うが、君には無理だ。さあ、ナイフをこっちへ渡わたしなさい」


　手を差し出す。


　母さんはナイフを放さなかった。握にぎりしめたまま。


　それに父さんはため息をつく。そのまま、母さんへと近づいていきながら、


「……君はきっと、僕ぼくのために死ぬことはできるだろう。僕だって君のためになら、死ねる。だからそれはわかる。でも、君は絶ぜつ対たい、ライナを殺すことはできない」


　母さんの顔がそれに、また歪む。


「で、でも……どうせ殺されるのよ？　『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者とわかればきっと……それにいつか暴ぼう走そうして……なら、ならいっそ私が……」


　しかし父さんは、あくまで優しく母さんを見つめ、


「出来ない。君には……出来ないよ。わかってるんだそれは。そんな女は愛さない。だから反対を押おし切ってまで、君と結婚したんだ。さあ、ナイフを僕に」


　そう言って、近づく。


　父さんはそっと、震えている母さんの肩かたを抱だき寄よせて、ナイフを奪うばうと、それを放ほうり投げた。


　そのまま腕うでを広げて、こちらを向く。


　やっぱり優やさしい微笑ほほえみ。


「ライナもおいで」


　それに彼はうなずいて、父さんの胸むねに飛び込こんだ。


　怖こわかった。


　なにが起こっているのか、まるでわからなかったが、とにかく怖かった。


　しかしその恐怖を取り除のぞくかのように、父さんは彼と、そして母さんを抱きしめてくれて。


　強く、強く抱きしめてくれて。


　母さんは、しかし、それでも震えながら暗い表ひよう情じようで言った。


「でも……でもきっと……結果は変わらない……このままじゃ私たちは全員……」


　だが。


　父さんはそれに小さく。


「それも、大だい丈じよう夫ぶだ。僕が君たちを守ってやる。考えがあるんだ。ライナは殺させない。君も殺させない。どんな手しゆ段だんを取ろうと、僕は君たちを守る。大丈夫。


　きっと……


　きっと……きっと………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………








　そこで、言葉が途と切ぎれる。


　周囲がまた、暗くなった。


『え？』


　と、彼は小さく声を上げた。


　また、不安が全身を包む。


　怖い。


『と、父さん!?』


　彼はいままで抱きついていたはずの父の姿すがたを探さがす。


　そのぬくもりを探す。


　でも、ぬくもりはない。


　姿もない。


　これは、いったい……


　とそこで。


　声が響ひびく。





『生け贄にえを……』





　聞いたこともないような、暗く、重く、絶望的な声……


　それに今度は、母さんの声が。


『私が……私が生け贄に……』


　か、母さん、どこ!?


　彼は叫さけぶ。だが、答えはない。





『契けい約やく』





　また、あの声。


　不安をかきたてられるような、あの声。





『破は壊かい……』





　怖い……この声は、聞きたくない……


　手で耳を覆おおう。


　だが、声は響く。


　いや、それはまるで、宙そらから堕ふってくるかのようで……





『破壊……破壊……』





　やめて……


　やめてよ。


　誰だれか……


『破壊……破、はは、ははは、ははは、はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは』


　その声は笑う。


　狂くるったように笑う。


　この世の、すべてのものを嘲あざ笑わらうかのように。


　暗くら闇やみの中で、孤こ独どくに怯おびえる彼を、嘲笑うかのように。


　怖い。


　怖いよ。


　助けてよ誰か。


　父さん、母さ……


　が、そのとき。


　彼の目の前に、両親の姿が現あらわれる。


　暗闇の中央。


　それを見た瞬しゆん間かん。


　彼は、目を見開いた。


　大きく、大きく、目を見開いた。


　その瞳ひとみの中央には、朱しゆの五方星。


　呪のろわれた刻こく印いん。


　狂った破壊の王。


『と、父さ……母……あ……う……』


　赤い。


　すべてが赤い。


　世界のすべてが、朱に染そまる。


『そ……んな……嫌いやだ………………こ、こんなの……うあ……あああ……あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああは、はははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは』


　それは恐きよう怖ふをかきたてる笑い声。


　狂った悪あく魔まの笑い声。


　逃にげたい。


　この声から、恐怖から、逃げたい。


　なのにその声は、自分の口から放たれている。


　呪いだ。


　そう思った。


　これは呪いだ。


　世界を呪う、狂った悪魔。


　狂っているのに、死ねない悪魔。


　それこそが、自分。


　そんな自分がいったい、なにを夢ゆめ見みていたんだろう？


『醜みにくい化ばけ物ものが……どんな叶かなわぬ夢を見ていた？』


　そう言ったのは、誰だったか？


『知っているはずなのに。君の血ち塗ぬられた化物の手では……なにも摑つかむことができない……どこにも、届とどくことはない」


　確たしか、そう。


　ルシルだ。


　フェリスの兄のルシル・エリスがそう言って……


　そして、自分の手を見る。


　その手はルシルの言葉通り、血に染まっていた。


　しかしその血は誰の血だ？


　いったい、いったい俺おれは誰を……


　暗闇の中。


　どんどん朱が広がっていく。


　その朱の中央に、彼は目を向け。








　そして……








「……………………っっっっ!?」


















　　第四章　でもそれはまぼろし










「……………………っっっっ!?」


　声にならない悲鳴を上げて、ライナ・リュートは飛び起きた。


「うあ……あ……な、なにが……」


　しかしすぐに、いま見ていたものは、すべて夢だったと気づく。


　周囲を見回すと、そこはあまり質しつがいいとはいえない、宿屋の一室。


　長身瘦そう軀くの彼の体にはきゅうくつなベッドと、テーブルと、やはり小さいタンスがあるだけの部屋だった。


　申しわけ程てい度どについているカーテンでは、日の光を、まるで遮さえぎることができていない。


　光は、白いカーテンのことなどまるで気にしていないかのように通り抜ぬけ、ライナを照らして。


　それにライナはまぶしそうに顔をしかめ、寝ね起おきで疲つかれた声で言った。


「…………白いカーテンなんて、嫌きらいだ」


　生き地じが薄うすいなら、せめて色つきの布ぬのを使えばいいのに、と思う。


「光の具合からすると、もう、昼かな？」


　ちなみに時間はすでに昼過すぎだった。


　なのに、彼の頭は寝ね癖ぐせ放題。瞳ひとみもいつもの寝ぼけ眼まなこで。全身から、疲れ切った気だるい雰ふん囲い気きが垂たれ流されている。


　そのまま彼は、一度大きくあくびをして、再ふたたび光り輝かがやくカーテンを見つめた。


「……ああ、なんだ。あれか？　その光は、俺に起きろと？　そういうわけか？　もう朝だぞと。起きる時間だぞと。だが、俺をなめんなよ。俺だって伊だ達てにマスターやってるわけじゃないんだ。こんな日差しぐらいで目を覚ますわけにはいかないな。必殺技わざを見ろ！」


　なんて、なにがマスターで必殺技なのかはまるでわからないが、彼は掛かけ布ぶ団とんをはねのけると、再び横になる。


　そして得意満面で、


「どうだ！　秘ひ技ぎ・あ～、お日様が気持ちいなぁ。こんなに気持ちいい日差しに照らされたら、思わず昼寝したくなっちゃ…………………………はぁ……」


　そんなことを、独ひとりで言って、独りでなんか空むなしくなって、言うのをやめる。


　とにかく彼は横になって、再び目を閉とじた。


　いつもの彼なら、それで簡かん単たんに眠ねむりの世界へ飛び立てるはずなのだが……


　眠れなかった。


　それは、いま見た夢ゆめのせいなのか。


　それとも昨日の夜の、ルシルの言葉のせいか。


　もしくは、シオンの……


　だがそれに、ライナは笑った。


「はは」


　まるで、自じ嘲ちようするかのような笑い。


　そして呟つぶやく。


「そんなはずない」


　そう。


　そんなはずなかった。ルシルや、シオンの言葉ぐらいで眠れなくなるなんて、そんな馬ば鹿かなこと。


　ルシルが言った言葉を思い出す。


　化ばけ物もの。


　ライナのことを、ルシルはそう言った。


『醜みにくい化物が……どんな叶かなわぬ夢を見ていた？』


　夢なんて、見たことなかった。


　初めから自分は化物だとわかっていた。


　誰だれにも必要とされない、忌いみ嫌われる化物。


　いまさらそれに、落らく胆たんなどしない。


　ライナは顔を上げる。


　木もく製せいのテーブルの上にある、差出人の書かれていない、手紙。


　それはシオン・アスタールから、ルーク・スタッカートへと下された、三つの命令が書かれている。





　一つ。


『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しや、ライナ・リュートが見落とした勇ゆう者しやの遺い物ぶつの、探たん索さく、収しゆう集しゆう。


　二つ。


『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者ライナ・リュートの、監かん視し。


　三つ。


『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者ライナ・リュートが、国外において暴ぼう走そう、もしくはローランドを裏うら切ぎるような素そ振ぶりがあった場合。





　その抹まつ殺さつ……





「…………」


　当然の内ない容ようだと、ライナは思う。


　自分は化物なのだ。


　殺されて当然の、化物なのだ。


　それは知っている。


　ルシルは言った。


『知っているはずなのに。君の血ち塗ぬられた化物の手では、なにも摑つかむことができない……』


　でも、そんなことは、言われなくても知っている。


『どこにも、届とどくことはない』


　そんなことは……


『誰にも君は、触ふれることができない』


　そんなことは……


　言われなくても知ってんだよっ!!


「…………ったく……」


　ライナは、軽く額ひたいを押おさえた。


「おまけにあんな夢……馬鹿か俺は……」


　五歳さいよりも前の記き憶おくが、ないというのに。


　いまさら……


　いまさらなんでこんな……


「あれじゃ、俺は貴き族ぞくの出だってか？　はは。なんか、まじで恥はずかしい夢見たなぁ……」


　その上自分には親がいて。


　その両親に、自分は愛されていて。


　まるで自分は、望まれて生まれてきたかのような、夢。


「俺は……」


　ライナはやはりまだ、寝ねぼけたままの虚うつろな瞳ひとみで、誰もいない部屋の中をぼんやりと見つめた。


「……まさかあれが、あんなのが、俺の願望なのか？」


　夢ゆめは、見る者の願いを映うつす鏡。


　しかしすぐに首を振ふって、笑う。


「んなはずない。いまさら……俺は……とっくに知ってたはずだろ。シオンや、フェリスの……いや、誰の側そばにもいられないって……


　好きになったらもう、その側にはいられない」


　殺すから。


　殺したくないのに、自分は仲間を……


　好きだと思った人を、殺すから。


　そんなことは最初からわかりきっていることのはずだった。


　なのに。


　ライナは虚ろな瞳のまま、笑った。


　そして、


「……本物の馬ば鹿かだ、俺は」


　そう言ったところで、


「うむ。おまえはいつも馬鹿だな。いまさら気づいたのか？」


　なんて、妙みように感かん情じようにとぼしい女の声がする。


　それはよく知っている声。


　部屋の扉とびらが乱らん暴ぼうに開けられる。入ってきたのは、絶ぜつ世せいの美女だった。


　輝かがやく金色の長い髪かみに、抜ぬけるように白い肌はだ。


　フェリス・エリスだ。


　フェリスはライナをいつもの無表情で見つめ、


「いったい、いつまで寝ているつもりだ。コトは緊きん急きゆうを要するというのに」


　なんてことを言ってきて。


　それにライナは苦く笑しようする。


「緊急ぅ？　なんだ？　朝っぱらからめんどくせぇことさせるつもりじゃないだろうな」


　するとフェリスは部屋の中へ勝手にずかずか入ってきながら、やはり勝手にカーテンを開ける。


　強い日差しが部屋に差し込こんで。


「うわ、まぶし」


　ライナは顔をしかめ、フェリスをにらみつけて言った。


「おまえ、俺おれを殺す気か!?」
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　するとフェリスは、


「この程てい度どでかの有名な変へん態たい色しき情じよう狂きよう、ライナ・リュートが死ぬのなら、とっくに世界は平和になってる」


　なんて言葉に、ライナは……


　一いつ瞬しゆん、目を細めて、


「ああ…………まあ、そうだな」


　うなずいた。


　フェリスはそれに再ふたたびライナを見つめる。


「昨日の晩ばんもどうせあれだろう。ローランドの婦ふ女じよ子しを震ふるえ上がらせる、あんなことやこんなことを夜遅おそくまでしていたのだろう」


　それにもライナは、


「そうかも」


　するとなぜかフェリスは不満そうな表情になって、憮ぶ然ぜんとした声で言った。


「否ひ定ていしないのか？」


「んぁ？　否定して欲ほしいのか？」


　フェリスはそれにうむっと大きくうなずいてくる。


「おまえが嫌いやがらなければ、全然おもしろくない」


　それにライナは思わず、


「俺はおまえのオモチャか！」


　そう怒ど鳴なった途と端たん、フェリスはなぜか、ちょっと嬉うれしそうになる。


「そう。それならいい。よし、今日の私の仕事は一つ終わった」


「…………なんの仕事だよったく」


　ライナはあきれ顔で言う。


「……ああ、まあいいや。んで？　さっさとなにが緊急を要するのか……」


　が、そこでさらにフェリスは彼の言葉を遮さえぎって、


「ああ、そういえば昨晩、私の兄様…………ルシルと会ったらしいな」


　ルシル……


　そう。


　会ったのは、昨日の夜だ。


　ライナは半はん眼がんになって、言う。


「……なんだよ。俺が昨日の夜、婦女子を襲おそってないって知っててあんなこと言ってたのかよ」


　だがフェリスはそれに、


「うむ。だからあれだろう？　おまえとルシル、二人揃そろってローランド中の婦女子を……」


「って、ええええ？　あいつ、そんなことすんの!?」


「ん？　そうは見えなかったか？」


「え？　あ……ま、まあ、見えなくもないと言えば、見えなくもないような……」


「で、ルシルはなにか言っていたか？」


　その言葉に。


　ライナは。


　笑って言った。


「なにも。ああ、おまえをよろしく頼たのむってさ」


「それだけ？」


「それだけ。たまたま会っただけだからな。あと、エスタブールへいくシオンの護ご衛えいも頼むって言ってたよ」


　するとフェリスは突とつ然ぜん、


「それだ！」


　と、ライナを指さしてきて、


「それがいま私たちにとって、緊急を要する事態なのだ」


　それにライナは首をかしげる。


「私たち？　ってことは、俺も入ってるんだよな。いったいだから、朝っぱらから……」


　だがフェリスはすぐさま


「いまはもう昼過すぎだ。そしてもう、時間はあまりない。このままでは私たちは、あの極ごく悪あく非ひ道どう労ろう働どう基き準じゆん無む視し王おう、シオン・アスタールに、エスタブールにつれていかれて、こき使われてしまう」


　ライナはそれに、納なつ得とくとばかりにうなずいた。


「ああ、それで、エスタブールへいく前に、逃にげようと？」


「うむ。ということで、準じゆん備びしろ。シオンの奴やつは、私たちが勇ゆう者しやの遺い物ぶつ探たん索さくさえしていれば、金をよこすからな。明日からルーナの、さらにそのさき、カッスラーへと発たつ。ローランドから、少しでも離はなれるんだ」


「なるほど。まあ、カッスラーまでいきゃ、一個こ国を隔へだててるからな。シオンもそうそう口出しできなくなるだろうけど……んで、出発はいつ？」


「明日だ」


「早っ!?　まじで？　カッスラーって、結けつ構こう遠いぞ？　ちょっとは準備しな……」


　が、その言葉は遮られる。


　フェリスは淡たん々たんと、


「明日の朝には、発たつぞ。待ち合わせ場所は、ウィニットだんご店の前だ」


「おまえ、俺の話聞いて……」


　しかし、それも案あんの定じよう遮られて、


「長旅になるからな。だんごを大量に買い込んでいくぞ」


　瞬しゆん間かん、ライナは顔をしかめて言った。


「ま、まさか、そのだんご、俺が持つんじゃないだろうな」


　するとフェリスはあっさり、


「二人で分ぶん担たんだ」


「どんだけだんご買うつもりなんだよ！」


　という叫さけびも、やはり無視。


「そういうわけで、今日中に準備をして、早はや寝ねしろ。明日の朝、もしもおまえが遅ち刻こくしたら……」


　言って、彼女は腰こしの剣けんに触さわった……


　その刹せつ那な。


　キュインっという金きん属ぞくがこすれる甲かん高だかい音が響ひびく。音からするとどうも、一度剣が抜ぬかれて、再ふたたび鞘さやにしまわれたらしいが……


　寝ぼけたライナの目には、まるで剣が見えなかった。


　そしてフェリスが言う。


「もしも遅刻したら、いまの動きを、おまえの首の前でする」


　その言葉に。


　ライナは自分の首が、気持ちよさそうに大空へ舞まい上がる光景を想そう像ぞうして……


「…………ね、寝ね坊ぼうしないように頑がん張ばるよ」


　げんなりと言った。


「うむ。頑張れ。では、私はいくぞ。明日発つからには、今日中にこの国のだんごを食べ尽つくすという任にん務むが私にはあるからな」


　なんて言って、さっさと部屋を出ていこうとする。


　それにライナはもう、あきれた表ひよう情じようでフェリスの後ろ姿すがたを見つめて、


「…………おまえは、ほんとにおもしろい奴だなぁ……」


　小さく、そう呟つぶやく。


　するとそれが聞こえたのか、フェリスは振ふり返って、


「どういう意味だ？」


「ん？　いや、一日じゃさすがにこの国のだんごは食いつくせねぇだろ」


　だが、フェリスは真顔で言った。


「不ふ可か能のうに挑ちよう戦せんするのが、だんご道の極ごく意いだ」


　なにやら言葉だけ聞いてると、壮そう大だいそうに聞こえてくるから、不思議だ。


　ライナはそれに、笑う。


「まったく……おまえ、ほんとにおもしろい奴だよなぁ。めんどくさいことも多いけど、ここしばらくおまえと一いつ緒しよにした旅は、楽しかったよ」


　その言葉に、フェリスは、怪け訝げんな顔で首をかしげ、


「ふむ？　それは、私に感かん謝しやしていると、そういうことか？」


　ライナはうなずく。


「ああ。そういうことだ」


「では、明日のリュック七個分のだんごは、すべておまえが持ってくれるということか？」


「りゅ、リュック七つ!?……そ、そんな買うつもりなのか？　って、ああまあ……」


　そこでライナは、相変わらず眠ねむそうな瞳ひとみでフェリスを見つめた。


　彼女は、彼が七つ分のリュックを持ってくれることに期待している表情。


　他の人が見たら、彼女が顔に浮うかべてるのは、まったくの無表情に見えるだろうが……ライナにはわかる。


　いま彼女は、全開に期待している。


　それも、だんごを持ってくれるという、ひどくくだらないことに対して。


　それに、彼は微笑ほほえんだ。


　そんなことで、喜ぶんなら……


　ライナは、ため息をついて言った。


「いいよ。わかった。七つまとめて、俺が持ってやるよ」


　瞬間。


「おおっ!?」


　フェリスの無表情が、さらに嬉うれしげに輝かがやく。


「なかなかに、おまえにもだんご道というものがわかってきたようだな。ならばさっそくウィニットへいって、だんごをリュック十四個こ分用意してもらわねば……」


　なんて言葉に。


「まだ買うのかよ！」


　と、突つっ込こんだライナの言葉は……


　空くうを切る。


　フェリスはもう、部屋を飛び出しており。


　再び部屋の中は、ライナだけになる。


　扉とびらは開けっ放し。


　カーテンも開けっ放し。


　こんなにまぶしかったら、寝ねるに寝れない。


　ライナはそれに苦く笑しようして。


　それから。


「………………」


　言葉にしないで、小さく、自分の中だけで、なにかを呟いた。





◆







　翌よく朝ちよう。


　ウィニットだんご店の前に、フェリスは立っていた。


　足あし下もとには、だんごが大量に入った十四個のリュック。


　彼女はそれを一度見下ろし、それから再び、ライナが泊とまっている宿のほうを眺ながめる。


　まだ朝で、人もあまりいない大通り。


　フェリスはもう、二十分ほど待っていた。


　最初はだんご屋の店主と会話をしていたのであまり気にならなかったが、店主が朝の仕込みに戻もどると、途と端たんに時間の経たつのが長く感じられるようになった。


　フェリスは通りを見つめたまま、目を細める。


「あと、五分。五分だけ、待ってやろう」


　しかし、五分はすぐに経った。


　遅ち刻こくしたら首が飛ぶ約束なのに。


　フェリスは歩き出した。


　ライナの宿のほうへ。


　ウィニットだんご店から宿まではけっこうな距きよ離りがある。もしかしたら、途中ですれ違ちがうかもしれない。


　でも、それなら許ゆるしてやってもいいだろう。そう思った。ついでに罰ばつとしてリュックを八個持たせよう。


　それで許してやる。


　途中で、すれ違ったなら……


　だがフェリスはあっさり、ライナの宿についてしまった。


　ライナが泊まっている部屋は、二階にある。


　フェリスは階かい段だんを上り、部屋の扉を開け放って。


「ライナ！　いったい、いつまで寝ているつもりだ」


　そう、言った。


　しかし、その言葉は……


　空を切る。


　ベッドの上に、ライナはいない。昨日は乱らん暴ぼうに脱ぬぎ捨すてられていた服もない。


　荷物も、なにもかもが、そこにはなくて。


　いまはまだ早朝なのに、ベッドもすでに綺き麗れいに整えられている。


　フェリスはそれを見つめ、


「………………ふむ」


　うめくように、声を漏もらした。





◆







　そこら中に、書類の山が築きずかれている。


　それを眺めて、シオン・アスタールは、


「いや、これは……自分で言うのもなんだが、仕事しすぎだな……」


　と、呆あきれ気味に言った。


　高こう貴きさを感じさせる、銀色の髪かみ。


　均きん整せいのとれた容よう姿し。


　意い志しの強さを感じさせる金色の瞳ひとみは、いまはあまりの寝不足に疲つかれているが……


　しかしそれでも、その瞳に潜ひそむ光の強さは失われていない。


　まだ、弱じやつ冠かん十九歳さいの若わかさにして、このローランド帝てい国こくの王の座ざにつく彼は……


　部下に呆れられ、さらには自分ですら呆れるほどの、仕事の鬼おにだった。


　王の執しつ務む室しつとは思えない、こぢんまりとした部屋に、書類が溢あふれ返っている。


　しかしそれでも、やらなければならないことはまるで終わる様子がなかった。


　いま、この国がおかれている状じよう況きようは、あまりよくない。


　隣りん国ごく、ルーナ帝国と、ネルファ皇こう国こくの不ふ穏おんな空気。


　遥はるか北の大地に台頭してきた、ガスターク帝国が各国に与あたえる影えい響きよう。


　この、メノリス大陸に、戦せん乱らんの風が吹ふこうとしている。


　その戦乱に巻まき込まれる前に、なんとかこのローランドを、他の大国と肩かたを並ならべられるぐらいには整え、育てることが、目下の課題なのだが……


　そのためにはどうしても、併へい合ごうした旧きゆうエスタブール王国の軍と、貴族たちの取り込みが必要になってくる。


　軍のほうはクラウが取り纏まとめてくるにしても、貴族のほうの問題を一気に解かい決けつするには、シオン自らエスタブールにいく必要があった。


　そのための準じゆん備びを始めているのだが……


　そこで、シオンはいくつかの書類を眺ながめ、頭を抱かかえる。


「俺おれがこの国を離はなれるとなると、しばらくの間その後を誰だれに任まかせるか……それが問題だな」


　王の座についてまだそれほど間がないシオンにとって、安心して後を任せられる者は、あまり多くなかった。


　暴ぼう君くんだった前王の妾しよう腹ふくの子でありながら、エスタブール王国との戦せん役えきで功こう績せきを残し、ローランド帝国軍の上じよう層そう部ぶに一気に上り詰つめた英えい雄ゆう。


　そして彼は、軍の力を借りて反乱を起こし、王の座に就ついた。


　しかし、彼が反乱のときに率ひきいた軍は、ほとんどが平民。貴族たちが重要な役やく職しよくを独どく占せんするこのローランドにおいて、王の座についたばかりのシオンの地位は、それほどしっかりしたものではなかった。


　重要な役職についているはずの貴族たちは、まるでシオンの言うことを聞かない。それどころか、いつでも反乱を起こそうと狙ねらっている。


　そこで。


　シオンは思い出す。


　彼が軍にいたときからの腹ふく心しんの一人、カルネ・カイウェルに、


『よしカルネ。今日からおまえは内ない政せい担たん当とう！』


　そう言ったときの、


『ええええええ!?　し、シオンさん、僕ぼくにあのムカツク貴族たちと仕事をしろと!?』


　と叫さけびながら、泣きそうになる彼の顔。


　しかしその後、カルネはあまりの激げき務むと、貴族たちとの摩ま擦さつからくるストレスからか、なぜか貴族の奥おく様さま方がたと不ふ倫りんをしだして、


『ぼ、僕は真しん剣けんなんです！』


　などと言い出す始末で、ちょっとシオンは悩なやんでいたりもしたのだが……


　フィオル・フォークルの妹、エスリナがカルネの補ほ佐さについてくれて以来、カルネの不倫はやんでくれているようで、


「……エスリナがきてくれて、ほんとによかった」


　シオンは、困こまったような表ひよう情じようでそんなことを小さく呟つぶやいた。


　まあ、それはともかく、かつてのシオンの部下……それも、軍部にいた者たちですら、内政に忙ぼう殺さつされてしまっていて。


　いま、安心してシオンの留る守すを任せられる者は、ほとんど残っていなかった。


　いや、一番安心して任せられる人材に、心当たりはなくもないのだが、


「……ミラーは引き受けてくれないだろうしなぁ……」


　そこでシオンは、ますます頭を悩ませる。


　フロワードに任せるという選せん択たく肢しもなくはないのだが……そうすると、シオンがいないうちに、反はん抗こうする貴族たちを、皆みな殺ごろしにしかねないし。


「あいつは、効こう率りつ重じゆう視しで強きよう硬こうな手しゆ段だんに走りすぎるからな……」


　となるとやっぱり、


「カルネか？」


　だが、それにシオンは顔をしかめる。


　いまの仕事からさらに、王の仕事まで代理で引き受けて、また、


『僕は、真剣なんです！』


　とか言い出されても困るし。


　とにかく、なにはともあれ、あとの者に引き継つがせる仕事を少しでも減へらそうと、シオンは奮ふん闘とうしていた。


　信じられない勢いきおいで仕事がこなされていく。


　だが、こなせばこなすほど、仕事が増ふえていくのはなぜだろう？


「…………」


　彼は周囲の書類の山を眺め回して、ため息をついた。


　とそこで。


　部屋の扉とびらの外で、人の気配がする。


　それは、さらに新しい仕事がきた気配。


　ここのところ、この執しつ務む室しつの扉を開くのは、シオンの決けつ裁さいを受けにくる者たちだけなのだ。


　シオンは少しだけ疲つかれた瞳ひとみを閉とじ、そして開く。


　そのときにはまた、彼の目には強い輝かがやきが宿っていて。


　笑え顔がおを作る。


　それは、彼に任まかせておけば、どんな悪い状じよう況きようでも打開してくれると、相手にそう思わせるだけの、自信と、実力を感じさせる笑みだった。


　彼は、書類から顔を上げ。


　どうした？


　そう、言おうとしたところで……


　ズバンッ！


　という、奇き妙みような音が響ひびく。


　続いて部屋の扉がまっぷたつに切り裂さかれ、左右に倒たおれる。


　それは、とんでもない光景だった。


　ここはローランドの王おう城じようだ。当然、異常なほど警けい備びが厳きびしい。それはもう、この国においておそらく、シオンよりも安全な場所にいる者はいないんではないか？　と言えるほどの厳げん重じゆうさ。


　ということは、突とつ然ぜん、王の執務室の扉が、何者かに真っ二つに切り裂かれるなんてことは、そうそうあるわけがなく。


　あるとすれば……


　シオンは、少しあきれた顔で言った。


「はい、おかえり。それに久ひさしぶり。ところで久しぶりの再さい会かいなのに、どうして扉を斬きる必要があるのかから、聞かせてもらえるかな？」


　と、案の定、扉が割われた先にいた人物は、例の絶ぜつ世せいの美女で。
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　それに美女はいつもの無表情で言う。


「私は怒おこっているのだ」


　どうも、怒っているらしい……


　シオンは困ったような表情で、


「怒ってるから、扉を斬り裂いた？」


　それにフェリスは素す直なおにうむっとうなずく。そして部屋に入ってくるなり、くるくると部屋を見回し、さらに隣となりの寝しん室しつまでのぞきこんで、


「……やはり、ここにもいないのか」


　少し、がっかりしたような口調で呟く。


　それにシオンは首をかしげた。


「……ああ、えっと……いったい、なんの話かな？　できれば事情を説明して欲ほしいんだけど」


　するとフェリスはシオンを見て。


　それから、


「ライナが失しつ踪そうした」


　そう、言った。


　それに、


「…………失踪？」


　シオンも、フェリスを見つめ、それから一度目線だけで天てん井じようを見上げる。


　そのまま、フェリスの言った言葉の意味を一度頭の中で反はん芻すうしてから、もう一度彼女を見て。


「…………それは、どういう意味で？」


　しかしそれにもフェリスはあっさりと、


「言葉どおりだ。宿にいない」


　だが、それにシオンはわからないとばかりに、


「いや、宿にいないからって失踪したわけじゃないと……」


　だが、フェリスはシオンの言葉を遮さえぎって、続ける。


「朝、待ち合わせ場所にこなかった。遅ち刻こくしたら首を飛ばすと約束していたにもかかわらずだ。だから宿にあいつの首を飛ばしにいった。しかし、ライナはいない」


　そう言うフェリスの声は、いつもの彼女らしくなく、どこか、イラついているようだった。


　そこでやっと、彼女がシオンをからかうために、遊びでこんなことを言っているのではないことに、気づく。


　彼女の、あまり聞いたことのない、感かん情じようが漏もれだした声。


　そして。


　ライナが……


　失踪……？


　瞬しゆん間かん。


　なぜか突然、目の前が真っ暗になったような気がした。息が、苦しくなる。なんだ？　自分に自分でそう問いかける。わけがわからない。


　いったい。


　いったいなにが……


　が、そこで、


「おい」


　フェリスが言う。


「え？」


　シオンは、顔を上げる。


　そこでまた突とつ然ぜん、まるでいままでの息苦しさが、噓うそのように消えて。


「どうした？」


　怪け訝げんそうな声こわ音ねで言ってくるフェリスの言葉に、しかし、なにがどうしたのか、まるでわからない。


　一瞬にして、すべてが噓のよう。


　すべてが元通り。


　すぐさま思考が巡めぐり始める。


　それにシオンは、自分にあきれた。


「ああ……大だい丈じよう夫ぶ。なんでもない。ちょっと……寝ね不ぶ足そくなんだ。それより、宿の部屋の様子はどうだった？」


「…………綺き麗れいに片かたづいていた」


「ベッドも？」


　フェリスはうなずく。


　それにシオンは思案げな表情で、


「ということは、ライナは昨日のうちに部屋を出てるな。あいつは部屋を片づけたりしないだろ」


「うむ。宿の主人の話によると、ライナは昨日部屋を解かい約やくしたそうだ」


「それで、主人が部屋を片づけたと……」


　と、シオンは腕うで組ぐみをしてから、


「だが、いったいなぜ？」


　その問いに、


「………………」


　フェリスは無表情のまま。


　彼女の思考はやはり、いまいち読みづらい。しかし、どこか焦あせっていることはわかる。


　シオンは続けた。


「ライナと、それに君は、俺の護ご衛えいをしてエスタブールにいく約束だったろう。それが嫌いやだったから、逃にげ出したのか？」


　しかし、フェリスは首を振ふる。


「おまえの言いなりになるのはめんどうだからと、今朝、ライナと二人で国を出る予定だった」


　それに、シオンはまたあきれた表情になる。


「いきさきは？」


「カッスラーだ。遺い物ぶつ探さがしをする、という名目でおまえから金を巻まき上げ、世界中のだんごを買い占しめるつもりだった」


　それに、シオンはますますあきれ顔で、ため息をつく。


「二人揃そろってだんごツアーか？　仲がいいなぁ」


　という言葉に。


　しかし、


「………………」


　フェリスはまた、無表情のまま、黙だまり込こむ。


　それにシオンは心の中で舌した打うちした。


　いまのは失言だった。


　そのフェリスとの約束を無む視しして、ライナは消えたのだ。


　彼女がそのことに対して、どう考えているのかはいまいちわからないが……


　傷きずついてる？


　ちょっとだけ、彼女の表情をうかがってみる。だが、やはり無表情で、よくわからない。


　とそこで、


「昨日話したときの、ライナの様子が少し…………おかしかった」


　フェリスが突然言った。


　シオンはそれに、片かた眉まゆを上げて、


「おかしかった？　というと？」


「私に感かん謝しやしているだの、だんごのリュックを七つ持つだの……」


「だ、だんご？　リュック？　いったい、なんの……」


　だが、フェリスはそれも遮さえぎって、


「とにかく、おかしかったのだ！」


　そう、強く言う。


　それにシオンはフェリスをしばらく見つめてから。


「ふむ。フェリスはそう思ったと……信用しよう。他に、なにか変わったことはなかったか？　いつもと違ちがうことは……」


　その問いに、フェリスは思い出すように一度目を閉とじ、それから、


「兄様と……ルシルと会ったらしい」


　そこでシオンはすぐに部屋の中空を見上げ、


「ルシル！　いったいなにをした？」


「………………」


　返事はない。


　だが、いる、はずだった。姿すがたは見えなくとも、彼は、シオンがローランド国内にいる限かぎり、常つねにシオンを守り続けている。


　彼はそういう男のはずだった。


「いるんだろう？」


　もう一度問いかける。


「………………」


　それでも返事はない。となれば、答える気がないのだろう。


　いや、もしかしたら、いないのか？


　それすらシオンにはわからない。


　彼は困こまったような表ひよう情じようでフェリスを見て、


「いるか、わかるか？」


　が、フェリスは首を振ふる。


「兄様のことは、わからない」


「だよな……」


　と、シオンはため息をついてから、続ける。


「それで……ライナはルシルのことをなにか言ってたのか？」


「いや……会った、ということだけだ。あとはルシルが、おまえの護ご衛えいを頼たのむと言っていたそうだ」


「俺おれの護衛？」


　ルシルは、そんなことを言う柄がらではないと、思うが……


　ライナが失しつ踪そうしていて、ルシルに答える気がなければ、そのへんの詳しよう細さいを知る手がかりは、まるでなかった。


　とにかく、いまわかっている情報だけで考えると、


「ライナは……自分から、消えた」


　ということになる。


　そこで、シオンはさらに思考を巡めぐらせ、目を細める。


　だがいったい、なぜいまごろ？


　シオンは、ライナのことはよくわかっているつもりだった。


　学生時代から一いつ緒しよだったから、という理由じゃない。彼の過か去こについての情報も、調べ上げているのだ。


　一番最初に入れられた訓練施し設せつの教官が書いた彼についての記き述じゆつによれば……





『ライナ・リュートは、自分自身のことを、ひどく嫌けん悪おしている』





　人を傷きずつける化ばけ物もの。


　存そん在ざいを許ゆるされていない、誰だれにも必要とされない化物。


　彼は、泣きたくなるほど、自分自身を否ひ定ていしている。


　だが、それは過去のことだ。


　シオンは彼を欲ほつした。


　最初は、ただたんにライナの力が欲ほしかった。この国を、権けん力りよくを引っ繰くり返すために。王や貴き族ぞくたちを引きずり降おろすために。


　たとえ、制せい御ぎよが出来ない化物の力だろうと、必要だと思った。


　でもそれは、過去のこと。


　すぐにライナはシオンにとって、それだけの存在ではなくなった。


　シオンは、ライナの考え方が好きだ。


　国を、世界を変えるには、あまりに甘あますぎる考え方が。


　手を血で汚よごさない。


　それでは、なにも変わらない。


　そんなことはわかっている。


　誰も、誰も殺さない。


　でもそれでは、なにも救えない。


　そんなことはわかっている。


　しかし、それでもライナの考えには、魅ひきこまれるものがある。


　ライナが見る空は、シオンが見る空とは違ちがう。


　だが、たとえそうでも……


　たとえそうでも……


　それでもシオンはライナを欲した。


　なら、彼には存在意い義ぎがあるはずなのだ。





　いや、フェリスも、キファもいる。


　ライナはもう、消えないはずなのだ。


　消えられないはずだった。


　それどころか、あいつが離はなれていかないために俺は……


　俺は……


「………………」


　が、そこで思考は遮さえぎられる。


「陛へい下か。陛下！」


　部屋の外から、声がかかる。それはよく知った声。伝令役の部下……金きん髪ぱつの青年、ロビトの声で。


　シオンはそちらへと目を向けた。


　部屋の入り口。


　しかし、扉とびらはフェリスに斬きり裂さかれてしまったので、ロビトの姿すがたが見える。


　ロビトは、扉がないことに驚おどろいた表ひよう情じようになり、それからシオンの姿に直立不動になり、さらに部屋に、フェリスがいることを見つけて、


「うわ、すごい美人。さ、さすが陛下……こ、これは失礼しま……」


　と、なにやら勘かん違ちがいして去っていきそうになるのを、シオンは慌あわてて、


「勘違いするな。彼女はそういうのじゃない。それより、報ほう告こくはなんだ？」


　その言葉に、ロビトは再ふたたび直立不動になる。


「はっ！　エスタブール領りようから、クラウ・クロム元げん帥すいによる報告書です」


「ん？　クラウからの？　よこせ」


「はっ」


　言って、部屋に入ってくる。横目でフェリスの姿を見て、なぜか顔を赤らめながら、シオンに書しよ簡かんを手て渡わたし、再び部屋を出る。


「では、私はこれで。ご用があれば、いつでもお呼よびください」


　それにシオンはうなずいて、


「ああ。ごくろう」


　ロビトはあっさり去っていった。


　それにフェリスが言う。


「ずいぶんと偉えらそうだな、シオン」


　その言葉に、シオンは苦く笑しようした。


「そうかな？　ま、これでも一いち応おう、王なんでね。それより、とりあえずはライナの捜そう索さく隊たいを出そう。俺が指し揮きして……」


　言いながらも、クラウからの書簡を、開く。少し、嫌いやな予感を感じながら。


　そもそもクラウは、こういった書面の報告は、めんどくさがってしない男なのだ。もし問題が起こっても、少しくらいの問題なら、報告してこない。


　なのに、書簡が届とどいた。


　ということはつまり、少しではない問題が起きた、ということだ。


　ライナが失しつ踪そうした上に、クラウからの書簡。


　問題が起こるときは、本当に一度に起こるものだなぁなんて、愚ぐ痴ちりたくなる。


　しかしその書簡には、柔やわらかく、丁てい寧ねいな文字が書かれていて。


　無ぶ骨こつな、クラウの字じゃなかった。その可か憐れんさは、あきらかに、女文字。


　それに少し、シオンは安心する。クラウの名のついた書簡だが、これはおそらく、クラウについていかせた、エスタブールの元もと姫ひめであるノア・エンの字だろう。


　ノアなら、こまめに報告書を書いてくれてもおかしくない。


　なら、問題が起きたとは限かぎらな……


「…………」


　が、シオンは書簡を読んで、顔をしかめる。


　それにフェリスが、


「問題か？」


　シオンは顔をしかめたまま、


「…………エスタブールに、『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやが出た……」


　うめくように言った。


　するとフェリスが、


「見せろ」


　言って、シオンから書簡を奪うばって、読み始める。


　書簡の内ない容ようは、要約すればこういうことだった。





『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者の化ばけ物ものが、エスタブールで暴あばれている。


　それも、覚かく醒せいしている。


　その『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者をクラウが退たい治じすることになり、それを退治できれば、エスタブールの軍を掌しよう握あくすることができそうだ、ということ。


　他にもエスタブールの残ざん存ぞん兵へいを取り纏まとめているバユーズ・ワイトという男のことや、いろいろな詳しよう細さいが書いてあったが……





　とにかく。


　クラウはいま、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者を殺そうとしているらしい。


　書簡を読み終わったのか、フェリスが言った。


「まさか、これはライナのことじゃ……」


　しかしシオンはすぐに否ひ定ていした。


「それは違ちがう。その書簡は、エスタブールから届いている。ライナが失しつ踪そうしたのは、昨日。時間的に合わない」


「だが、ここにある『覚醒』という言葉……エスタブールにいる『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者は、通つう常じようの『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者とは違うのだろう？　そうそう、種類の違う『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者がいるとは……」


　が、そこでシオンはフェリスの言葉を遮さえぎった。


「ちょっと待て。俺は、この『覚醒』という言葉の意味を知らない。『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者には、種類があるのか？」


「…………」


　それに、フェリスは再ふたたび黙だまる。一度、考えをまとめるように黙り込こんでから、


「……少なくとも、ライナの瞳めは、普ふ通つうのものとは違うらしい」


　シオンは、うなずいた。


　それは彼の素す性じようを調べた報告書にも書かれていた。


　普通の『複写眼アルフア・ステイグマ』は、一度暴ぼう走そうすると、元には戻もどれない。


　だが、ライナは戻っている。


　だからかつてのローランドの軍に、研究素そ材ざいとして飼かわれていたのだ。


　それに、シオンは現げんに目の前で、ライナの暴走を見たことがあるのだ。


　ライナの力の前に、エスタブールの魔ま法ほう騎き士し団だんが一いつ瞬しゆんにして壊かい滅めつしたのを。


　その力は、常じよう軌きを逸いつしていた。


　各国の最強の部隊とされる、魔法騎士団の名を冠かんされた者たちが、ライナの前では、まるでおもちゃのように弄もてあそばれ、壊こわれていく。


　人の力では到とう底てい対たい抗こうできない、絶ぜつ望ぼうをまき散らす魔王。


　シオンの目には、そう映うつった。


　通常の『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者とはおそらく、まるで違う。


　通常の『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者は、たとえ暴走したとしても、一部隊もあれば殺せるという。


　そして暴走したら、もう元には戻らない。


　だが、そのどれにも、ライナはあてはまらない。


　それでも、いくつかの偶ぐう然ぜんが重なって、そうなった、という可か能のう性せいも考えられたが……


　それが、クラウからの書簡でいうところの、『覚醒している』と、いうことになるのだろうか？


　どちらにせよその『複写眼アルフア・ステイグマ』が、ライナの暴走時と同じ力を持っているのだとすれば……


　クラウは逆ぎやくに、殺されてしまうだろう。


　いや、それにもし、そいつがライナと同じ種類の『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者なら、クラウに殺させるわけにもいかない。


　なにか、ライナの『複写眼アルフア・ステイグマ』についての手がかりに……


「まったく、こんなときにライナの奴やつはどこいったんだ」


　愚ぐ痴ちるようにシオンは言った。


「すぐにライナを探さが……」


　が、彼は首を振ふって、立ち上がる。


「フェリス。俺はすぐにエスタブールに向かう。クラウも、その『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやも、死なせるわけにはいかない。ライナの捜そう索さく隊たいの指し揮きは、おまえに任まかせる。見つけ次し第だい、エスタブールに連れてこい」


「うむ」


　フェリスがうなずく。


　だが、それを確かく認にんせずに、シオンは動き出す。部屋を出て、大声で、


「ロビト！」


　すると、


「はっ！」


　すぐに返事が返ってくる。シオンはそれを確認すると、言った。


「カルネとエスリナを呼よべ！」


「はっ！」


　そして、ロビトは駆かけ出す。


　しかしシオンは言ってから、少しだけ後こう悔かいした。


　どうやら、シオンがいない間の留る守す番ばんどころか、フェリスと組んでライナの捜索隊の指揮をするのも、カルネになりそうだった。


　これでまた、カルネの例の癖くせが再さい発はつしたら、エスリナに怒おこられるなぁ……


　なんてことを思いながら、シオンはさっそく、エスタブールいきの準じゆん備びを始めた……





◆







　ちなみに。


　そんなシオンの心配をよそに、フェリスとカルネ、エスリナは会うなり、こんな会話を交かわした。


「と、いうわけで、これから私がおまえたちのご主人さまだ」


「うわ!?　すごい美人！　こんな美人と仕事していいんですか、シオンさん。やった。シオンさん大好き！」


「ええっ!?　あ……な……そりゃ確たしかに……で、でも……わ、私いま、カルネさんのこと、すごい嫌きらいになりました!!」


「………………」


　シオンは、頭を抱かかえた。


















　　第五章　いくら望んでも、届とどくはずのない幻まぼろし










『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者が現あらわれたという、村。


　そこは、エスタブール領りよう東部にある、ベルトという名の小さな村だった。


　クラウ・クロムは、その村から少し離はなれた場所に、一軍を率ひきいてきていた。


　燃もえるような赤い髪かみに、鋭するどい瞳ひとみ。鋼はがねのように引き締しまった体には、ローランドの軍服。


　呼び名ならいくらでもある。


　ローランド帝てい国こく軍ぐん元げん帥すい。


　もしくは、戦場の悪あく魔ま、紅こう指しのクラウ・クロム。


　いまでは、彼が采さい配はいを振ふるえば十万の軍が動く。


　だが、いま彼が率いてる軍は、二色の軍服が入り交じった奇き妙みような軍だった。


　ローランドの軍服を着た、少数精せい鋭えいの百。


　そしてその横には、エスタブールの軍服を着込んだ、バユーズが精鋭だと言って連れてきた、百。


　クラウはそれを見て肩かたをすくめると、


「これじゃ、いまからローランドとエスタブールの戦争が始まりそうな勢いきおいだな」


　ぼそりと呟つぶやく。


　あきらかに両軍は対たい抗こう意い識しきを燃やしており、これを軍としてきちんと機き能のうさせるのは、骨ほねが折れそうだった。


　おまけに……


　と、クラウは横に立っている、エスタブールの残ざん存ぞん兵へいを取り纏まとめている男、バユーズ・ワイトのほうを見た。


　聞くと年はクラウと同じ、二十五らしい。くねくねと編あみ込んだ茶色い髪。茶色の瞳。眉み間けんには皺しわ。口も、皮肉げに歪ゆがんでいて……嫌けん悪お感むき出しの表ひよう情じようで、


「それを望むか？　俺おれはいつでもかまわないぞ。脳のうみそからっぽのおまえが率いるローランド軍など、一いつ瞬しゆんでひねりつぶせる」


　なんて言ってくる。


　それにクラウに付き従したがっている部下の一人、シュス・シラーズの表情が曇くもった。


　後ろでまとめた金きん髪ぱつと、薄い緑の瞳。背せも、それほど高いというわけではない。年もまだ十八という若わかさ。


　しかしその若さでいて、彼は、ほとんどの戦場でクラウを支ささえてきた古参の腹ふく心しんの一人だった。常つねに冷静に、戦せん況きようの分ぶん析せきと情じよう報ほう収しゆう集しゆうをしてくれる。問題があるとすれば、少しまじめすぎるというところだが……


　彼が、バユーズをまっすぐににらみ据すえて、


「……クラウ元帥の命令があるから、いままで我が慢まんしてきましたが、それ以上元帥を侮ぶ辱じよくする言葉を並ならべるなら……」


　が、バユーズはそれに笑えみを浮うかべた。


「並べるなら、どうする？」


「あなたを許ゆるさない」


　そんなことを言い出すシュスに、クラウは困こまった表情で、


「おいおいシュス。こいつにかまうなって。疲つかれるだけだぞ」


　そう、言い切る前に、しかし、バユーズが続ける。


「ほう？　命令違い反はんをして、俺を殴なぐるか？　やはり上官が上官なら、部下も部下だな。感情にまかせて命令違反とは……馬ば鹿かの教育がよく行き届いている」


「貴き様さま……!?」


　が、バユーズはさらに笑って、


「ほら殴れ。どうせおまえらローランドの奴やつらは、俺たちエスタブールよりも無む能のうなんだ。口で負けたら、すぐに殴るんだろう？」


「おまえ、それ以上の侮辱は……」


　だが、まだバユーズの言葉は続く。


「おまけに力しか能のない、出で来き損そこないの元帥が、わざわざここエスタブールに出てきて、邪じや魔まったら……」


　そこまでで、シュスが切れた。バユーズに向かって、


「貴様っ!!　エスタブールの分ぶん際ざいで……」


　瞬間。


　クラウはシュスの頭を殴った。


　ゴンっという派は手でな音とともに、シュスが吹ふっ飛ぶ。
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　シュスの言った言葉。


『エスタブールの分際で……』


　それは、最悪の発言だ。


　いまこの場で、この言葉は、決して言ってはいけない言葉だった。


　いや、ローランド側は、誰だれもが思っている言葉。


　そして逆ぎやくに、エスタブール側はこう思っている。


『ローランドの、分際で……』


　だからこそ、決してそれは、口にしてはならない言葉。


　いまでこそエスタブールはローランドに取り込こまれているが、争い続けた長い歴史は、そう簡かん単たんには消えない。


　お互たがいの家族が、友が、恋こい人びとが、相手の国に殺されている。


　簡単に、仲良くできるはずがないのだ。


　本当に、いつ殺し合いを始めてもおかしくない。


　なのにそこに、シュスの言葉。


『エスタブールの分際で……』


　それを言い切れば、すぐにでも殺し合いが始まる。


　そんな、一いつ触しよく即そく発はつな状じよう況きようだった。


　その直前に、クラウはシュスを殴って止めた。


　しかし、ローランド、エスタブール、両軍の視し線せんが、一いつ斉せいにクラウのもとへと集まってしまっていて。


「…………ったく」


　クラウは小さく、うめいた。


　だがそれは、笑い声を無む理り矢や理りこらえるような、うめき声。


　横を見る。バユーズはなにが起こっているのか、もう気づいたのか、憮ぶ然ぜんとした表情。


　そして今度は、地面に倒たおれ伏ふしているシュスの姿すがたを見て。


　シュスは、口から血を流しながら、しかし、笑みを浮かべている。


　それにまた、思わず笑いそうになる顔を無理矢理歪ゆがめて、クラウは怒ど鳴なる。


「シュス！　次にエスタブールを侮辱するような発言をしたら、おまえを処しよ分ぶんするぞっ!!」


　するとシュスが、悲ひ壮そうな声こわ音ねで、


「し、しかし……」


「黙だまれ！」


　クラウは怒鳴り、シュスを蹴けり飛ばす。


　すると、それほど力を入れてないのに、シュスはまたも派手に吹っ飛んで……地面に這はいつくばる。


　そして、


「……あ、ぐ…………う……す、すみませんでした、クラウ・クロム元げん帥すい閣かつ下か……」


　その光景に、一いつ瞬しゆん誰もが沈ちん黙もくし、それからざわつきはじめる。


　そしてすべては、シュスの脚本シナリオ通り。


　あれだけローランドを馬ば鹿かにしたバユーズは許ゆるされ、しかし、たった一言エスタブールをけなそうとしたシュスは、何度も殴なぐられる。


　そこにいた者たちには、そう見えただろう。


　実際のところは、バユーズはローランドが信用に値あたいするかを調べるために、わざと挑ちよう発はつしてきていて……しかし、シュスはそれを利用したに過すぎないのだが……


　兵たちの目には、クラウが本気でエスタブールの兵へ敬けい意いを表し、そして、ローランドの兵たちと平等に扱あつかおうとしている……


　そう映うつっただろう。


　しばらくして、沈黙が戻もどる。


　すると、完かん璧ぺきとは言えないが、きちんと統とう制せいのとれた雰ふん囲い気きが兵に宿っている。


　それにバユーズは顔をしかめ、小声で言ってきた。


「……ふん。おまえの部下は、おまえ同様、嫌いやな奴やつだな」


　クラウは笑った。


「ほめ言葉だろ？」


　すると、バユーズはますます嫌な顔……もう、これ以上ないと言わんばかり歪んだ表ひよう情じようになり、


「…………おまえにいい気になられるくらいなら、死んだほうがましだ」


　身み悶もだえるような声で言う。


　どうやら、ほめ言葉だったらしい。


　だからクラウも、


「ま、途と中ちゆうで気づいてるのにシュスのシナリオに乗ってくれたおまえのおかげで、兵がまとまったよ」


　するとバユーズはすぐさまうなずく。


「当然だ。すべては俺の手て柄がらだ」


「すべてかよ！」


　という突つっ込みも、バユーズは遮さえぎり、


「……ふむ。まあ、俺の挑発に乗らずに、逆にそれを利用したシュスの能のう力りよくも評ひよう価かしよう。ローランドもなかなかやるようだ。それも認みとめよう」


「おお、じゃあ、ローランドに協力してくれるつもりに……」


　が、やはりそれも、あっさり遮る。


「だがクラウ・クロム。おまえは一いつ切さい、なんの役にも立っていない！　はっきり言って、邪じや魔まだ。邪じや魔ま男おだ！」


「邪魔男って……俺も最後シュスを殴ったり、結けつ構こう演えん出しゆつしたつもり……」


「部下を殴ったり、我われらが女め神がみ、ノア様をたぶらかしたりと、おまえはエスタブールとローランドの関係を悪くする、癌がんだ。さっさと消えろ」


「………………」


　それにまた、クラウは頭を抱かかえる。


　結局バユーズは、ノアと仲良くする奴とは、絶ぜつ対たいに仲良くするつもりはないようだった。


　これは、俺がエスタブールをまとめにきたのは、間ま違ちがいだったかな……なんてことを、クラウは思い始める。


　話してみると、クラウ以外と会話するときのバユーズは結構まともだし、カルネあたりに任まかせた方が、実はあっさり話はまとまったんじゃないか？


「なんて……」


　そこで、クラウは表情を引き締しめる。村に目を向け、それから、その村の、ちょうど真上の空を見る。


　そして、呟つぶやく。


「ンなこと言ってる場合じゃ、ねぇよな」


　村の上空には、気色悪いほどの量の、鳥が飛んでいた。


　その光景を、クラウはもう、何度も見たことがある。


　いくつもの戦場に現あらわれる光景。


　空を埋うめ尽つくす鳥。


　その下には必ず……大量の死体がある。


　鳥たちは、死体に群むらがっているのだ。


　とそこで、バユーズが言ってきた。


「情じよう報ほうでは、村は全ぜん滅めつだ」


　クラウはバユーズのほうを向く。


「本当に、『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやなのか？」


「遭そう遇ぐうし、生き残った者の話では、黒くろ髪かみ、黒服、そして、黒い瞳ひとみの中央に輝かがやく、朱しゆの紋もん様よう」


　朱の、瞳の紋様。


　それは、呪のろわれた者の証あかし。


　誰もが忌いみ嫌きらう、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者の。


　それも、この『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者は……


　人を喰くらう。


　ベルト村の人間は、全員、喰い殺されたらしい……


　クラウは言った。


「で、化ばけ物ものはまだ村に？」


「さぁ。しかし、奴やつは人を喰う。エサがあるうちは、留とどまっている可か能のう性せいもある。村にいれば、次の獲え物ものもくるしな」


　次の獲物。


　それは、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者を討とう伐ばつにくる、軍のことだ。


　通つう常じようの『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者は、一部隊もあれば、殺すことができる。


　だが。


　あの化物にとっては、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者用の討伐隊など、怖こわくないのだ。


　クラウは村をにらみすえたまま、右みぎ腕うでを撫なでた。


　赤い、魔ま方ほう陣じんの刺青いれずみが入った、右腕。この刺青がなければ、クラウの右腕は、かつての負ふ傷しようのせいで動かない。


『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者に喰い千切られた怪け我がのせいで。


　あのときのクラウは、泣き叫さけぶだけだった。


　恐きよう怖ふに震ふるえ、悲鳴を上げ、逃にげるだけ。


　しかしいまは……


　バユーズが聞いてくる。


「さて。どうする？　相手は覚かく醒せいしている……ローランドの元げん帥すい殿どのの、お手て並なみを、拝はい見けんさせてもらおうか？」


　それにクラウは村のほうを見つめたまま、笑えみを浮うかべた。


「………村を、焼き払はらう。シュス。陣形を整えろ。ぱぱっと化物を殺すぞ」


　しかし、その笑みが引きつっていることを、自分で感じる。


　頭に響ひびく、奴の言葉。


　そして笑い声。


『ああ……君のか細い腕は……なんて美う味まそうなんだろう？』


　腕が喰い千切られる音。


　無様な自分の悲鳴。


　その声をかき消すように、クラウは呟いた。


「……殺してやる」


　あの『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者を……


　あの化物を、殺してやる。


　そのまま鋭するどく、村をにらみつけた。





◆







　村に火が放たれた。


　死体に群がっていた鳥たちが逃げ出す。


　村は、ひどい有様だった。いたるところに、喰い散らかされた死体が転がる。


　女、子こ供ども、見み境さかいがなかった。


　本来なら、バユーズの部下が一度調べたとはいえ、火を放つ前にもう一度、生せい存ぞん者しやの確かく認にんをするための斥せつ候こうを出したいところだったが……


　しかし、状じよう況きようを見て、やめた。


　こんな状況で、生存者がいるわけがない。


　それほど大きな村じゃない。


　あの化物なら、一人残らず殺すことは、たやすいだろう。


　なら、わざわざこちらの手の内を明かす必要はない。


　作戦は、いたって簡かん単たんなものだった。


　村に火を放つ。


　クラウがいる本隊とは別に、村の周囲には、八人一組、十部隊が、ぐるりと囲んでいる。


　それぞれの部隊は、火の手に追われて姿すがたを現あらわした『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやを待ちかまえて、七人で戦争用の大だい規き模ぼ攻こう撃げき魔法を発動する。


　さらに、残りの一人は、交戦の合図を他の部隊へと送る。


　しかし、決して深追いはしない。


　大規模攻撃魔法を放ったあとは、すぐに退たい避ひする。


　一いつ瞬しゆん、足止めできれば、あとは百人からの兵で化物を追うことができる。


　本当に、作戦としてはなんのひねりもない、シンプルなもの。


　だが、それで勝てるはずだった。


　いくらあの化物が強いといっても、戦力が違ちがい過すぎる。


　こちらは百人からの兵がいるのだ。それも、少しぐらいの事じ態たいには動じない、歴戦の精せい鋭えいが百人。


　たった一人を相手に使うには、強大過ぎる力だ。


　勝てる。


　そう思った。


　それも、一人の犠ぎ牲せいも、クラウは出すつもりはなかった。


　あのころとは、違うのだ。


「…………」


　村が燃もえる。


　火が、どんどん強くなっていく。


　クラウは、すぐに動ける準じゆん備びをしていた。クラウがいまいる場所には、兵が二十人いる。通つう常じようなら、こちらには出てこないだろう。


　おそらく、人数の少ない、八人組の部隊を殺して、逃げようとするはずだ。


　それを後ろから追って……殺す。


　いやそれとも、自分の強さに自信を持っているあの化物なら、こちら側へと出てくるだろうか？


　とにかく、そろそろ頃ころ合あいだった。この村にいるなら……


　するとそこで、隣となりにいたバユーズが言った。


「……出てこないな。やはり村から、すでに離はなれて……」


　が、そこで言葉が止まる。


　火の中に現れた、黒い影かげ。


　悠ゆう然ぜんとした足取りで、村から出てくる一人の若わかい男。


　黒い髪かみに、黒い服……まるで神を信しん仰こうしているルーナ帝てい国こくの、聖せい職しよく者しやが着ているようなきっちりと整った漆しつ黒こくのスーツに身を包み、しかしその肌はだは、気味が悪いほど、白い。


　それは、クラウの記き憶おくの中にある姿と、まったく同じだった。


　二十代中頃という、変わらない姿。


　まったく年を取っていない。


　あのころと、まったく同じ姿。


　あいつだ。


　男は、笑っていた。なにが嬉うれしいのか、クラウたちを見て、笑っていた。


　やっぱり、あいつだ。


　笑った口からは、血がしたたっている。


　そのしなやかな手には、食べかけの人の……


　とそこで、部下たちの間から、悲鳴と怒ど声せいが上がる。


　シュスも、バユーズも、嫌けん悪おのうめき声を上げる。


　だが、クラウは笑えみを浮うかべていた。


　やっと……


「うろたえるな！　陣じん形けいを崩くずすんじゃない！　大規模魔ま法ほうの用意っ!!」


　やっと、殺せる。


　命令するとすぐに、クラウの背はい後ごに、巨きよ大だいな光が二つ生まれる。


　通常は戦争に用いられる魔法だ。多少発動に時間がかかるが、殺さつ傷しよう力りよくは、異い常じようだ。


　人間相手に使えば、跡あと形かたもなく吹ふき飛ぶどころか、周囲の地形すら変わる。


　男はその光を見ても、悠然と近づいてくる。口くち許もとには、相変わらず余よ裕ゆうの笑み。


　だが、


「その余裕の笑みを、すぐに消してやる」


　魔法が、完成する。


　それに。


「あいつを、ぶっ殺せっ!!」


　そして魔法が放たれた。


　男に当たる。


　瞬しゆん間かん……





　魔法が、消えた。





「なっ……」


　そのとき、クラウはなにが起こったのか、わからなかった。


　だが、男はまだ、笑っている。食べかけの人の欠片かけらを放ほうり捨すてると、笑ったままこちらへと駆かけ出し、飛ぶ。


　信じられない跳ちよう躍やく力りよくだった。


　軽々とクラウの頭上を越こえ、背後の兵たちの中央へと降おりると……


　同時。


　ゴキュ、という、奇き妙みような音が鳴った。


　クラウはすぐさま振ふり返る。すると男は、クラウの部下、二人の頭をつかんでいて……


　その兵の首が、あり得ない方向へ曲がり……


　もぎ取られる。


　そしてまた、笑う。


「ふふ……やっぱり人間は、もろいなぁ」


　声。


　あの、声。


　血が、噴ふき上がる。


　あまりに一瞬の出来事で、しばらくクラウも、そして他の者たちも、動けないでいる。


　その中に、ただ、男の笑い声だけが響ひびく。


「ふ、ふふふ……あはは……」


　男はさらに手を伸のばそうとする。


　クラウはそれに、


「陣、中央!!　対たい処しよしろ!!」


　再ふたたび、怒鳴る。


　だが、間に合わない。


　また一つ、首が飛ぶ。さらに男は手を伸ばし……


　しかし、そこまでだった。


　兵たちもそこでやっと、動きだした。


　ここにいる兵たちは、仲間の首が飛んだぐらいではうろたえない。


　そういう奴やつらを集めてきているのだ。所しよ詮せん敵てきはただ一人。


　多少奇妙な動きをしても、大した敵じゃない。


　男を取り囲み、兵たちは魔法を唱え始めて…


　クラウも、駆け出す。


　すると後ろからバユーズが、


「援えん護ごしてやる。あいつを殺してこい」


　言って、空間に光の文字を描えがき始める。それは、エスタブール特有の魔法。それもその発動は、ローランド兵が描いている魔方陣よりも、他のエスタブールの光の文字よりも……遥はるかに速い。


　それにクラウは、


「ちっ。頼たのもしいなぁ」


　舌した打うちしてから、苦く笑しようする。


　そのときにはもう、男はこちらへと、気づいていた。


「速い。ふ、ふふふふふ。イイ。元気のいい肉は、好……」


　が、言葉を止める。そして、おや、という顔になる。


　クラウの顔を見て……


「貴方あなたは」


　そして、笑えみが、さらに嬉うれしそうに広がる。


「……あああ。ずいぶんと、美お味いしそうに育った」


　その言葉に。


　最高だ。


　クラウはそう思った。


　この野や郎ろう……


「覚えてやがったか！　じゃあ、あのとき俺おれを殺さなかったことを後こう悔かいしながら、死にやがれ！」


　かつて、この男に喰くい千切られた右みぎ腕うで。その腕を、クラウは振るう。


　すると、腕に描かれたいくつもの赤い魔ま方ほう陣じんの刺青いれずみが、輝かがやき始める。


　間合いは、完全にクラウの間合いだった。


　殺せる。


　絶ぜつ対たいに、よけられない。


　おまけに。


　クラウの腕に、なにかしら奇妙な力を感じたのか、背はい後ごへ退しりぞこうとする男へ向け、


「逃にがしません！」


　シュスがナイフを投げる。


「おっと」


　男はあっさりそれをよける。だがそれで、足が一いつ瞬しゆん止まる。


　クラウとの間合いが、さらに詰つまる。


　そのときにはもう、クラウの腕は、男をつかみかけていた。クラウの腕の周囲にある空気が、鋭するどく渦うず巻まき、刃やいばとなる。


　この刃に触ふれたものはすべて、細切れになる。


　そしてクラウの手は、敵の血で染そまり、こう呼よばれるのだ。


　紅こう指しのクラウ・クロム。


　男は少し、驚おどろいた表ひよう情じよう。そしてもう一度、背後へと飛び退のこうとする。その動きは、人間の動きを超こえている。異い常じような角度に体を折り曲げ、腕をかわす。そしてそのまま、後方へと跳ちよう躍やくしようと……


　だが、


「その方向へは、逃がさない。


　我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・天空を踊おどる光の魔ま獣じゆうを放つ」


　唱え終わると、バユーズの頭上に、光でかたどられた、いまいち不定形な犬のような獣けものがあらわれる。


　それが、男が逃げようとしている方向へと、放たれて。


　もう、完全に逃げ場はなかった。


　目の前にはクラウの腕。


　そして後方には、バユーズの魔法。


　男の動きが止まる。


　クラウはそれに、


「……仲間の、仇かたきだ。死ね」


　腕を振るおうとしたときだった。


　男がまた、笑った。


　そして。


「終わりは、おまえだよ」


　男はもう、倒たおれる寸すん前ぜんの奇き妙みような体たい勢せいのまま、大きく目を見開いた。


　黒い、瞳ひとみ。


　そしてその瞳を、十字に切り裂さくように浮うかび上がる、朱しゆの紋もん様よう。


　十文字の、朱の紋様……


　その紋様が、さらに赤く、輝く。


　刹せつ那な。


　バユーズの放った光の魔獣が、その目に吸すい込こまれ……


「力を喰らい……」


　途と端たん、男の動きが加速する。クラウには、見えないほどの速さ。


「……それを放つ」


　とんっと、肩かたに触ふれられたような気はした。


　だが、あまりの速さに、反はん応のうしきれない。いつの間にか、男の姿すがたはクラウから離はなれている。


　その手には、赤い刺青が入った、腕。その腕を掲かかげ……


　クラウはそれを見て、


「………………あ」


　声が、出ない。


　いったい、なにが……


　自分の右腕を、見る。しかし、肩からさきが、すべて失くなっていて……


　血が、噴ふき出している。
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「く、クラウさんっ!?」


　シュスの、悲鳴のような声。


　続いてバユーズが、


「ちぃ。まずい。これは……」


　が、バユーズの心配は、すぐに形になって現あらわれる。


　他の兵たちが、


「こ、紅指のクラウが……」


「なんなんだ、あいつは……」


　ざわめき始める。


　まずい状じよう況きようだった。


　指し揮き官かんを失う。兵は、それだけでまとまりを失う。


　それも、絶ぜつ対たい的な強さを誇ほこる、紅指のクラウ・クロムが敗やぶれるという光景は、壊かい滅めつ的な打だ撃げきを兵たちに与える。


　さらに追い打ちをかけるかのように、男が……


「勝つ？　愚おろかな家か畜ちくどもが、捕ほ食しよく者しやを殺せると思っていたのかい？」


　そう言ってから、クラウの腕うでに、美う味まそうにかじりついて……


　これで、終わりだった。


「ば、化ばけ物もの……」


「む、無理だ……あんな化物に……勝てるわけが……」


　バユーズが怒ど鳴なる。


「静まれ。冷静に対たい処しよするんだ！」


　が、もう無む駄だだった。


　兵たちは、散り散りに逃にげ始める。


　男……いや、人間を喰くらう化物は、クラウの腕を喰い千切るたびに、


「ああ……あああ……本当に……本当に、あのとき手をつけなくてよかった。すごい。力が、溢あふれる。これじゃあ、これじゃあ……」


　陶とう酔すいしたような表ひよう情じようで、言った。


「……これじゃあ僕ぼくは、ここにいる全員、残さず一度に殺しかねない……」


　化物が、動き出す。


　しかしクラウは動けない。肩のダメージが、でかい。


　いや、シュスが支ささえてくれなければ、立ってさえいられない。


　シュスはクラウを抱かかえたまま、その場を離れようとする。


「ぐ……くそ……しゅ、シュス」


　しかし、シュスはクラウのほうを見ない。ひたすらその場を離れようとしながら、


「い、いま、手て当あてをします。絶対に、助かります。クラウさんは、絶対に殺させません」


　だが、自分は死ぬ。


　もう、それはわかった。


　そしてシュスも死ぬ。


　このまま、クラウを抱えていれば、おそらく逃げ切れない。


　二人とも、ここで死ぬのだ。


　しかし。クラウがここに残って、あの化物の足止めをすれば、もしかすれば……


　自分が、あの化物に喰われている間に、他の兵たちは逃げ切れるかもしれないのだ。


　だから、このまま逃げるわけには、いかなかった。


「放……せ、シュス」


「いまのあなたの命令は、聞きません！」


　シュスは、言い切る。


　それにクラウは、顔を歪ゆがめた。こいつは、そういう奴やつだ。ひどくまじめ過すぎて、誠せい実じつ過ぎて、時に、判はん断だんを違たがえる。


　そしてそこが、好きだった。


　いい部下だ、と、クラウは思う。


　いや、いい仲間たちを持ったと。


　自分がいなくても、きっと、シオンは大だい丈じよう夫ぶだろう。自分がいなくても、シュスが、ミラーが、ルークが、カルネ……いや、バユーズだって、なかなかいい男だ。


　元げん帥すいのかわりは、いくらでもいる。


　そしてここにいる兵たち……ローランドの兵、エスタブールの兵……両方ともすべて、今後のローランドに、必要な者たちばかりだ。


　一人でも多く、逃がす必要がある。


　化物は、次々と逃げまどう仲間たちを殺していて……


　しかし、これ以上、殺させるわけにはいかないのだ。


　なら……


　クラウは、残った力を振ふり絞しぼって、左手を動かす。そして、無む理り矢や理りシュスの腕をはぎとると、地面に倒たおれた。


　それにシュスが、


「なっ……クラウさん！　なにを……」


　だが、クラウはその言葉を、無む視しする。


　化物の方を向いて、声を張はり上げる。


「お、おい化物！　俺の肉が美味かったんだろうが！　浮うわ気きしないで、俺を喰いにこい!!」


　そう怒鳴るが、思いの外ほか自分の声が小さくて、うめいた。もし、いまのが聞こえてなかったら……もう一度怒鳴る力は、もう残ってない。


　とそこで、化物はこちらを向く。


　嬉うれしそうな表情。


　ぺろりと舌したを出して……


「……はぁ。聞こえてたか。助かった……」


　クラウは安あん堵どの息をついた。


　それにシュスは再ふたたびクラウを抱えようとしながら、


「くそ……」


　だが、クラウは首を振る。


「……早く逃げろ。俺は逃げ切れない。もう、わかってんだろうが。俺はおまえを、そこまで融ゆう通ずうの利きかない男に教育した覚えはないぞ。逃げろ。命令だ」


　が、シュスはそれに、


「だ、だから、あなたの命令はもう聞かないと……」


　その言葉を遮さえぎり、クラウは言った。


「これは命令だ。聞けないなら、おまえはもういらない」


　瞬しゆん間かん。


　シュスの顔が、歪む。いまにも泣きそうな顔で……


「くそ……くそ……」


　化ばけ物ものを、にらむ。


　その顔に、クラウは笑った。


「……ま、シオンと……それにノアに、よろしく言っ……」


　だが、そこで突とつ然ぜん、クラウの髪かみの毛がなにものかに無理矢理つかまれ、地面を引きずられ始め。


「へ？　え!?」


　クラウは思わずそんな間ま抜ぬけな声を上げる。


　さらにすぐに今度は、死ぬ間ま際ぎわには絶ぜつ対たいに聞きたくない、嫌いやみな声が響ひびいて。


「馬ば鹿かが。汚けがらわしいおまえのことなど、ノア様にお伝えするわけがないだろうが」


　バユーズだった。


　それにクラウは、


「お、おまえ、なにしやが……」


　しかし、バユーズはさらに嫌けん悪お感たっぷりの声こわ音ねで、


「だが、おまえのような奴やつが死んでも、お優やさしいノア様は、悲しむからな。助けてやる」


「馬鹿……それじゃ他の奴が……」


　だが、再びバユーズはクラウの言葉を遮る。


「馬鹿はおまえだ。見てみろ。おまえを助けるために、ローランドの奴ら、また化物に向かっていき始めた」


「なっ……」


　それに、クラウは絶ぜつ句くする。


「あいつら、なに馬鹿なこと……」


　あっさりバユーズはうなずく。


「ああ。おまえを含ふくめて、ローランドは馬鹿な奴ばっかりだ。本当にむかつく。これじゃあ、人望でおまえに負けたみたいで、本当にむかつく。むかつく。むかつく。むかつく」


「お、おまえ、なにを……」


　しかしそこで、バユーズは足を止める。


　そして、


「むかつくから、助けてやる」


　片かた手てを上げ、怒ど鳴なった。


「止まれエスタブール兵！　見ろ！　ローランドの奴らは馬鹿で、いまにも死にそうだ！　だから、馬鹿どもを助けて、恩おんを売ってやれ!!」


　すると、


『おおおおおおおおおおおおおおお!!』


　一いつ斉せいに、声が上がる。


　どうも、ローランドの馬鹿どもという言葉が、彼らには効きくらしい。


　さらにバユーズは続ける。


「全員一斉に魔ま法ほうを放て！　ほら、ローランドの馬鹿どももだ！　一人一発！　撃うったら離り脱だつだ！　全力で逃にげろ。一人でも死んだら、あとで処しよ刑けいするからな！」


　途と端たん。


　視し界かいが、光の文字と、魔方陣じんで埋うめ尽つくされる。


　まったく違ちがう系けい統とう、構こう成せいの魔法が……しかし、同じ目的のために、発動する。


　それにクラウは、


「て、てめぇ、馬鹿か……この状じよう況きようで魔法撃ち合ったら、同士討うち……」


　が、バユーズはそれもすぐに否ひ定ていする。


「それはない。どうやらあの化物は、力を……魔法の力を吸きゆう収しゆうするようだ。ならきっと、全部吸収する」


　そう。


　確たしかにあの化物は、朱しゆの紋もん様ようが浮うき上がった瞳ひとみで、バユーズの放った魔法を吸収したように見えたが……


　しかし、


「もし、しなかったら？」


　だが、バユーズはそれにもあっさり、


「したらいいなと、祈いのれ馬鹿。もう、止まらない」


「お、おまえなぁ!?」


　が、それも無む視し。


　バユーズはシュスのほうを向き、


「おいシュスとかいうの。この馬鹿の足を持て。早く治ち療りようしないと、どっちにしろ、この馬鹿は死ぬぞ」


「あ、は、はい……」


　言って、シュスはクラウの足を持ち上げる。


「お、おいシュス。おまえ、なにこんな奴の言うこと聞いてんだよ!!」


　しかしシュスはそれに嬉うれしそうに笑って、


「なにか、バユーズさんも思ったよりいい人みたいですし……エスタブールの方たちとも、仲良くできるような気がしてきました」


　なんてことを言い出して。


　それにクラウは、こいつのどこがいい奴なんだよと怒鳴りたかったが……


　力が入らない。血を失い過すぎたせいか、急に眠ねむ気けに襲おそわれ始めて……


「ああ、くそ……」


　言えたのは、それだけ。


　その、クラウの上で……


「ふむ。また一人、どこぞのロクデナシ元げん帥すいに愛あい想そを尽かして、俺おれの人望にひざまずいたな。仕方ない。こうなったらこのまま一気にローランド軍を乗っ取り、ノア様にお褒ほめの言葉を…………ん？　おお、計算通り、あの化ばけ物ものめ、魔法を吸収したぞ。これで、全員逃げ切れる」


「ええ、やりましたね！」


「うむ。やったな。ところでどうだね、シュス君。こんな男のところはやめて、わたしの下につかないかね？」


　なんて、突とつ然ぜんバユーズの口調が変わる。


「え？　あ、それより早くしないと、クラウさんが……」


「まあまあ、こんな奴やつのことはおいておくとして。悪いようにはしないよ。クラウの馬ば鹿かとは違い、君はなかなかに優ゆう秀しゆうそうだからね。優秀な人材は、好きさ。こんな無む駄だに血まみれでアホで間ま抜ぬけの上に……………………」


　そこまで聞き取れたところで、クラウの意い識しきが曇くもる。


　音が、聞こえなくなる。


　だが、バユーズがクラウの悪口を際さい限げんなく言い続けているのは、わかる。


　それに、クラウは苦く笑しようした。


　もし、この傷きずの治療が間に合って、もう一度目覚めることができるなら、とりあえずバユーズを殺してやる……


　そんなことを思ってから、勝手に閉とじていこうとする目を、無む理り矢や理り薄うすく見開いた。


　その先には。


　大量の魔法を撃ち込こまれ、光の渦うずの中央で……


　しかし、はっきりと輝かがやく、朱の十字の紋様。


　そして、クラウを、人間を嘲あざける笑えみ。


　その姿すがたをクラウはにらみつけ、


「………くそが」


　声にならない声で、吐はき捨すてるようにそう呟つぶやいてから、彼は意識を失った。





　しかしそれでも。


　その化物はやはり、笑い続けていた。





◆







　化物。


　瞳に呪のろわれた朱の紋様を持った化物が現あらわれ、おびただしい数の人間を喰くい殺した……





　そんな情じよう報ほうは、ここ、北の大地には、そこら中に転がっていた。


　それは彼女が、ずっとずっと、探さがし求めていた情報。


　なのにここでは、そんな情報はありふれていることだという。


「まいるわよねぇ……二年間も大陸中をぐるぐる回ったあげくに……最後の最後にたどり着いた北の大地では、当たり前のことって……」


　キファ・ノールズは、げんなりした表情で言った。


　真まっ直すぐな赤い瞳ひとみ。やはり同色の赤い髪かみ。


　細身の、しなやかな体は、しかし、二年前よりも少し、ほんの少しだけ、丸みを帯びただろうか。


　まあ、それでも姉の女らしさにはいまだに勝てないのが、最近の悩なやみといえば、悩みだったりもするのだが。


　もう、姉の年ねん齢れいは超こえたのに……


　これでライナに再さい会かいしたときに、女らしくないって言われて嫌きらわれたらどうしよう？


　なんて、悩んでみたりして。


「ああもう、男にモテモテで困こまってるぐらいだった姉さんが生きてれば……ライナを夢む中ちゆうにさせる方法の一つや二つは教えてくれるかもしれないのになぁ……」


　そんなふうに一人で言ってみてから……綺き麗れいだった姉の姿を思い出し、それに続いて、楽しそうに笑う妹の笑え顔がおが浮うかぶ。


　二人が死んでからもう、何年もたったのに、いまでもその姿をありありと思い出せる自分が、誇ほこらしかった。


　もう、二度と会えない二人の姿を……


「…………」


　キファはそれに、悲しげに微笑ほほえんでから、しかし、すぐに我われに返った。


「さてと……さっさと調べるものを、調べなきゃ」


　彼女がいるのは、小さな図書館だった。


　おそらくここは、メノリス大陸、最さい北ほく端たんの辺へん境きようの地にある、図書館で。


　いや、ここを辺境の地と、もう呼よんではいけないのかもしれないが……


　しかしどう考えてもそこは、小さな田舎いなか町まちだった。


　だが、この町の名前は、


『ガスターク帝てい国こく帝都グランスレード村』


「…………」


　あきらかに、なにかがおかしい……


　帝都なのに、村って……と、初めてこの村の名前を聞いたとき、彼女は思わず突つっ込んだが…


　なにやらこの村は、ガスターク帝国の王が生まれた村であり、そして、王は生せい誕たんの村を、大切にしているらしい。


　まあ、そんなことはどうでもいいのだが。


　キファはその村の、図書館にきていた。


　図書館にきている理由は当然、ライナを、救うため。


『複写眼アルフア・ステイグマ』という呪いから……


　ライナを、解き放つため。


　しかし、こんな最北端の図書館にくるまでは、その手がかりすら、まったくつかめなかった。


　なのに……


　このガスタークの領りよう内ないには、そんな話がごろごろ転がっていた。


　人を喰くらう化ばけ物もの。


　破は壊かいをまき散らす化物。


　そして、勇ゆう者しやの末まつ裔えい……


　それはまるで、子こ供どものころに聞いた、お伽とぎ噺ばなしの世界だ。


　しかし、そんなお伽噺が似に合あいそうなほど、そこは自然が溢あふれる、美しい場所だった。


　言葉を替えれば、まったく栄えていない国……


　決して住みやすい場所ではなかった。


　メノリス大陸最北端。山さん岳がくに囲まれ、季節によっては、雪も積もるらしい。


　当然、人口も少ない。


　地図にすら、名前のなかった小国……


　いや……規き模ぼ的に言えば、街？


　そのくせ歴史的には古いらしい。他国に攻せめられないほど魅み力りよくがない土地だったのか……それとも、なにかしら生き残れる理由があったのか……？


　そしてここ最近。


　ガスタークは突とつ然ぜん他国へと侵しん攻こうを始めた。


　いまでは一気に周囲にある小国を取り込み、それどころか北大陸最大の強国……ローランドの四倍もある超ちよう大国であるストオル皇こう国こくすら、平ひれ伏ふさせてしまった。


「…………ありえない」


　キファは、呟つぶやく。


　しかし、ガスタークはそれを可か能のうにした。


「………………ありえない……だからこそ、ここにライナを助ける情じよう報ほうがある……」


　その、彼女の推すい測そくは、当たりだった。


　お伽噺に出てくるような話……それが、この国には溢れている。


　でも……


「眼……目……瞳……それ以外の情報はいらないのよ」


　キーワードは。


　朱しゆの紋もん様よう。


　暴ぼう走そう。


　忌いまわしき化物。


　そして。





『複写眼アルフア・ステイグマ』。





　そんな言葉が出てくる書物を探さがし、片かたっ端ぱしから読んでいく。


　図書館に据すえられている、たった四つだけある、四人掛がけの木もく製せいのテーブル。


　そのテーブルいっぱいに広げた本や文ぶん献けんの山の上に、キファはさらにまた一冊さつ、読み終わった書物を重ねて、ため息をついた。


「…………ああもう、なんなの!?　知りたい情報が、ありそうで、消されてる」


　そう。


　知りたい情報は、ほとんどが消されていた。


　破やぶり取られていたり、汚よごされていたり……


　どうやら、隠かくされているようだった。


　一いち応おう、『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやについての、基き本ほん的な情報は、あるのだ。あるのだが……それはどこでも手に入る情報。


　キファは開いたままになっている文献へと、再ふたたび目を向ける。


　そこには箇か条じよう書がきに、こうあった。





・生まれたときは、人間の子供と変わらない姿すがたをしている。


・なにかしらのきっかけによって、瞳に朱の五方星の紋様が現あらわれ、『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者となる。


・その瞳は、見るだけで、世界の真理を見通せるようになるという。空気中に広がる構こう成せいを読み取り、魔ま法ほうの力を瞬しゆん時じに理り解かいする。


・なにかしらのきっかけによって、暴走する。真理の崩ほう壊かい。全すべての構成を消し去ろうとする。


・一度暴走した『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者は、元に戻もどることはない。





「………………でも、ライナは戻ったわ」


　キファは、小さくそう呟いた。


　ここまでの情報は、ローランドのようによっぽど『複写眼アルフア・ステイグマ』を忌み嫌きらい、文書に残すことをしなかった国以外では……どこの国でも知ることができた。


　そして、どこの文献でも、一度暴走した『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者は、元に戻ることはない、と、書かれていた。


　しかし、ライナは暴走し、再び正気を取り戻したことを、キファは知っている。


　これはいったい、どういうことだろう？


　可か能のう性せいとしては、三つあると思う。





　一つ。


　ライナは通つう常じようの『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者じゃない。





　二つ。


　ライナは意い志しの力で『複写眼アルフア・ステイグマ』の力を抑おさえることができた。





　だが、この二つの可能性は、違ちがうと思う。キファは、目の前でライナの暴走を見たのだ。そしてそれは……各国の文献や書物に記されている『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者の暴走の記録とは、少々……


　いや、まったくといっていいほど、異ことなっている。


　通常の『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者は、暴走していたとしても、兵が一部隊もいれば殺すことができるらしい。


　だが、ライナのあれは……


　そこで、キファは文献の、数ページを先を開く。


　そこに載のっている絵と、情報。


　それを見つめ、目を細めた。


　三つ目。


　最後に考えられる可能性……





　ライナは、瞳ひとみに朱しゆの五方星を持ってはいるが……


『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者では、ない、ということ。





「………………」


　じゃあいったい、なんなの？


　キファが見つめる先。


　文献に描えがかれた絵は、他の国の『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者の資し料りようには、描かれていないものだった。


　いくつかの紋もん様よう。


　そして、そのページの頭に書かれている、章のタイトルは……





『魔ま眼がん』について。





「魔眼……」


　それは新しい情じよう報ほうだった。


　なのに、そのページから先少し……一番知りたい内ない容ようが書かれているページが、破やぶり取られている。


　他の文ぶん献けんや書物もそう。


「……うう……蛇へびの生殺しだわ……」


　やっとなにか、有力な情報に手が届とどくと思った瞬しゆん間かん、地じ獄ごくにたたき落とされるような気分だった。


　あまりの落らく胆たんに、目め眩まいすら覚える。


　キファは頭を抱かかえて、それから、


「ちょ、ちょっと休もうかな……」


　言ったところで、突とつ然ぜん、


「お？　やっと休きゆう憩けい？　じゃ、お茶でもだそうか？」


　背はい後ごから、男の声がする。


　それも、聞き覚えのある声。


　一度だけ聞いたことがある声。


　でも、一度聞けば忘わすれられない、力強い声。


　この声は確たしか……


　でも、なぜ……


　そんなはずは……


　キファは、振ふり返る。


　しかし、目の前にいるのは、やはり思った通りの男だった。


　長く、緩ゆるやかに波打つ茶……というよりは、若じやつ干かん桃もも色いろがかっているような独どく特とくの色の髪かみ。細身だが、鍛きたえられた体。


　そして、あの瞳だ。左目は閉とじられ、まるでウィンクでもしているかのようだが……


　片かた目めだけになっても、まるで揺ゆらがない、自信と野望。


　魅み力りよく的な眼めだと、彼女は思う。


　奥おくに秘ひめる強い意い志し……しかしそれでいて、子こ供どものような無む邪じや気きな輝かがやきを放っている。


　レファル・エディア。


　それが、この男の名前だ。だが、そう呼よぶ者はほとんどいない。


　この国……いや、この北大陸の者たちは、この男のことを、こう呼ぶ。


　北大陸の覇は者しや……


　もしくは、若わかきガスターク帝てい国こく王おう。


　一度だけだが、彼女は見た。


　この男が、剣けんを振るう姿すがたを。


　それは、異い常じような光景だった。


　身長の三倍はあろうかという長大な黒剣……


　その剣に自分を生け贄にえに捧ささげ……


　そして、たった一振りしただけで、ストオルの兵数万を、あっさりと屠ほふってしまった光景を。


　剣は力を放つ代だい償しように、レファルの左目を喰くらった。


　能のう力りよくを糧かてに、強大な力を放つ剣。


　左目を失い、数万の敵てきを殺し……


　それでもこの王は変わらない、迷まよいのない強い瞳。


　なのに、ひどく悲しげな、泣きそうな顔で言うのだ。


『…………この犠ぎ牲せいは、絶ぜつ対たいに無む駄だにしない。この光景を、俺おれは絶対に忘れない。俺の罪つみは、絶対に消えない。俺は殺さつ戮りく者しやだ。殺戮の王だ。呪のろえるものなら、呪ってくれ。


　だが、それでも。


　それでも俺は、前に進むぞ……』


　キファは、レファルを見つめる。


　一目見ただけで、わかる。


　この男は、名君なのだろう。


　魅力、人望、勇気……シオンとはまた種類は違ちがうが、王者の要よう素そを、すべて持っている。


　ガスタークが強い理由。


　それは、あの剣のせいじゃない。この男が強いから。


　理想のためなら、自分の体すら切り捨すてるこの男の、意志が……


　それに。


　キファは恐きよう怖ふする。


　その、ガスタークの王が、なぜこんな辺へん境きようの地にいる？


　いや、もちろん辺境と言っても、名目上ここは、ガスタークの首都ではあるのだが……


　しかし、キファが得ていた情じよう報ほうでは、いまはストオルにいるはずだった。


　ストオルを制せい圧あつし、その整せい備びに忙いそがしいはずで、こんなところにきていられるはずが……


　しかし、現げん実じつにレファルは目の前にいる。


　レファルは、甘あまく、だが鋭するどい、矛む盾じゆんした瞳ひとみでキファを見み据すえてくる。


　なんの考えも、企たくらみもない、まったく裏うら表おもてを感じさせない笑え顔がお。


「で、お茶の種類だけど、好き嫌きらいとかあるか？」


　本当に、魅力的な笑顔だった。


　もう、思わず賞しよう賛さんしたくなるほど。


　そこらの女なら、この笑顔だけで、一発でとろけてしまうかもしれない。


　だが、キファは体を強こわばらせる。


　レファルを見つめ、


「…………そうね。好き嫌いはあまり、ないほうなんだけど。どちらかと言えば、女の子を尾つけてくるような男は嫌いかしら」


　すると彼は、驚おどろいた顔。それから、ちょっと困こまったように、眉まゆをへの字に曲げ、


「あら。気づいてた？」


　あまりに素す直なおな反はん応のう。


　だがそれに、キファはうめき声を上げたくなる。


　自分の愚おろかさに。


　この男は、馬ば鹿かじゃない。


　どうして気づかなかったのか……


　あの戦場で、この男はキファがストオルの人間じゃないと、気づいていた。なら、どこの国からきた人間か、調べさせるだろう。


　そしてもし、いずれ争うかもしれない国の人間なら、捕とらえて、その国の魔ま法ほうの秘ひ密みつを聞き出す。


　だが、レファルはキファを逃にがした。


　いや、逃がしたんじゃない。なんの目的でストオルにいたのか知るために、泳がせたのだ。


　もちろんキファだって……伊だ達てに一人で世界各地を巡めぐっているわけじゃない。


　常つねに尾び行こうされてないか、自分の正体がバレてないか、気を遣つかっている。


　だが……今回はまるで気づかなかった。ちょっと考えれば、わかることだったのに。もう少し意い識しきして動けば、どんなに巧たくみな尾行だろうと、振ふり切る自信はあったのに。


　いや、その自信が逆ぎやくに、隙すきになったのだろうか？


　それとも、レファルのあの剣の力……


　まるでライナの、『複写眼アルフア・ステイグマ』にも似にた、あの圧あつ倒とう的な剣の力を見て……やっと手がかりをつかんだと、浮うかれてしまっていたのだろうか？


　とにかくその、自分の迂う闊かつさを呪った。


　尾行の気配すら感じ取れなかったのだ。


　どうせもう、逃げられないよう、この図書館はガスタークの兵に取り囲まれているだろう。


　どうしよう？


　心の中で、うめく。


　どうしよう？


　いっそ、死のうか？


　と、一いつ瞬しゆん、自決を考える。


　魔法の秘密を吐はいてしまい、ローランドに迷めい惑わくをかけるわけには……


　いや、それとも、いまはもうない祖そ国こく、エスタブール王国の出身だということで、エスタブールの魔法の仕組みをバラせば、それ以上の追及を逃のがれることが……


　だが、それを自分の中で、否ひ定ていする。


　それこそ甘い考えだ。


　拷ごう問もん。


　薬。


　洗せん脳のう魔法。


　方法は、いくらでもある。


「…………」


　体に力を込こめ始める。全力で、その場から逃げ出せるように。


　選せん択たく肢しは、二つ。


　なんとか逃げきるか、死ぬか……


　全身の力をため……


　だがそこで、レファルは微笑ほほえむ。


「ああ、そんな緊きん張ちようしなくていい。なんにもしないから」


　そんな、まるで全すべてを見み透すかされてるような言葉に、キファは思わず顔をしかめた。


　だが、レファルはさらに続ける。


「ちなみにこの図書館の周りにも、兵はいないよ。逃げようと思えば、逃げ放題だ。だから、そんなに焦あせって逃げなくてもいいだろう？」


　それに……


　キファはレファルをにらみつけて、言った。


「…………へぇ。それは、逃げられても痛いたくないくらい、もう、私のことは調べ済ずみってわけ？」


　だが、レファルは首を振る。


「いや。部下は調べたいって言ってたが、それは止めた」


「なぜ？」


　するとレファルは、自信たっぷりの真しん剣けんな表ひよう情じようで、


「そりゃもちろん、やっぱりこう、女を口く説どくときは真まっ向こう勝負でいかなきゃ、おもしろくないからな」


　勢いきおいよく、言い切る。


「…………」


　それにキファは、少し脱だつ力りよくした声こわ音ねで聞いた。


「………………口説いて、どうするの？」


　瞬間。


「抱だく」


　またも、勢いのいい声。


　そこで、わかった。


　本気だ。


　本気の、馬ば鹿かだ。


　そして、それがわかった途と端たん、体の力が抜ぬけていくのを感じた。


　緊張の反動か、今度こそ、疲つかれた声になって、


「………………………………ちょっと、ストレート過すぎない……？　っていうか、こう、情じよう報ほうを聞き出すとか、そういうまともな考えは…………いやそれよりも、だからお茶？　口説くから、お茶しない？　とか、そういうベタな展てん開かいだったわけ？」


　途端、また、レファルは驚おどろいた表情になって。


　図星らしい。


　キファは、あまりの馬鹿馬鹿しさに、額ひたいを押おさえた。


「……わかりやすすぎ」


　するとそれに、レファルは楽しげにまた笑う。


　よく笑う男だった。思わず、こっちまで楽しい気分になってきてしまう。


　レファルが言った。


「じゃ、そういうことで、お茶にしよう」


　そしてあっさり、キファに背せ中なかを向ける。そのまま、相変わらず本を読み続けている老人に、


「ってなわけでじいさん、ちょっとキッチン借りるぞ」


　すると老人は、本から顔を上げないまま、言った。


「汚よごすなよ、エディアんとこの小こ僧ぞう」


「…………」


　これが、王と図書館の館主の会話……


　おまけに、レファルの背中は、本当に隙すきだらけで。


「……ああもう、いったい、なんなの？」


　キファはあきれ顔で言った。


「だいたいあなた……私が他国からきた暗殺者かもしれないとか、ちょっとでも考えないわけ？」


　するとレファルは顔だけで少し振り返り、笑みを浮うかべて言った。


　やはり自信たっぷりな声で、


「俺は、女見る目はあるんだよ」


「……女口説くのは、相当ヘタなのにねぇ」


　と、キファが嫌いや味みを言うと、しかし、レファルはさらに、悪戯いたずらな笑みを浮かべる。


「そこは大だい丈じよう夫ぶだ。口説くのがヘタな分、おまえが知りたがってる、魔ま眼がんの情報についても教えてやるから……楽しみに待ってろ」


「え……って、あなた……」


　だが、キファが言う前に、レファルはカウンターの後ろにある扉とびらへと消えてしまう。


　それをキファは、呆ぼう然ぜんと見つめ、それからまた、顔をしかめて、


「なにが、口説くよ……結局調べてるんじゃない……」


「…………」


　答えは、返ってこない。


　レファルがいなくなって、図書館は急に静かになった。


　館主の老人は相変わらず本を読み続けている。


「………………変な国……」


　キファは呟つぶやいて、それから、椅い子すに座すわり直した。





◆







　レファルが入れてくれたお茶は、思いの外美お味いしかった。渋しぶみが弱く、ハーブかなにかが混まぜてあるんじゃないかというほど、香かおりは独どく特とく。


　北大陸のみで流通しているお茶だろうか？　南……それも、大陸最さい南なん端たんの国出身のキファは、口にしたことのない味だった。


　とそこで、レファルが聞いてくる。


「うまい？」


　くやしいけど、確たしかに美味しい。キファがうなずくと、レファルの顔が、輝かがやいた。


「だろ？　うまいだろ？　珍めずらしいお茶なんだぜ？　この村だけでしか飲まれてないんだけど……俺は生まれたときからこればっかり飲んで育ったんだ」


　と、そういうことらしい。


　この笑え顔がおはつまり、お茶を褒ほめられる。それは、生まれた村を褒められる。


　褒められると嬉うれしい。


　そんな展開らしい。
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　子こ供どもか！　と思わず突つっ込みたくなるが、


「おかわりもあるぞ」


　茶器を片かた手てに、にこにこ笑いながら言ってくるこの男の顔を見るていると……こちらも思わず微笑みそうになって……


　キファは、レファルから目をそらす。


「まだ、残ってるから」


「そうか？　いつでも言えよ」


「う、うん。それよりも、早く話してよ。私が知りたい情じよう報ほうを、教えてくれるんでしょ？」


　するとレファルは、テーブルの上いっぱいにキファが広げていた書物や文ぶん献けんの山へと、目を向けて、また笑った。


「欲ほしい情報は、全然なかったろ？」


　その言葉に、キファはまた、緊きん張ちようする。


　知りたい情報。それがすべて、破やぶられていたり、汚されていたり……


「…………あなたが指し示じして、ページを破り取らせたの？」


　だが、レファルは首を振ふって、


「いや、命令なんかしてない。この本を破ったり汚したりしたのは、俺おれだな」


　その言葉に、キファは震ふるえた。


　この男には、キファがここにくることがすでにわかっていて、先回りして、情報を廃はい棄きしたというのだ。


　本当に、なにが口説……


　が、そんなキファの思考も遮さえぎって、レファルは続けた。


「いやまあ、ここの本を破ったり汚したりしたのはもう、子供のころだけどな」


「…………え、こ、子供？」


　すると今度はカウンターの老人が、


「そこの綺き麗れいなお嬢じようさん。その荒あらくれの小童こわつぱに言ってやってくれ。本を粗そ末まつにするのが、いかに本を書いた作者に対して失礼……」


「ああ、ああ、もう、それは何度も聞いて、わかってるってじいさん。俺ももう大人なんだし……」


「大人？　大人じゃと？　まだたかだか十五のガキの……」


「もう二十三！　ったく、じいさんの時間の流れは、いつから止まってんだよ……」


　しかしそう言っているときのレファルも、嬉うれしげだった。まるで、この老人に子供扱あつかいされるのが、嬉しいようで……


　小声でキファに向かって言ってくる。


「……まったく。ここだけの話、あのじいさんちょっとボケ……」


「ボケてないわっ！」


　瞬しゆん間かん、本が一冊さつ飛んできて、レファルの頭に当たる。


「あ痛いたっ!?　って、じいさんだって本、粗末にしてんじゃねぇか！」


「馬ば鹿か者ものが。いまのは本の神の天てん罰ばつじゃ！」


　そんなやりとりを、キファは、しかし、緊張したまま、眺ながめていた。


　いったい、どこまでが本気なのだろう？


　この二人のやりとりを見ていると、本当に罠わななど張はられておらず、村の悪ガキと、それに手を焼く老人……という姿すがたに見えるが……


　レファルは本が当たった後頭部を痛そうになでながら、


「本の神の天罰……ねぇ……」


　そしてこちらを振り向き、聞いてくる。


「神とか、信じるほう？」


　その問いかけに、


「…………それも、探さぐりの一種？」


　逆ぎやくにキファは、聞き返した。


　神を信じるかどうか。


　それは、神を信しん仰こうする制せい度どがある国かどうか……という質しつ問もんと言い換かえてもいいだろう。


　だが、レファルは肩かたをすくめ、


「惚ほれた相手のことは、知りたいのが人情ってもんだろう？」


　彼女を見つめる。笑顔のまま、


「キファ・ノールズ二等兵」


「…………」


　本当にこの男は……


　なんてやりにくいんだろう。


　そう思った。


　名前はまだ、名乗ってない。


　だが、この男はすでに知っている。


　いったい……


「いったいどこまで……」


　が、レファルはまた言葉を遮る。


「名前だけだ」


「噓うそよ」


「信じない？」


「信じない。名前だけ調べて、なんの意味があるっていうのよ？」


　だが、レファルはそれに、あっさり答える。


「せっかく会った美人の名前は、知りたい」


「そんなお世せ辞じを言っても、なにも答えないわよ」


「俺はお世辞は言わ……」


「からかわないで！」


　思わず、怒ど鳴なる。


　結局……遊ばれてるのだ。この男にとっては、すべてが遊び。おそらくキファの素す性じようなど、すべて調べていて、それでいて、彼女をこうやってからかって、遊んでいるのだ。


　やはり、男はどこの国の奴やつらも……


　が……またもキファの思考は、そこで止まってしまう。


　目の前の男が、キファの言葉に、あからさまに悲しげな表ひよう情じようになって……


「……ん？　震ふるえてるのか？……これは、まずったな。もしかして、怖こわがらせてる？　これは……ああくそ。悪かった。本当に、事実しか言ってないんだが……」


「…………」


　惑まどわされるな、と、キファは思う。どうせこれも、この男の遊びだ。


「本当に、名前しか調べてない。おまえを綺麗だと思ったのも……」


　惑わされるな！


　キファは、さらに鋭するどく、レファルをにらむ。


「私が、『複写眼アルフア・ステイグマ』のことを調べてるってことを知ってるのに……名前しか調べてないだなんて、よくも……」


　だが、それにもレファルは困こまったように、テーブルの上を指さして……


　するとそこには、魔ま眼がんのことが書かれたページが開いたままの文ぶん献けんがおいてあって……


「あ……」


　キファは、思わず声を上げてしまう。


　た、確かに、それを見れば、彼女がなにを調べていたのか、おおよその見当がつくだろう。


　で、でも……


「でも、私の国が神を信仰してるかどうか、探ろうと……」


　するとそれにもレファルはあっさり答える。


「それも、魔眼のことを説明するのには、神の概がい念ねんがわかってるかどうかってのが必要だから聞いたんだが……聞き方が悪かったな。異い国こくの地に美人が単身で乗り込こんできてるんだ。警けい戒かい心しんも、強くなる。俺が悪かった。やり方を、変えよう」


　そこで、男の目が、鋭くなる。


　雰ふん囲い気きも、まるで変わる。どこかふざけた、明るい雰囲気ではなく……


　重く、低い……


「俺は……殺すときはためらわない。拷ごう問もんするときもだ。キファ、おまえを殺すつもりなら、最初の、あの場所でそうしている」


　それは、王者の風ふう格かくだった。


　これがこの男の、真の姿すがた。


　思わず、気け圧おされる。


「な、なによ。いきなり名前を呼よび捨すてにしないでよ」


　そんなことを言ってから、すぐに後こう悔かいした。引きつった自分の声。


　馬ば鹿かな発言。


　もう、完全に負けている。


　だが、それに王はまた笑う。


　またも屈くつ託たくのない子こ供どものような笑え顔がおで、言ってくる。


「だからキファは、安心していいんだ。安心したか？」


「…………」


　それに、少し安心した自分が、くやしい。


　すべてがこの男のペース。


　名前を呼び捨てにするなと言ってるのに、すぐにまた、呼び捨てにしてきて……


　キファは憮ぶ然ぜんと言う。


「あんた……やりたい放題ね……」


　するとまたあっさり、


「王だからな」


「…………はぁ。もう、そんなんで王なんかやってけるの？」


「嫌きらいか？」


「嫌いよ」


　即そく答とうだった。


　そしてレファルを見る。


　すると案の定、いまのキファの言葉に、わかりやすすぎるほどがっかりした表情をしていて……


　キファはまた、ため息をついた。


「ああもう、はいはい。そこまで嫌いじゃないわよ。まあ、本当のことをなんにも言わない、むかつく貴き族ぞくたちよりはマシだけど」


　そして。


　その貴族たちに姉と妹を殺されたあげく、騙だまされ、利用されて……


　祖そ国こくと仲間さえも裏うら切ぎり続けたキファにとっては、その、なんの裏表もないストレートな言葉は、まぶしすぎた。


　あまりに魅み力りよく的で、まぶしすぎて……話せば話すほど、嫌になる。


　いずれこの男のことも、自分は裏切るのかと思……


　だがそこで、


「ほらこれ」


　レファルは懐ふところから、三枚まいの紙を取り出し、キファの目の前のテーブルに置く。


「え……って、なにこ……」


　しかし、その紙に描えがかれていた絵と、文章に、思わず言葉が止まる。


　すぐさま手にとって、確かく認にんする。


　そこに描かれているのは、いくつかの紋もん様よう。


　五方星や、十字や……


　タイトルは、『魔ま眼がん』について。


　例の、破やぶられていた場所だ。


　その内ない容ようが、そこには全部ある。


　キファが知りたかった内容が……


　でも、それって……


　だが、レファルは勝手に話を始める。


「まあ、そこに書いてある文章は古い言い回しが多いから、読まなくても俺が説明してやるよ。そもそも『魔眼』の化ばけ物ものってのは、いま俺たちが確認してるだけで五種類あって……」


「ご、五種類!?」


　キファはまた、突とつ然ぜん飛び出した新しい情じよう報ほうに、思わず声を上げてしまう。


　そんな場合じゃないのに。


　結局この男は、キファのことを調べていたのだ。『複写眼アルフア・ステイグマ』について調べていたことも、知っていたのだ。


　じゃなきゃ、いまこの紙を持ってるはずが……


　まずい。


　そう思った。


　ここから、すぐに逃にげないと……


　だが、レファルはこちらの感情などおかまいなく、平然と話を続けてくる。


「で、その化物どもの狩かり難にくさ……まあ、やっかいさの順番で言うと……


　弱い順に、


『未来眼トーチ・カース』


『複写眼アルフア・ステイグマ』


『夢置眼エブラ・クリプト』


　この辺まではまあ、たいしたことないんだ。


　だが……


『怨嗟眼ウイルノ・ヘイム』


『殲滅眼イーノ・ドウーエ』


　この二つがちょっとめんどくさくてな……」


　その内容に、動けなくなる。


　レファルの話の魅力に、動けなくなる。


　すべてが、ずっとキファが探さがし求めていた情報。


　いまは逃げることを考えなければならないのに、頭は、別のことを想おもい巡めぐらせ始める。


『魔眼』には、五種類ある……


　それもどうやら、『複写眼アルフア・ステイグマ』は、それほど強力な力とはされてないらしい。


　でも。


　キファの推すい測そくでは、ライナの『複写眼アルフア・ステイグマ』は、『複写眼アルフア・ステイグマ』じゃない……


　ということは、ライナの眼めは、いまレファルが言った、他の『魔眼』の一つなのでは……


　が、さらに彼女のその思考すら遮さえぎって、レファルが言ってくる。


「と、ちょっと話は余よ談だん混まじりだったが、そのへんまでが、その紙に書いてある内容。で、そっから先は悪いんだけど、国外秘ひ。


　でもそっから先が、知りたいんだろう？」


「…………」


　知りたいに、決まっている。


　本当にもう、この男は、やりたい放題だった。


　レファルはさらに続ける。


「ちなみにここまで詳くわしく『魔眼』のことについて調べてるのは、おそらくうちの国だけだろうな。ちょっと事情があって、この地ち域いきは『魔眼』保ほ持じ者しやが多かったから……


　で、その事情も秘ひ密みつ。


　おまけにいまでは、世界各地にあるこの手の情報も潰つぶし回るよう、部下に指し示じしてる。ここの図書館の本が、重要なところは全部、破やぶられてるようにね。


　キーワードは……


　聖せい剣けん。


　魔眼。


　契けい約やく。


　勇ゆう者しや。


　そして……神。


　すべてはまるで、子こ供どもに読み聞かせる、お伽とぎ噺ばなしに出てくるような話ばかりだ。だから誰だれも気づかない。


　気づいても……」


　その言葉の先は、わかる。


　レファルの顔がまた、あからさまに悲しげに歪ゆがんだから。


　そして……彼女は前にレファルが言った言葉を思い出す。


『人を殺して、後こう悔かいをしないような奴やつは、クズだ』


　そう。


　殺したのだ。


　各地で情じよう報ほうを潰す。それは、気づいた者を、殺してきた……


　そういうことだ。


　彼がそれをする理由も、わかる。


　あの、剣。


　ストオルの軍に、たった一振ふりで、壊かい滅めつ的な打だ撃げきを与あたえたあの剣……


　あんなものを使って人が争えば、きっと、この世界は、一いつ瞬しゆんで破は滅めつしかねない。


　レファルの顔は、さらに歪む。それはまるで、苦く痛つうに耐たえているかのよう。


「…………それでも、世界は気づき始めた。ここには……こんな住みにくい、辺へん境きようの村には普ふ段だん、誰もこないんだ。くるのは……キファのように、その情報を求める者だけ。


　ある者は救いを求めてた。


　ある者は力を求めてた。


　でも、どれも一いつ緒しよだ。状じよう況きようは、どんどん悪化していくだけ。時間がないんだ。だから、少しでも犠ぎ牲せいが少ないうちに……」


　そこで、キファがその言葉を継ついだ。


「あなたが、世界の王に……？」


　すると、


「ああ」


　レファルはうなずいた。


　しかしその表情は、世界なんかを望んでいない。


　そこにあるのは、痛いたみ、悲しみ、後悔。


　そして、それでも前へと進もうとする、強さ。


　キファは言った。


「じゃあ、私も殺すの……？」


「いや。さっきも言っただろう？　俺おれは、殺すときはためらいなく殺す。キファにはまだ、殺さなきゃいけないほどの情報は、与あたえてない」


　そう言ってから、レファルは彼女を真まっ直すぐに見つめてくる。


　本当に真っ直ぐに。


　威い圧あつ感はない。


　おそらく、噓うそもない。


　彼女はただ、選せん択たくすればいいのだ。


　選択肢しは、二つ。


　情報を聞かずに、この村から去るか。


　情報を聞き、そして、レファルに……ガスタークに協力するか。


　レファルはそっと、こちらへ手を差し出してくる。


　そして、言った。


「俺と一緒にくるか？」


　優やさしい声だった。


　魅み力りよく的な、声。


　そして私は……この男が、嫌きらいじゃない。


　そう。この手をとればきっと、幸せなのかもしれない。


　きっと、情報を求めた、何人もの人間がここで、彼の手を取ったのだろう。


　世界を、救うために。


　ガスタークはそうして、大きくなっていった。


　いずれ本当に、世界すらその手中に、収おさめるかもしれない。


　なら、彼女がここで彼の手を握にぎって、なにが悪いだろう？　誰も文もん句くは言えないはずだ。


　だから。キファは手を差し出した。


　レファルの手を、握る。


　そして、言った。


「情報を、聞かせて」


　すると、それにレファルはまた、わかりやすすぎる、しかし、見る者がとろけてしまうような笑え顔がおになった。


　それに思わず、キファもつられて、微笑ほほえんでしまう。








　だがそれは、やりなれた演えん技ぎ。


　ずっと噓をつき続け、偽いつわりの微び笑しようを浮うかべ続けた彼女の、やりなれた演技。


　彼女は、三つ目の選択肢を選ぶ。


　情報を手に入れ、しかし、彼を裏うら切ぎる。


　もしくは、殺されるか……


　とそこでキファは、ふと気配を感じて、窓まどの外へと眼めをやった。


　するとそこには、いままでどこに隠かくれていたのか、数人の黒いフードを身にまとった男たちが去っていくのが見えて……


「…………………………」


　殺す気、満々じゃない……


　だがそれでも、キファは微笑んだまま、優しい眼まな差ざしでレファルを見つめた。


　この、北大陸の、覇は者しやを。


　そして、聞こえないような、小さな声で、


「…………絶ぜつ対たいに、負けてやんない」


　そう呟つぶやいた。


















　　第六章　おまえはすでに、呪のろわれているのだから










「……遅おそい」


　フェリスは、待っていた。


　下げ僕ぼくたちからの情じよう報ほうを。


　場所はエリス家の庭園。


　シオンが手配した、カルネとかいう妙みように明るい下僕と、なぜか常つねにぷんぷんと怒おこってるエスリナとかいう下僕が、ライナの情報を見つけ次し第だい、彼女の元へと持ってくるはずなのだが……


　彼女は、少し遠くへと目を向ける。


　空は真まっ赤かに染そまり、日の光は、エリス家の広大な敷しき地ちの中にある、林の向こうへと沈しずんでいこうとしていて……


「……遅過すぎる」


　彼女は、苛いら立だっていた。


　ライナが宿を引き払はらったのは昨日なのだ。


　そしてライナの足ならば、一晩ばんもあれば、国こつ境きょうを越こえ、ローランドを出てしまうことすらできるということを、彼女は知っている。


　あの寝ねぼけ男の見かけによらない能のう力りよくの高さは、フェリスが一番よく知っているのだ。


　なのに彼女はいまだにこんなところにいて……


　さらに、手がかりすらつかめていない。


　これでは……


「……これではもう、ライナに追いつくことが、できなくなるではないか」


　彼女は無表情のまま、呟く。


　だが、さらに苛立ちは募つのっていく。


　日が落ち、空が赤くなっていくごとに、苛立ちは強くなっていく。


　最後に見たときの、ライナの顔を思い出す。


　それはいつものやる気ない、怠たい惰だな、だめ男の表情。


　だが……


　それでも一いつ瞬しゆん、フェリスは違い和わ感を感じたのだ。


　いつもと違ちがう……


「…………」


　いや、あの顔には見覚えが、ある。


　そう思った。


　ライナと会ったとき……


　初めて、ライナと会ったときにも、あの男は、あんな笑い方をした。


　その、ライナの、どこか曖あい昧まいで、中ちゆう途と半はん端ぱな笑え顔がおを思い出して……


「…………むう」


　なぜかまた、苛立つ。


　おまけに、そのあまりの苛立ちに少し、胸むねまで痛いたくなってきて……


　フェリスは、自分の中に起きている感情に、驚おどろいた。


　いままで、感じたことのないほどの、大きな感情の動きに驚く。


「……なんだ、これは……」


　まるでなにかに胸を締しめ付けられていくかのような……


「これは……」


　頭に浮うかぶのは、ライナの微笑ほほえみ。


「これは……」


　本当に中途半端な、ライナの微笑み……


　と──そこで、頭の中のライナが突とつ然ぜん、しゃべり出す。


『うへへへへ。すっぽかしてやったぜ。おまえとの待ち合わせなんかに、いくわけないっての。ったくめんどくさい。俺は一人で逃にげて、各国の女を襲おそいまくりながら、昼寝しまくってやるぁああああああああ!!』


　瞬間、


「おのれライナめ馬ば鹿かにしおって。見つけたら、必ず殺してやる」


　つまりはそういうことらしい。


　頭の中で、あほ面づらで勝ち誇ほこるライナの姿すがた。これを殴なぐりたいのに、そばにいないのが腹はら立だたしいらしい。


「なるほど」


　苛立ちの原げん因いん。


　胸の痛みの原因が理り解かいできて、彼女は少し、安心した。


　それから、


「まったく……あのカルネとかいう奴やつは、なにをし……」


　だがそこで、彼女は言葉を止める。


　赤く染そまる空から、目を、庭石の上へと移うつす。


　そして。


「なんの用だ？　兄様」


　そう、声をかけた途と端たん、そこに一人の男が現あらわれる。


　彼女と同じ、金色の髪かみ。


　閉とじられている瞳ひとみに、陶とう器きのような肌はだ。


　ルシル・エリス。


　フェリスはルシルを見つめ、


「……いつから見ていた？」


　それに、


「いつも」


　ルシルは微笑む。


「フェリスがまだ幼おさないころからずっと……ずっと私は、見ているよ」


　だが、微笑む兄とは対照的に、フェリスは無む表ひよう情じようのまま。


　日が、落ちていくのを見つめる。


　空が暗くなる。


　一日が、終わる。


　ということは、ライナがいなくなってから、ほぼ丸一日が過すぎ去ったということ。


　あいつの足ならばきっと……


　フェリスは、目を細めた。


　空を見るのをやめる。


　そして、


「兄様」


「なんだい」


「ライナになにをした？」


　そう、聞いた。


　その問いに、ルシルはまた微笑む。そしてあっさり、


「妹にちょっかいださないで欲ほしいと、忠ちゆう告こくしただけだよ」


「…………」


　瞬しゆん間かん、フェリスはルシルを見た。


　やはり、ルシルは微笑んでいる。だがその微笑みからは、まるで感情が感じられない。


　その顔に、フェリスは恐きよう怖ふする。


　面のような顔。


　でも、自分とは違ちがう。同じような金色の髪に、青い瞳、顔だち……だが、自分とは、違う。


　無表情なわけじゃない。


　そこには、本当になにもないのだ。


　無む機き質しつな、人間味のない表情。


　いや……


　それどころかそれは、人間ですら……


　が、そこでルシルはまた、別の表情を浮うかべる。困こまっているような、苦く笑しようしているような……しかし、やはり作られた、噓うそっぽい表情を浮かべ、言う。


「お？　なんだ？　にらんでるのか？　フェリス。新しい表情だな。私は見たことがない。また一つ、新しい感情を手に入れたか？」


「………………」


　面が、続ける。


「そうやってまた、フェリスも大人になっていくんだなぁ。ちょっと前までは、あんなに小さかったのに……」


「………………」


　面が、続ける。


　フェリスはそれに……


　それに、震ふるえて動けない。


　目の前にいるのが、いったい……


　いったい、ナンナノカ……


　それがわからなくて。


　彼女は震えて動けなくなる。


　あの日から、ずっとこうだ。


　ルシルに助けられた、あの日から、ずっと……


　彼はさらに、優やさしくフェリスに言葉をかけてくる。


「本当に。愛する妹がどんどん成長していくのは、嬉うれしい反面、少し寂さびしいね」


「………………」


　震えて、言えない言葉。


　あの日いったい、兄様になにがあったのか？


「本当に、寂しい。いつか、手の届とどかない場所へといってしまうかのようでね」


「………………」


　変わったのは、あの日。


　それは間違いない。


　そしてそれはたぶん……私を助けるためなのだ。


　だが、兄様は……


「いったい兄様はあの日……」


　そう、フェリスが言いかけたところで、ふと、ルシルが顔を横へと向けた。そして、


「きたよフェリス」


「ん？」


　フェリスがそちらへと、目を向ける。


　だが、目を向けた先には、なにもない。


　いつもの庭園。


　誰だれもいない。


「なんのことだ、兄……」


　が、再ふたたび顔を戻もどしても、そこにはもう、ルシルの姿すがたはなくて……


「………………はぐらかされた……か？」


　もしくは……


　とそこで。


　エリス家の裏うら門もんが開く音がした。


　だがそれは、かすかな音。本当にかすかな、小さな音で。この庭園から門までは、かなり離はなれている。


　門が開いても、ルシルがうながしてくれていなければ、音すら聞こえなかっただろう。


　しかしルシルは、門が開く、だいぶ前から来らい訪ほう者しやの気配に反はん応のうしていたのだ。


「…………」


　圧あつ倒とう的だった。


　力に、違いがありすぎる。


　いや、生まれたときからずっと、フェリスはすべての能のう力りよくで、ルシルには敵かなわなかった。


　天才。


　そう。


　文字通り、天才だ。


　だがそれでも……


　フェリスは、執しつ事じのクロセリに案内されてやってくる来訪者のほうを見ながら、思った。


　だがそれでも、あれほど離れた場所の気配を感じるなんていうことが、できるはずがない。


　できるとすればそれは……


「…………」


　しかしそれを、フェリスは言葉にしなかった。


　いつもの無む表ひよう情じようのまま。ただ少しだけ不ふ機き嫌げんそうな、悲しげな表情で。


「…………いったい、兄様はどこまで……」


　だが、やはりそこで、彼女は言葉を止めた。





◆







　少し、時間は戻る。


　ローランドの城じよう下か街まち。


　エスリナは、整った綺き麗れいな眉まゆを、ひそめた。


　そして、


「もう」


　肩かたでそろえられた琥こ珀はく色いろの綺麗な髪かみ。まだ、十四という年ねん齢れいとは思えない、しっかりとした瞳ひとみ。


　エスリナはその瞳を、横にいる自分の上官へ向け、


「カルネさんは、やる気あるんですか!?」


「え？　やる気？　ああ、もちろんあるよ！」


　そう言いながら歩く彼は、まるで少年のような顔。


　いや、年でいえばもう十八。少年、と呼よべる年齢ではないが……柔やわらかい印象を与あたえる、ウェーブがかかった金きん髪ぱつに、幼おさない碧へき眼がん、華きや奢しやな体。


　おまけに、


「ふんふふ～ん♪」


　と、鼻歌混まじりに軽い足取りで街を歩くその姿は、まだ十四のエスリナが見ても、青年という言葉より、少年という言葉のほうが似に合あいそうだった。


　しかしその肩書きは……


　ローランド帝てい国こく軍ぐん、カルネ・カイウェル少しよう将しよう。


　かつての反はん乱らんからずっと、クラウとともにシオンの片かた腕うでとなって働いてきた切れ者の一人、ということになっているはずなのだが……


　カルネが、言う。


「あ!?　エスリナ、あれ見て見て……」


「え？　あ、なんですか？」


「あそこのパン屋さんの奥おくさん、けっこう美人じゃ……」


「カルネさんは、さっきからそればっかりじゃないですか!!　いまはそんな場合じゃないでしょう！」
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　怒ど鳴なってから、エスリナはふぅっとため息をつく。それからパン屋のほうを見て、その店先に立つ女将おかみさんを見て……


　確たしかに美人だった。


　美人だったけれど、あきらかにその女将さんの年齢は、四、五十代……


　それを見て、エスリナはまた、眉をひそめた。


　カルネがああいう、ちょっと大人な……というか、大人過すぎる女が好みだということは、知っている。まだほんの少女でしかない自分なんかよりも、ああいう色気むんむんな女が……


　でも、それならいつか、振ふり向いてもらえるかもしれないと、そう思っていた。


　自分だって、自分だっていつかは、大人の女じよ性せいになれる……と、思うのだ。


　確かにいまはたかだか十四の少女かもしれない。でも、最近ちょっとずつ、カルネの好きな傾けい向こうの色気のパターンが、わかり始めているのだ。


　このまま、あと数年すれば。


　そう。


　自分だってあと数年すればきっと……彼女のことを子こ供ども扱あつかいしてくるこの上官を、見返してやれると……


　そう思っていた。


　なのに……


　今日、陛へい下かが紹しよう介かいしてきた女は、まだ若わかかった。


　年で言えば、カルネとほぼ同じぐらいだろうか？


　カルネの好みとは、違ちがう。色気とか、そういうものとはかけ離はなれていた。なんせ第一声が、初対面であるにもかかわらず、


『と、いうわけで、これから私がおまえたちのご主人さまだ』


　だが、そんな言葉を言っても、許ゆるされてしまうほど、その女は美しかった。


　女の自分でさえ、一いつ瞬しゆん見とれてしまうほど……


　卑ひ怯きようだ。


　そう思った。こっちはこんなに、カルネの好みになれるようにがんばってるのに。


『うわ!?　すごい美人！　こんな美人と仕事していいんですか、シオンさん。やった。シオンさん大好き！』


　卑怯だ。


　そう思った。


　本当に一いつ生しよう懸けん命めい、がんばってるのに……カルネは彼女をまったく見ようとはしない。


　それは、彼女に魅み力りよくがないから？


　それとも、兄、フィオル・フォークルの妹だから……？


　とそこで、カルネがまた言う。まるで子供のような幼い瞳を楽しげに細め、


「ああ、あの書店の女将さんの……」


「んもお！　なんでカルネさんはいつもいつも……ちゃんと仕事しないと、ライナ・リュートさんとかいう方を見つけるなんて……」


　とそこで、カルネは彼女の言葉を遮さえぎって、言った。


「へ？　ライナなんて奴やつ、僕ぼくは捜さがしてないよ？」


「ええええ!?」


　爆ばく弾だん発言だった。


　陛下からの命令は、昨日失しつ踪そうした、ライナ・リュートを探さがせ、だった。


　なのにライナを捜してないというのは……


「じゃ、じゃあ、いま私たちは、なにをしてるんですか？」


「人捜し」


「で、ですよね。ライナさんを捜して……」


「捜してないよ？」


「じゃあ、誰を捜して……」


　だがそこで、さらに彼女の言葉を遮って、


「見つけました、少しよう将しよう」


　突とつ然ぜん、背はい後ごから声がする。


「え!?」


　と、驚おどろいてエスリナが振り返ってみると、いつの間にか四人の男が控ひかえていて……


　その男たちを、エスリナは知っていた。


　カルネが使う、部下たち。だが、軍の者じゃないだろう。軍服を着ているところは、ほとんど見たことがない。年ねん齢れいも、二十代、三十代とまちまちで、統とう一いつ感がまるでない。


　だがそれでも、一目で彼らが、ただ者ではないことがわかる。鋭するどい眼がん光こう。隙すきのない動き。そんな男たちが、カルネには頭を下げ、


「時間がかかってしまい……」


　しかしカルネは首を振る。


　こちらはやはり威い厳げんのない、幼おさない表ひよう情じよう。にこにこと部下たちに微笑ほほえみかけ、


「大だい丈じよう夫ぶ。なかなか早かったよ」


　その言葉に、男たちはまた、頭を下げる。カルネに感服しきっている、忠ちゆう誠せいの表情。


　それは奇き妙みような光景だった。大人が、子供に頭を下げているような。


　カルネが言ってくる。相変わらず楽しげな、少年のような声で、


「ほいじゃ、いこうかエスリナ。お目当ての人が見つかった」


「あ、あの、見つかったって、ライナさんが……」


　だがそれにはすぐに、


「だからそれは捜してないって」


「じゃ、じゃあいったいなにを……」


「すぐわかるよ」


　そのままカルネは、顔を男たちに向ける。


「で、場所は？」


「現げん在ざい目標は、路地を挟はさんで向こう側の通りを歩いています」


「ふぅん……じゃあ、さっそくいこうか」


　それにエスリナは、


「だからいったい、誰を……」


　だが、また、言葉は止まってしまう。カルネが彼女の手をぎゅっと握にぎって、引っ張ぱり始めたから。


　それに思わず、


「…………」


　顔が赤くなるのを感じる。


　そしてそれからすぐに、カルネにとっては、女の手を握るなんて日にち常じよう茶さ飯はん事じなことだと気づいて、独ひとりどぎまぎしている自分が恥はずかしくなる。


　狭せまい、暗い路地に入ったところで、


「も、もう、手を放はなしてくだ……」


　だが、そう言いかけたところでまた、


「放さない」


「え……」


　カルネは、さらに手を強く握ってくる。


　エスリナはそれに、


「え……あの、い、痛いたい、です。カルネさ……」


　だが、言葉を言い切る前に、さらに強く、ぐいっと引っ張られる。


「あ……」


　瞬しゆん間かん、彼に抱だきしめられるのかと思った。彼の胸むねが、近づく。彼の顔が、近づく。そして彼は、エスリナをひょいっとよけ。


　え!?


　という、声を上げる間もない。


　彼女はカルネの背はい後ごに飛ばされて、一瞬、ころびそうになりながらも、なんとか転ばないように、頑がん張ばる。


「わ、とっと……危あぶな……って……ふぅ……」


　なんとか踏ふみとどまり、


「ちょ、ちょっとカルネさん。いったいな…………」


　振ふり返りざまにそう言いかけて、しかし、


「ええええええっ～!?」


　あとに続いたのは、そんな声。


　振り向いた先にあった光景。


　狭い路ろ地じ裏うらに、男が四人、倒たおれている。カルネの部下だ。あの強そうだった部下たちが、エスリナが気づきもしないうちに、四人倒されていて……


　そのかわりに、暗くら闇やみの中に、一人の男が立っている。


　どうも、この男がカルネの部下たちを倒したようなのだが……


　っていうか、お、襲おそわれてるの？　いま、私たちって、襲われてるのっ!?


　エスリナは動どう揺ようして、それからすぐに意い志しを固める。


「カルネさん、逃にげ……」


　カルネの前に出て、なんとかカルネだけでも逃がそう、という計画を立てるが……


　どんっとカルネに押おし戻もどされて、前に出られない。


「え……」


　という声とともに、今度こそ地面に尻しり餅もちをついてしまって……


　カルネが、こちらを見ないまま言ってくる。


「ああ、ごめんエスリナ。でも、ちょっとの間だけ、動かないで。あいつと話をしなきゃならないから……それで……」


　とそこでエスリナは、カルネの瞳ひとみが、楽しげなまま、しかし、別人のような雰ふん囲い気きになるのを、見た。


　さっきの部下たちとはまるで別次元な、鋭するどい笑えみ。


　そしてその瞳の先には、やはり同じぐらい鋭い雰囲気を持った男が立っていた。


　年のころは、見た目だけでいえば、カルネより少し上。二十代前半というところだろうか。


　怜れい悧りな瞳ひとみ。色白な肌はだ。ローランドの軍服に身を包んだ体は、細身だが、よく鍛きたえられていそうだった。


　男が、聞いてくる。


「なぜ、私のあとを尾つける」


　それにカルネは地面で倒れている男たちに目をやってから、肩かたをすくめ、


「逆ぎやくでしょう？　あなたが私の部下を尾び行こうしたんじゃないですか……リーレ・リンクルさん」


　するとカルネがリーレと呼よんだ男は、冷静な表ひよう情じようを、さらに冷たく、崩くずさないまま、


「そういうおまえは、カルネ・カイウェルだな。クラウ・クロムと並ならぶ、シオン・アスタールの左ひだり腕うで……か。そのおまえが……」


　が、言葉はそこで終わり。


　リーレは、言葉の途と中ちゆうで突とつ然ぜん、一足飛びに信じられない勢いきおいで間合いを詰つめてきて……


「はっ！」


　拳こぶしを突つき出す。


　エスリナには、声を上げることもできないほど速い突き。
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　だが、カルネはそれに、やはり笑みを浮うかべている。


「そうくると思った」


　右手で受け止め、逆に左の掌しよう底ていを相手にたたき込こもうと……


　だがそれを、


「ん」


　今度はリーレが頭を後ろに少しずらすだけで、かわしてしまう。


　しかしカルネは攻こう撃げきをやめない。蹴けりをリーレの胸に打ち込む。


　その衝しよう撃げきにリーレは、


「ぐ……」


　うめき声を上げて、後方へと飛んでいく。


　やった……と、声を上げようとしたエスリナの言葉は、しかし……


「がぁ……」


　カルネのうめき声で遮さえぎられる。


　カルネは痛いたそうに右腕を押さえており……その腕は、妙みような方向に曲がっている。


　それを見て、エスリナは悲鳴を上げそうになるが、その腕をカルネはすぐに左手で元に戻もどしてしまって……


　コキュンっという嫌いやな音とともに、腕が戻る。


　そして、


「痛いなぁもう。手に力が入らない……ひどいじゃないですか。筋すじ、痛めましたよ！」


　カルネは、目の前の男を、にらむ。


　だがリーレはそれに、


「……折ったつもりだ。なのに逆に、こちらの肋ろつ骨こつにヒビを入れられた」


「あれでヒビ？　僕だって折ったつもりだったのに……でも、いまのでわかりましたね。強さはほぼ同じくらいかな？　どちらにせよこのままやりあったら、どっちが勝つにせよ、あなたは無む傷きずで僕を押さえることはできない」


「…………」


　リーレは無言。


　しかし、カルネは続ける。


「そのつもりだったんでしょう？　まともに話し合ったところで、真実はどうせ聞き出せない。なら、力ずくで僕から話を聞こうと……」


　それにリーレは、


「おまえらは、誰だれの指図で動いている？」


「シオンさんです」


「虚きよ言げんだな」


「ほんとですって。あなたと、それにルークさんのことも、シオンさんから聞いて、捜さがしてたんですから」


　そう言った。


　どうもカルネは、このリーレという男を捜していたらしい。


　でも、なぜ？


　エスリナは心の中で問いかけた。なぜ、ライナ・リュートを捜しているのに、先にこの男を捜していたの？


　カルネの言葉にリーレは、それでも警けい戒かいを緩ゆるめない。カルネとの距きよ離りを保たもったまま、


「…………それも、虚言だ」


　カルネは首をかしげ、


「なぜ、そう思うんです？」


「…………」


　しかしその問いには答えず、リーレは一いつ瞬しゆん、思案げな顔をする。このまま会話を続けるのか、それとも、やめるのか……


　それを考えているようだった。しばらく黙だまったまま動かずに……


　だがそこで、カルネは少し、困こまったような表ひよう情じようになってから、両手を上げる。


　そして言った。


「じゃあ、これでどうです」


「…………」


　途と端たん、リーレの表情が、変わる。


　けれどもエスリナにはまた、なにが起こっているのかわからない。


　リーレが言う。さらに警戒の表情で。


「……なんのつもりだ……死ぬ気か？」


　だが、カルネは肩かたをすくめ、


「あなたが殺さなきゃ、死なないでしょう」


　つまりはそういうことらしい。カルネが警戒を解とき、リーレはそれに驚おどろいた。


「……敵てきなら殺す」


「敵じゃありません」


　それに、リーレはまた思案。


　だが、カルネはたたみかけるように続けた。


「なにをそんなに、怯おびえているのですか？　経けい歴れきを読みましたが、あなたはそういったタイプではないはずだ。常つねに冷静で……隊の中では常に、一歩引いた場所で情じよう報ほうを収しゆう集しゆう、操そう作さすることを任にん務むにしている。その方向の能のう力りよくだけなら、あの、クラウさんが目の敵かたきにしている、有名なルークさんにも引けをとらないという。あっさり僕ぼくの腕うでの関節も外しちゃうしね……」


　と、痛そうに腕をさする。


　それからもう一度リーレを見つめ、


「……なにをそんなに……」


　刹せつ那な。


　リーレがまた、飛び込んできた。あっという間の出来事。カルネの胸むなぐらをつかみ、壁かべへと押しつけ……


　さらにもう片かた方ほうの腕で懐ふところからナイフを取り出し、首へと突つきつける。


「きゃあっ!?」


　エスリナは、そこでやっと、悲鳴を上げた。


　しかし、そのまますぐに、助けに動こうと……


「動くなエスリナっ！」


　カルネが怒ど鳴なる。そしてそれだけで、


「あ……」


　動けなくなってしまう。


　カルネはそれを確かく認にんすると、優やさしく笑って、


「怒鳴ってごめーん。ちょこっ～と、動かないでね～。いま、一番いいところだから」


　そのまま、リーレを見る。そして、


「……それで？　なにをそんなに、焦あせってる？」


　リーレはそれでも手の力を緩めない。ぎりぎりと、カルネを壁に押しつけたまま、


「…………ルーク先……ルーク・スタッカート軍ぐん曹そうと、ミルク・カラード中ちゆう尉いの姿すがたが、一昨日から見えない。その探たん索さくを始めたラッハ・ベラリオールが昨日……そしてムー・ベラリオールが今朝消えた。残ったのは私だけ。それが、貴き様さまらの仕し業わざかと、私は疑うたがっている」


　その、言葉に、


「えっ!?」


　今度はこちらが驚く番だった。


　カルネは目を丸くして、


「な、なんで僕ら？　僕ら本当に、シオンさんの命令で……」


　だが、その言葉を無む視ししてリーレは続ける。


「私の調べでは、軍が動いている。だが、まるで尻尾しつぽがつかめない。貴き族ぞくの差し金か？　だが、私たちを捕とらえるメリットはなんだ？　それに、貴族の差し金程てい度どで、ルーク先せん輩ぱいがどうにかできるとも思えない……」


　そのまま、ナイフをさらに、カルネの首くび筋すじへと押おしつけ……


「だが……カルネ・カイウェル。君は強いな。そして切れ者だ。その君の後ろについている者は、誰だ？　答えてもらおうか」


　さらに、ナイフを押しつけてきて……


　だが、カルネはそれに、


「だから、シオンさんだって……」


「虚言だ」


　ナイフがさらに押される。首筋に血が少し、にじむ。


　やめて……


　エスリナが、思わずそう叫さけぼうとしたところでやっと、ナイフは離はなされた。


　しかし、そのナイフはそのまま、エスリナのほうへと真まっ直すぐ向けられ、


「真実を述のべろ。さもなければ……あの女を殺す」


　それに、エスリナは震ふるえた。


　噴ふき出す殺気。この、リーレという男は、本気だ。


　なのにカルネはまた、


「またまた。あなたはそんなことできないで……」


　が、それも遮さえぎって、リーレが言う。


「…………私は、仲間を傷きずつけられても黙だまっていられるほど、出来た人間じゃない」


「ふぅん。じゃ、真しん剣けんだってこと？」


「証しよう拠こを見たいか？」


　だがそれに、


「…………笑えない、冗じよう談だんだなぁ」


　カルネの目が、突とつ如じよ細まる。こんな状じよう況きようですら浮ういていた愛あい想そが、消える。


　そして。


　エスリナがいままで、聞いたこともないような低い声こわ音ねで、


「……おまえ、エスリナに手を出したら、殺すぞ」


「いいえ、私が女を殺す方が速い」


　途と端たん。


　また二人が、動く。


　リーレがナイフを持った腕うでを動かし……


「ちぃっ！」


　カルネが、押さえつけてきているリーレの腕を跳はね上げ、そのままエスリナの前へと体を投げ出す。


　それは一いつ瞬しゆんの出来事。


　エスリナは、見た。


　彼女をかばうように飛んでくるカルネと……


　しかしその後ろで、薄うすい笑えみを浮かべて、ゆっくりとナイフを再ふたたび懐ふところにしまう、リーレ……


　それで、すべては終わりだった。


　エスリナの目の前、カルネは顔を歪ゆがめ、それから一気に振ふり向いて、


「だからこういう冗談が、一番嫌きらいなんだってば！」


　怒ど鳴なった。


　また、いつものカルネの声。それに、エスリナは安心する。


　リーレが言ってきた。


「なるほど。いまので君が死ねば、任にん務むは失敗ですね。しかし、それでもその女じよ性せいをあなたはかばった……いいでしょう。本当に私と争うつもりはなかったと……信用しましょう」


　さっきよりも、丁てい寧ねいな口調。どうもこれが彼の、本来の口調らしい。丁寧で、冷たい口調だが、その表ひよう情じようは、どこか優やさしい。


　エスリナは急に緊きん張ちようの糸が解とけて、ため息をついた。


　リーレが姿し勢せいを正して、続ける。


「申し遅おくれました。私は……リーレ・リンクル伍ご長ちようです。カルネ・カイウェル少しよう将しよう閣かつ下か。それと……」


　そこでこちらを向いてくるので、エスリナは微笑ほほえんで、会え釈しやくした。


「エスリナ・フォークルです。カルネさんの秘ひ書しよ役やくをしています」


　するとリーレは深々と頭を下げ、


「この度たびは女性に、とんだご無礼を……」


「え、あ……い、いえ、あの、頭をお上げください」


　そんな会話に、カルネはあきれた表情で言った。


「か、閣下って……そ、そうか……僕のほうが階級、上だもんな……っていうか、なんでこんな人が、伍長？　シオンさんが頭を抱かかえる理由がわかった……」


　さらにいえば、このリーレが忠ちゆう誠せいを誓ちかうルークが軍ぐん曹そう……ミラーが少しよう佐さ止まりなのだ。


　二人とも、カルネよりも上の階級でもおかしくないのに、二人はかたくなに昇しよう進しんをこばむのだという。


　だが、そんなカルネの言葉も、リーレは完全に無む視しで続ける。


「それで閣下。私に用とは……いったい、なんでしょうか？」


　それにカルネはまた、顔をしかめ、


「だから閣下って呼よぶのやめて」


　なんて言うもんだから、エスリナはどうしても抑えきれずに、言ってしまう。


「閣下っ!!」


　するとカルネは疲つかれたように額ひたいを押さえて、


「ほらぁ。子こ供どもが真ま似ねするから、やめよ。な？」


「わ、私は子供じゃないです！」


「子供でしょう。まだ十四歳さいなんだから」


「カルネさんと、四歳しか違ちがわないじゃないですか！」


「じゃあ、何歳くらいから子供だとエスリナは思ってるの？」


「えっ!?　あ……その……じゅ、十三……？」


「ふぅ……」


「な、なんでため息つくんですかっ!?　だ、だいたいカルネさんの大人の年ねん齢れいが高すぎるんですよ！　四十とか、五十とかっ!!」


　エスリナはそう怒鳴って、頰ほおを大きくふくらませる。


　それはまるで、子供の喧けん嘩かのような二人のやりとり。


　そんなやりとりをリーレは見つめて、微笑み、それからなぜか、なにかを思い出したかのように悲しげな顔になって、


「ああもう、無事でいてくださいよ。ミルク隊長……」


「へ？」


「いえなにも」


　すぐに冷静な顔に戻もどる。それから、


「それで、私に用とは……」


　カルネは、うなずく。


「なんかね、ちょっと最近、失しつ踪そう流行ばやりみたいよ？」


「は？」


　リーレは、わからないとばかりに聞き返してくるが、カルネは気にせず続ける。


「まあ、ルークさんたちの失踪と関連性せいがあるかはわからないけど……あなたたちがかつて、『忌いみ破やぶり』として追っていた、ライナ・リュートさんが、失踪したんです」


　その、言葉に。


　だが、リーレはそれにも首をかしげ、


「……失踪？」


　カルネはうなずく。


「はい。シオンさんにも、それに相あい棒ぼうの、フェリス・エリスさんにも行方ゆくえを告げずに、昨日、消えてしまったと。で、僕とエスリナは、その行方を捜さがすよう、命じられたと……だからあなたに聞きにきたんです。ライナ・リュートの行動の情じよう報ほうを、常つねに集めていたあなたに……」


　だが。


　リーレはそれに、まだ、不思議そうな表情で、


「………………ああ、なるほど。ふむ。あれは……失踪だったのか。部下からの報告で、ライナ・リュートが旅支じ度たくをして、一人で宿を出たと聞いていて、少し、おかしいとは思っていたんだが……」


　なんて言葉に、カルネとエスリナは、


『行方を知ってるんですかっ!?』


　思わず同時に叫さけぶ。


　だが、リーレは当然とばかりに言った。


「『忌破り』というものはそもそも、国の魔ま法ほうの秘ひ密みつを知りながら、国から失踪した者のことを言います。『忌破り』追つい撃げき隊たいは、それを追い、捕ほ縛ばくする者ですから……常にその、おおよその所しよ在ざいをつかんでおくことが、私の仕事です」


　それにエスリナは、カルネと顔を合わせた。


　カルネが言う。


「で、いまライナ・リュートがいる場所は？」


　それにもあっさり、答えが返ってくる。


「エスタブール領りようです。それも、正せい規きのルートとは違ちがう、人目につかない、西さい端たんの山越ごえルート。私がわかっているのはそこまでですが……しかし、人目につかないルートというのは……」


「逆ぎやくに追いやすい。最初に向かった方向さえわかってれば、その先はあまり、選せん択たく肢しがないからね。いやぁリーレさん、助かったぁ。おっけー。これで一つ、任にん務む終しゆう了りよう。ってなわけで……」


　そこで、カルネはエスリナのほうを見る。そして、


「エスリナ。とりあえずフェリスさんにこのこと報告して」


「はい！」


「それからライナ・リュートを、捜そう索さく隊たいに追わせるってことも……」


「伝えます。今朝エスタブールへ発たった陛へい下かにも、伝令を送っておきます。それに捜索隊の準じゆん備びも私が……」


「助かる」


　カルネが微笑ほほえんで。


　それに、エスリナも嬉うれしくなる。これだ。これを見るために、頑がん張ばっているのだ。


　これからしばらく、仕事が大おお幅はばに増ふえそうだった。


　でも……


　カルネは大きく息を吐はき出し、ぱんっと手を打つ。


「ほいじゃ、シオンさんの留る守すを、しっかり守るぞ～。えいえい……」


「おー!!」


　と、エスリナは拳こぶしを掲かかげる。


　いつもの二人の気合い入れ。


　そんな二人に、啞あ然ぜんとした表情になるリーレに、エスリナとカルネは、きらきらした瞳ひとみで、


『ほらほら、リーレさんも』


「え？　あ、あの……上官命令なら………………………………お～」


　小声で、言う。


　カルネとエスリナは、笑った。


　それからカルネが、


「じゃ、名めい探たん偵ていカルネ・カイウェルは、引き続き、残りの失しつ踪そう者しや探さがし＆美女探しを……」


「美女はもうここにいるでしょ！」


　そう、エスリナが怒ど鳴なると、


「…………………………まぁね」


「なに!?　なにその不満そうな顔はっ!?」


　だが、カルネはそれを無む視ししして、リーレへと言った。


「ま、安心しててよ、リーレ伍ご長ちよう。シオンさんから預あずかった権けん力りよくめいっぱい使って、すぐにルークさんたちを見つけてあげるから」


　大きく胸むねを張はる。


　その姿すがたが、頼たのもしくて、エスリナはまた、思わず微笑んでしまう。


　すると、リーレもそれにやっと安心できたのか……


　カルネを見る。


　それからエスリナを、見る。


　そして、嬉しそうな、穏おだやかな表情で、一言。


「すっごい不安」


『なんでっ!?』





　こうして、ローランド、王不ふ在ざいの日々が始まったのだった。





◆







　再ふたたび時は戻もどる。


　日は完全に落ち、夜。


　エスリナは、貴き族ぞくが住まう区画を抜ぬけ、大急ぎでエリス家へと到とう着ちやくしていた。


　執しつ事じのクロセリに庭園に案内されて……


　すると庭園には、あの美女がいた。


　フェリス・エリス。


　日の下でも彼女は美しかったが……月の光に照らされると……それはもう、女め神がみすらも超こえそうな勢いきおいで……


　男なら、誰だれだってこの美び貌ぼうに惚ほれるだろう。女の彼女ですら、一いつ瞬しゆん言葉を失うほどなのだ。


　その彼女を見たときの、カルネの顔。それを思い出して、彼女は少し、落ち込こむ。


　ま、負けたくないけど……でも、やっぱりこんな綺き麗れいな人と争っても、勝ち目なんて……


　だがそこで、彼女はこちらを向いて、


「なにをしていた。遅おそすぎだぞ。亀かめか？　ナメクジか？　この下げ僕ぼくめ」


「……………………」


　か、勝てるかもしれない……


　エスリナはなぜか、そう思い直した。


　まあ、そんなことはともかく。


　エスリナはおずおずと、


「え、えと……報ほう告こくです。ライナ・リュートの居い場ば所しよが、わかりました」


「む」


「場所はエスタブール領りようで……西さい端たん山側のルートで……」


　が、そこで、その美人はエスリナの言葉を最後まで聞かないうちに、


「エスタブール？……ふ、ふふふふふふ。ライナめ、ついに尻尾しつぽを出したな。クロセリ、出るぞ。エスタブールの地図を」


　するとクロセリは嬉うれしそうに、


「はい、お嬢じよう様さま」


　いつの間に用意したのか、地図を渡わたす。


　それに、


「え……あ、あの、出るって……捜そう索さく隊たいは、今日中にも編へん制せいして……」


　無視。


　フェリスは無む表ひよう情じようのまま、しかし、声だけは、


「終わりだライナ。エスタブールの空に、首を飛ばしてやる」


　なんて怖こわい言葉を放って、一気に走り始める。


「な……」


　信じられない速さ。


　あっという間に視し界かいから消えてしまい……


「…………ひ、一人で捜さがす気？　きっと一人じゃ、すごい大変なのに……」


　だが、横から突とつ然ぜん、クロセリが言ってくる。


「…………感かん謝しやいたします」


「へ？　えと……なにが……」


「ライナ様を見つけてくださったことを。お嬢様は、だいぶ、落ち込んでおられたので」


　そう、言った。


　落ち込んで、いた……？


　あれで？


「……………………」


　ほんとの美人って、違ちがう次元で生きてるのね、きっと……


　エスリナは、なんか、ちょっと嫉しつ妬としていた自分があほらしくなってきた。





◆







　最悪の事じ態たいはいつも、思いもよらないところからやってくる。





　ライナは苦く悶もんの表情だった。


「うう……」


　小さく、うめく。


　そこは、ローランドからエスタブールへと抜ぬけて、さらにだいぶいったところ。普ふ通つうの人が徒歩で二週間ほど、ゆっくりと進んだあたりの村に……


　だらだら一人ぶらり旅をしていたライナは四週間もかけてたどりついていた。


　あちらこちらで昼ひる寝ね……もとい、追っ手がかかってもわからないよう、あちこちに寄より道して攪かく乱らんし……


　しかし、絶ぜつ対たいに痕こん跡せきは残さない。


　そして、いまの宿にはもう三日滞たい在ざいしているが。


　追っ手がくる気配はない。いや、おそらく追っ手など、かかっていないのだろう。


「…………」


　それでいい……


　と、ライナは思う。


　一人のほうが、気楽だ。


　昼寝もし放題だし。


　だが……


　それでもライナは……


「…………ううう」


　苦しい顔で、うめいている。


　彼がいまいるのは、村の規き模ぼとしては、割わりと大きめの宿だった。料理も豪ごう華かだし、部屋数も、十五室もあって、そのすべてがきちんと手入れされている。


　だが、泊とまっているのはライナと、あと二人だけ。しかしそれは多いほうで、一昨日と昨日などは、ライナだけだった。


　そんな客入りでは、到とう底ていやっていけるとは思えないが……


　食堂で、昼食を振ふる舞まわれながらそう問うと、その宿を経けい営えいしている女将おかみが言った。


「それがそうでもないのよ。いまは全然お客さんが入らないけど、冬にだけ見える特とく殊しゆな星せい座ざっていうのがあって……お客さん、知ってる？　リロカ座っていうの……」


　ライナはそれに、首をかしげ、


「んぁ？　リロカ？　あ～……冬だけ見えるっていうと……あれかな。ローランドで言うところの、セーロル座……」


　すると女将は驚おどろいた表情になり、それから、少し緊きん張ちようした声こわ音ねで、言ってくる。


「あらお客さん、ローランドの人なのかい？」


　しかしライナが、


「いんや、ローランドから逃にげてきた人」


「あら、なら安心」


　女将は笑った。


　なにが安心なのかは、まるでわからないが。


　ローランドからくる人間よりも、ローランドでなにか問題を起こして、追われている犯はん罪ざい者しやのほうが、よほどマシと言わんかのような口調だった。


　これが、いまのローランドと、エスタブールの状じよう況きよう。


　長い間、争いあい、殺し合い、星座の名前さえ違ちがうのに……


　会ってみれば、争っているのは、結局同じ人間。


「あほらし……」


　眠ねむそうな目のまま、ライナは呟つぶやいた。


　するとそれに女将が、


「え？　なにか言ったかい？」


「いんや。ここの飯は、うまいなぁって」


　すると女将は、もともと愛あい想そのいい顔を、さらにほころばせ、


「そりゃそうだろ。ローランドなんかからきたんだからね。あっちの飯は、まずかったろう？　でも、お客さんも、気持ちいいぐらいいっぱい食べてくれるから、こっちも嬉うれしいよ。それじゃ、三杯ばい目めのお代わりの分は、無料タダにしたげる」


　その、言葉に。


　ライナはまた、顔をしかめた。


「…………うう」


　またも苦く悶もんの表ひよう情じよう。


　女将はそれに気づいたのか、


「おや、どうしたんだい？」


「い、いや……なんでもない……」


「なんでもないって、顔じゃないよ？　お腹なかでも、痛いたいのかい？」


　しかし、ライナは首を振ふる。


　いま起こっている問題は、そんな程てい度どの低い問題じゃ、ないのだ。


　彼はそっと、懐ふところへと手を入れる。


　するとそこには、財さい布ふが入っている。薄うすっぺらな、外から触さわっても、あきらかに中には、空気しか入ってないとわかる、寂さびしい財布。


「………………ううう」


「だから、あんたどうしたんだい」


　心配そうな顔。


　だが、そんな親身になってくれる顔をされればされるほど、さらに苦しくなる。


　なんせ……


　いま、食べている昼食代……どころか、もう食べ終わってしまった、朝食代すらないのだから……


「ああもう……」


　なんて、俺おれは馬ば鹿かなんだろう。


　どうしてシオンのところから、金を盗ぬすんでこなかったんだ……と、いまさら思ってみても、いまいる場所はエスタブール領りよう内ないで……


　ライナは頭を抱かかえた。


　それに女将おかみも、


「ちょ、あんた……ほんとに大だい丈じよう……」


　だがそこで、すぐに今度は、厨ちゆう房ぼうの奥おくのほうを向いて、言う。


「アンタ！　ちょっとアンタ！」


　ライナとはまた、違ちがうアンタ。


　厨房の奥から出てきたのは、ひげ面づらの、やはり人のよさそうな男だった。この女将の、亭てい主しゆだ。この宿は、この女将と、亭主と、娘むすめ……三人で経けい営えいされている。


　娘はいま、学校にいっているのだが……


　いまは、そんなことはどうでもいい。


　とにかく、いまの状況をどう打開するか。





　方法その一。


　どこかで働いてきて、金を稼かせいでくるから、少し待っててくれないか？


　しかし、働くのはめんどくさいから、ボツ。





　方法その二。


　食事の代金分、ここで働かせてくれないか？


　しかし、やはり働くのはめんどくさいから、ボツ。





　というわけで、方法その三。


　食い逃にげ。





「………………」


　ライナは、無言。


　いや、もう最初から、選せん択たく肢しは一つしかないようなものだった。


　だから胸むねが痛いたむのだ。


　最初から、金を払はらう気がないから……


　亭主が言ってくる。


「だ、大丈夫か、あんた……」


　女将が言ってくる。


「お腹痛いのかい？　ああもう、お客さんの食べっぷりが気持ちいいからって、どんどんすすめたあたしが悪かったよ……やっぱり三杯ばいは食べすぎだったんだって！」


　そんなふうに、親身になってくれる二人のほうを見る。本当に、いい人たちだ。


　そして今度は、目の前に並ならんだ、食べ終わった皿の数を、見る。


　主食とおかずを合わせて、一、二、三、四、五……そこで、それもめんどくさくなって数えるのをやめた。


　とにかく、お金がない奴やつの食べっぷりとは、とても思えないほどの食べっぷり……


　こんだけ食べれば、一食でも、結けつ構こうな値ね段だんだろう。お客は少ないけれども、今日の宿は、大おお儲もうけだ。


　ライナが、金さえ払えばだが……


「………………あううう」


「あああ、と、トイレいったほうが、いいんじゃないかい？」


　その言葉に、ライナはうなずいた。


「あ……ああ。そうだな。ちょっと、トイレいってくる」


　トイレの窓まどから、逃げよう……


　心は、決まった。


　きっと大丈夫。


　いまは客が少ないとはいえ、観光名所があるのだ。お金には困こまってないだろう。いや、それどころか少しくらいお金を盗んで、この先の旅費にしても……


　が、そんなことを考えたところでまた、


「隣となり町まちの医者、呼よんできてあげようか？」


「…………い、いや、大丈夫……」


　ま、まあ、この宿から盗むのは、やめとこうと、思い直す。


「立てる？　トイレ、一人でいけるかい？」


　なんて、二人の心配そうな顔。


　その言葉に一いつ瞬しゆん、トイレの窓に登るのがめんどくさくて、この二人に手伝ってもらって逃げ出している様子が頭に浮うかんで……


「……いや、さすがにそこまでは迷めい惑わくかけらんないよ……」


　なにか。


　あきらかになにか、彼は人生を勘かん違ちがいしているようだった。


　ライナは立ち上がる。トイレへと向かい、扉とびらを開ける。そして、


「………………」


　彼は目を細めた。


　この宿にきて、トイレは二階のものしか使っていなかったのだが……一階のトイレは、窓の位置が、ちょっとおかしい。


　いや、位置は二階のものと一いつ緒しよ。だが、二階と一緒じゃ、まずいだろうと思う。


　窓の位置が低すぎるのだ。これじゃ、宿の外を通る人に、中が丸見えになってしまう。


　なのに、カーテンもない。


　じゃあ開いて風通しをよくできるのかと言えば、ライナのような食い逃げ客を防ぼう止しするためか、開け口を鎖くさりで開かなくしてあって……


　それを見て。


　これじゃ今日の宿の出費は……俺に踏ふみ倒たおされた朝食代、昼食代に、割われた窓代も加わるなぁ。


　なんてことを、思う。


　やっぱ、せめて出入り口からちゃんと逃げてあげたほうが……


　うん。そうだな。宿の人たちは、気のいい人たちなのだ。やはり、窓は割らずに入り口から逃げよう。


　ライナがそう、決めたときだった。


　窓の外に、人ひと影かげが現あらわれる。


　それにライナは、


「ああ、言わんこっちゃない。やっぱり外から丸見えじゃ……」


　が、そこで言葉が止まる。


　最初は角度が悪くて光の反はん射しやで見えなかったが、その人影の姿すがたが、明めい確かくになってきて。


　綺き麗れいな、金色の長い髪かみ。


　それをかきあげ、人影はすっと、こちらを向く。


　異い常じようなほど整った顔だち。


　切れ長の、青い瞳ひとみ。


　その瞳が……まっすぐにライナの瞳を見つめ……


　気品のある、ピンク色の唇くちびるが、ぱくぱくと動いた。


　窓が閉しまっているので、声は聞こえない。


　だが、ライナには、唇の動きだけでその人影がなんて言っているのか、わかる。


　人影は、こう言っている。


『やっと見つけたぞ、ライナ。覚かく悟ごはできているんだろうな』


「う、うそだろ……」


　ライナは、震ふるえた。


　人影は無表情。しかし、ライナにはわかる。妙みように、機き嫌げんのよさそうな表ひよう情じよう。


　だが、その機嫌のよさに反して、いつの間にやらその華きや奢しやな手には、長ちよう剣けんがたずさえられていて……


「う、うそでしょ!?　もう抜ぬくのっ!?」


　怯おびえるライナ。


　すると向こうもこちらの唇が読めているようで……


　さらに機嫌のよさそうな顔になる。


『ふふふ。今日は天気もいいし、いい首飛び……』


　しかし、ライナは最後まで見ない。踵きびすを返し、一気にその場から離はなれようと……


　刹せつ那な。


　スパンっと、なにかが切り裂さかれる音が、一度。


　そして、


「ら～い～な～」


　よく通る、綺麗な声。


　窓まどが開いた程てい度どじゃ、これほどよく通らないだろう。


　それにちょっとだけ、ライナは振ふり向いてみる。


　振り向いてみて……すぐに後こう悔かいした。


　宿の今日の出費は……窓の修しゆう理り代だい……どころか、壁かべ一面、造つくり直す必要があった。


　ライナはそれに、


「ってフェリス！　おまえ、壊こわし過す……」


　が、言葉はそこまで。剣が……


「う、うおわ!?」


　と、なんとかよけようとするが、


「やば……」


　ゴンっと、聞きなれた音が、頭の中に響ひびいた。フェリスの剣の腹はらが、ライナの顔面に、当たったのだ。


　少し、脳のうが揺ゆれる。いつもよりもちょっとだけダメージがでかい。体ごと、トイレから食堂へと吹ふっ飛んだ。


　いつもならもう少し、体を反そらして衝しよう撃げきを緩かん和わできるのに……


　四週間。


　たった四週間見てないうちに、フェリスの剣への反はん応のうが、遅おくれだしているのか……


　いや……それとも、フェリスがいつもよりも、さらに剣を速く、振るってきているのか。


　ライナは食堂のテーブルの上にぶつかり、引っ繰くり返る。


　そのまま、フェリスをにらんで、


「お、おまえ、いまのちょっとやばいって！　いくら剣の腹でも、ちょっと死にかねな……」


　が、フェリスはさらに、こちらへと突とつ進しんしてきていて。剣を振りかぶる。


「うそぉ!?」


　言葉とともに、ライナは身をよじった。


　直後、剣がライナの頭の、すぐ横に突つき立てられ、フェリスが馬乗りになってくる。


　そして、


「死ね、ライナ」


　さらにその剣が、横に倒たおされる。ライナの、首へと向かって、まるでギロチンのように……


「きゃあぁああああああ！」


　悲鳴が上がった。


　女将おかみの声。


　続いて亭てい主しゆが、


「や、やめろ！」


　最後にライナがそれに……


　やっと、理り解かいできた。


　そう思った。


　眠ねむそうな半はん眼がんで……


「…………ああ、そうか。おヽまヽえヽもヽ俺ヽをヽ殺ヽすヽたヽめヽのヽ人ヽ材ヽなヽのヽかヽ」


　その、瞬しゆん間かん。


　剣がぴたりと止まった。まるで神かみ業わざのように、ライナの首の皮だけを切り裂さいて。


　少しだけ、血がにじむ。かすかな痛いたみ。


　だが、


「………………」


　フェリスは無言。


「………………」


　ライナも、疲つかれた気だるい瞳ひとみのまま、言葉を発さなかった。
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　その背はい後ごで、女将と、亭主がうろたえた声を上げる。


「ひ、人殺し……あ、アンタ……誰だれか人を……」


「お、おう……観念しろ女。俺おれがおまえを……」


　が、そこでフェリスが一言。


「部外者は、黙だまっていろ」


　それに、二人は、


「…………部外者？」


「…………部外者……」


　一度、顔を見合わせてから、再ふたたび、ライナとフェリスを見る。


　無様に倒されているライナと、その上に馬乗りになっているフェリスを……


　途と端たん、なぜか二人は声をそろえて、


『ははぁん……なるほど』


「って、なに!?　あんたら、なんか勘かん違ちがいしてるだろ!?」


　だが、女将はもう、みなまで言うなとばかりに、


「いやぁ若わかいっていいねぇ……突とつ然ぜん飛びつくなんて、情じよう熱ねつだねぇ……」


「はぁ!?　あんたらなにを……」


　しかし今度は亭主が、困こまった奴やつだと言わんばかりの苦く笑しようを浮うかべ、


「まあ、兄ちゃん。浮うわ気きは男の甲か斐い性しようだからっていって……あんまり女を泣かせちゃ、だめだよ」


「だからちょっ……おい、フェリスもなんか、言ってやってくれよ」


　が……


「………………」


　フェリスは、無言でライナをにらみつけたまま。


　すると女将はそれに、


「熱いねぇ……ああ、はいはい。もういいよ。久ひさしぶりに会ったんだろう？　このまま食堂使いな。片かたづけはあとでいいからさ……」


　なんて言葉にライナは、


「ええええ!?　な、なんなの!?　なんでこんな展てん開かい!?　ちょ……だから……」


　が、二人はいいもの見た、という感じの、ちょっと満足げな表ひよう情じようで去っていく。


　それにライナは、あきれた声こわ音ねで言った。


「…………お～い」


　しかし、なぜか腕うでなど組みあったりして、もう、二人だけの世界の女将と亭主には、届とどかなかった。


　ライナはそのまま、ため息をつく。


　それから目を反対の食堂の窓まどへと向けた。窓の外に見えるのは……自然溢あふれる田園の景色だった。


　田畑があって……整せい備びがいき届とどいてない通りがあって……


　のんびりとした、昼ひる寝ねのしがいがありそうな午後。


　さて、どこの草っぱらで寝たら、一番気持ちいいかな、とか、そんなことを考えようとするが……


　しかし、上から声が降ふってくる。


　ライナの顔の、すぐ上。


「………………おまえを殺すための人材……だと？　それはどういう意味だ？」


　それにライナは顔をしかめ、


「いや、その前におまえの髪かみが顔にあたってくすぐったいから、ちょっと離はなれてくんないかな」


　すると、フェリスにはめずらしく、素す直なおにどいてくれる。まあそれは、裏うらを返せばさっさと話せという意味だろうが……


　ライナは立ち上がり、ひっくり返った食器やテーブルを見て、顔をしかめた。


「おまえ……これ弁べん償しようする金、持ってる？」


「そんな話をしにきたわけではない」


　即そく答とう。


　ライナはフェリスのほうを見て、それからすぐに目を外す。


　彼女の瞳が、痛いたいほどライナをにらみつけてきていたから。


「もう一度聞く。ちゃんと答えなければ、次は本当に首が飛ぶぞ……」


「……そりゃ、ちょっとまずいなぁ。この上血で食堂を汚よごしたら、あの夫ふう婦ふに顔向けできないし……」


　そんな軽口も、完全に無む視しされる。


　フェリスが言った。


「私が……おまえを殺すための人材というのは、どういうことだ？」


「…………」


　ライナはそれに、なるべくフェリスと目を合わせないよう横目で彼女の様子を確かく認にんする。


　彼女は本当に、いつでも彼の首を飛ばせるように腰こしの剣けんに手をかけていた。


　この剣は、異い常じように抜ぬけやすい。彼女にとって、なにか気にくわないことがあると、すぐに抜かれるのだ。


　そしてライナを殴なぐる。


　ここしばらく、彼女との旅の間に、何度殴られたか……


　それを思い出して、彼は震ふるえた。


　震えたが……しかし、その剣は、彼の首を飛ばすことはない。


　ライナはそれを……知っている。


　いや、彼は見ていた。


　呪のろわれた自分の瞳ひとみが暴ぼう走そうし、かすれていく意い識しきの中。


　自分とは違ちがう自分が、死を、破は壊かいをまき散らし始めたとき。


　彼女が、剣を鞘さやに納おさめたのを。


　いつもはスパスパ無意味に剣を抜くくせに、そんなときだけ、剣を鞘に納めてしまって……


　つまりは、天邪鬼あまのじやくなのだ。


　こちらが望むことは、なに一つやってくれない。


　逃にげてくれと、ライナは心の中で叫さけんだのに、彼女はまるで逃げてくれない。


　それどころか、いまと同じ、痛いほど鋭するどく、こちらを見つめて、こんなことを言ってくる。


『おい、ライナ……おまえは前に進もうと思ったのだろう？　化ばけ物ものと呼よばれるのが嫌いやだと思ったのだろう？　人を殺すのがもう嫌だと、そう思ったのだろう？　私はもう、おまえの攻こう撃げきを五度よけたぞ。だが、次はよけない。あとはおまえが決めろ。私は、おまえが化物だとは思っていない。


　いいか？　おまえは化物じゃない。


　おまえは、私の相方で、奴ど隷れいで、茶飲み友達だ。化物なんかじゃないんだ。聞こえるか？　ライナ』


　聞こえてるよ。


　でも、殺したら、もし俺が殺してたら、どうするつもりだったんだ？


　あのときフェリスは、言った。


『聞こえてるのか、ライナ』


　聞こえてる。


　聞こえてるよ、フェリス。


　だから……


　だから前に進むんじゃないか。


　でもその道が、フェリスとは交わらないだけ。


　シオンたちとは、交わらないだけ。


　ただ、それだけのことだ。


　一いつ緒しよにいればまた、自分は側そばにいる人を……


　大切だと思った人を、殺してしまうから。


　フェリスがもう一度、言ってくる。


「私が、おまえを殺す人材というのは、どういうことだ？」


　それにライナは苦く笑しようして、


「ごめん。勘かん違ちがいだ。忘わすれてくれ」


「そんな答えで……」


　が、ライナはそれを、遮さえぎる。


　フェリスとは目を合わせないまま。


　外の景色を、眺ながめやったまま、


「おまえが俺を殺さないのは、俺が一番よく知ってる」


「…………」


　フェリスは、言葉を止めた。


　それでやっと、納なつ得とくしてくれ……


「もう一つ、おまえには聞きたいことがある」


　納得してくれないらしい……


「めんどくせぇなぁ」


　ライナは寝ね癖ぐせがついたままの頭をかいた。


　だが、そんな彼の言葉はまったく無む視しで、聞いてくる。


「ルシルに、なにを言われた？」


　それにライナは首を振ふる。


「なにも」


　しかし、フェリスは再ふたたび、


「なにを言われた」


「だからたいしたことは、なんもないって」


「……なにを、言われた」


「しつこいなぁ。なにも言われて……」


　とそこで、フェリスはライナの言葉を遮って、続ける。


「ルシルは妹にちょっかいださないよう、忠ちゆう告こくしたと、言っていたぞ」


　その言葉に、また、あのときのルシルの言葉がめぐる。


『醜みにくい化物が……どんな叶かなわぬ夢ゆめを見ていた？』


　ごもっとも。


　ライナは苦笑して、言った。


「妹思いの兄あに貴きだな」


　しかしそれには、フェリスは答えずに、


「失しつ踪そうの原げん因いんは、それか？」


「違ちがうよ」


　ライナはまた、首を振る。


「兄様に忠告されたから、逃にげるのか？」


「…………んぁ？　ああ……まあ、あんなのに忠告されたら、誰でもすぐに逃げそうだけど……でも、違う」


　だが、違うと言っているのに、さらにフェリスは続けてくる。


「夜な夜な婦ふ女じよ子しを襲おそい続け、何千億人もの父ふ兄けいたちに、


『も、もうやめてください……うちの娘むすめだけは……うちの娘だけわぁああ』


　と、懇こん願がんされながらも、


『ふはははは誰がやめるか！　すべての女、子こ供どもは、この恐きよう怖ふの変へん態たい魔ま王おうライナ・リュート様の前に平ひれ伏ふすがいいわ！』


　などなど、非ひ道どうの限かぎりを尽つくすおまえが、いまさら私の父兄に忠告されたくらいで、おめおめと逃げると？　おまえには魔王としての誇ほこりがないのか！」


　なんて発言に。


「…………そんな誇り、嫌やだなぁ。おまけに世の中に何千億人も父兄はいないと思うけど、まあそれはおいといても……そいつはきっと、ちょっと忠告されといたほうがいいと思うぞ」


　ライナは、あきれた顔で言った。


　しかし、フェリスは自分からそんな冗じよう談だんを言ってきておいてなお、ライナを真しん剣けんな目でにらみ続ける。


　ライナはそれに、


「……おまえ、もしかしてすごい怒おこってる？」


「怒ってる」


　即そく答とうだった。


　彼女は、さらに鋭するどく、ライナをにらみつけ、


「…………あの日、だんご満まん載さいのリュックを十四個こ、私は用意していた」


　それにライナは、


「あ……そうか。うん。さすがに十四個……一人じゃ持てないよな……」


　言ってから、想そう像ぞうする。


　だんご屋の前。


　リュックを準じゆん備びして、待っているフェリス。


　無む表ひよう情じようのまま、鼻歌などを歌って。


　しかし、ライナはこない。


　最初のうちは、鼻歌が続いているが、やがて、止まる。独りぽつんと、持てるはずのないリュックに囲まれて……


　寂さびしげな、姿すがた。


　そんな、寂しげな姿から……すぐに今度は、腰こしの剣けんを引き抜ぬいて、『処しよ刑けい決定！』と走り出す、怒いかりの姿……


　ありありとそんな光景が頭に浮うかんで、


「お、怒ってるよな……間違いなく……」


　ライナは震ふるえた。


　するとフェリスがうなずく。


「ふむ。覚かく悟ごは、出来てるようだな」


「い、いや出来てないぞ？　ってか、おまえなぁ……だからなんでまた剣抜こうと……」


　が、ライナがそう言いかけたところで、宿の入り口で声が上がる。


「ちわー。食堂やってますか？」


　男の声。客だろうか？


　それに続いて、女将おかみが慌あわてた声で言う。


「ああ、ゼパードさんいらっしゃい。でも、ごめんなさい。今日は食堂やってないのよ」


「へ？　そうなの？」


「え？　ええと、そのぉ……お客様がね、ちょっと、取り込こみ中なのよ」


「取り込み中？　そりゃまいったな。実は今朝から嫁よめが実家に帰ってて、誰だれも飯の準備をしてくれないんですよ」


「あらぁ？　喧けん嘩かかなにか？」


「いやいや、そういうんじゃな…………あ…………」


　ゴキュ。


　そこで突とつ然ぜん、なにかが、折られる音。


「え……な……ゼパードさん？　ちょ…………あ…………」


　ゴキュ。


　会話は、それで終わった。


　女将と客は、突然黙だまり込んでしまう。まだ、会話の途と中ちゆうだったのにもかかわらず……


　ライナはそれに、


「なんだぁ？」


　怪け訝げんな顔で振ふり向いたところで、今度はシュバっという、なにかが噴ふき出したような音がする。


　その音に、ライナは聞き覚えがある。


　だが、それは……


「……ライナ」


　そこで、フェリスが言ってくる。


「ん？」


　彼女のほうを見る。彼女は目を、窓まどの外へと向けている。


　ライナもその視し線せんを追って、窓の外を見る。


　窓の外は、さっき見たときと、ほとんど変わらない、のどかな田舎いなかの風景。


　しかし、ライナは見み逃のがさなかった。


　舗ほ装そうされていない、土の道の上に、幾いく筋すじか、ほんの少しだが、赤い液えき体たいが流れていく……


「…………血？」


　とそこで、今度は亭てい主しゆの声がする。野太いが、優やさしそうな声。二階から、降おりてきながら……


「すいませんねぇゼパードさん。でも、お弁べん当とうぐらいなら作れますのであとで届とどけ…………お………………あ…………」


　ゴキュ。


　それで、終わり。


　言葉はそれで終わり。


　だがそれに、ライナは、


「お、おいフェリス……」


「わかっている！」


　扉とびらの向こうから、声が聞こえる。


「ああ、これも違ちがった。おかしいな」


　どこか気品のある、男の声。


「ここで、会えるはずなのに。どこだろう」


　食堂の扉の取っ手が、動き始める。


「ここかな」


　ゆっくり、ゆっくりと扉が開いていく。


　それにライナは、体を緊きん張ちようさせた。


　なにが起こっているのか、まるでわからない。


　だが……


　扉が、開く。


　その隙すき間まから、一人の男が顔を出す。


　若わかい、男だった。


　黒い髪かみに、黒い服、靴くつまで黒い。全身黒ずくめなのに、床ゆかは……


　ライナは、


「…………てめぇ……」


　ライナは、顔を歪ゆがめた。


　床は、真っ赤だった。


　血まみれで……


　おまけに男の口くち許もとには、まるで子こ供どもがイチゴソースのお菓か子しかなにかを食べ散らしたかのように、血がついていて……


「…………てめぇ……なにしやがった……」


　それに男は、ライナを見て、それからフェリスを見る。


「うん？　どっちだろう」


　そして、一歩、部屋に入ってくる。


　それとともに。


　ズルっという、なにかが床を這はう音。男がなにかをつかんで、地面を引きずってきているのだ。


　ライナはそれを、見る。


　それを見て……


「…………っっ!?」


　声にならない悲鳴を上げた。


　後ろで、フェリスもぐぅっとうめく。


　男がつかんでいるのは、髪の毛。女の……血まみれの女の髪の毛をつかんで、引きずって……


　それは、女将おかみの……


　その、ライナの視し線せんに気づいたのか、男は笑って言った。


「ああ、これ？　女の肉は柔やわらかいけど、力がないからあまり、うま味はないよね」


　その女の頭を、ごとんっと床に落とす。


　そして嬉うれしそうに、ライナたちを見つめ……


「貴方あなたたちを見たら、安い食材を食べる気が、失うせたよ。食べていいかい？」


　そんなことを言ってきて……


「な、なんなんだ、こいつ……」


　ライナは吐はき気をこらえて、言った。


　続いてフェリスが、少しだけ引きつった声で……


「……どうやら、おまえを遥はるかに超こえる変へん態たいのようだな……だが……」


　そこまでで、フェリスが言いたいことが、わかる。


　だが……強い。


　それも、圧あつ倒とう的だ。


　見ただけでわかる。すべての、無む造ぞう作さな動きに、隙すきがない。


　いや、隙だらけなのに、それが、すべて罠わなに見える……


　そんな動きだった。


　自分よりも、強い。


　見て、すぐにわかる。ルシルと対たい峙じしたときほどの、絶ぜつ望ぼうするような力の差は感じないが……


　それでも。


　と、そこで、男が言った。


「貴方たちは、強そうだなぁ……その美お味いしそうな香かおりだけで……空くう腹ふくが、痛いたくなる。やっぱり、ラフラの言ったことに、間違いはなかった。きっとこの、どっちかだ。


　調べるよ？」


　そう言って、ゆっくりと歩き出す。


　こちらへと向けて。


　それにライナは、


「動くんじゃ……」


「なに？」


　次の瞬しゆん間かん。


　男の手が、ライナの眼がん前ぜんに現あらわれている。


「うおっ!?」


　とっさに、ライナは身をそらしてそれをよける。


　さらに手が、ライナの顔をつかもうと迫せまってくる。


　ライナは身を、一度床ゆかに転がす。


　続いて今度はフェリスが、横から剣けんを放って、男を牽けん制せいして……


　しかし男は一歩、後ろへと後こう退たいして、フェリスの剣を、あっさりよけてしまう。


　信じられないほどの反はん応のう速度。


　それも、体にはまるで緊きん張ちようというものがない。動くとき。力を入れるとき。多少なりとも筋きん肉にくが硬こう直ちよくするものだ。


　だから、通つう常じよう敵てきと対峙したとき、相手の筋肉の動きに気を配って、動きを予想する。


　なのにこの男の動きは、なんの緊張もないまま、いきなりトップスピードで襲おそいかかってくる……


　ライナはそれに、


「速はえぇな……クソ」


　するとフェリスが横で剣を構かまえ、


「しかし、反応、出来ないほどじゃない……」


「だな。やれる」


　ライナはうなずいた。


　するとそれに男は、少しだけ驚おどろいた顔で、


「二人とも、目がいいねぇ。人間とは、思えない」


　そんな言葉にライナは男をにらみつけ、


「てめぇのほうが、よっぽど人間離ばなれした動きしてんだろうが」


　吐き捨すてるように言った。


　だが、男はそれに、きょとんとした表ひよう情じようで首をかしげて、言う。


「……え？　僕ぼくが、人間に見えるのか？」


「あ？　なんだって？」


　だが、男はそれを無む視しして、


「…………じゃあ、貴方が人間かな。それでそちらの金きん髪ぱつの方ほうが、あヽれヽなのかな」


「ああ!?　意味わかんねぇ。ってか、完全に頭イッてんなおい……」


　それにフェリスが言う。


「だが、強い。質たちが悪いな」


「倒たおせるかな」


「おまえ次し第だいだ」


「じゃあ大だい丈じよう夫ぶ」


　ライナは、笑えみを浮うかべた。


　敵は信じられなく強い。だが、いままで何度も、フェリスと一いつ緒しよに、化ばけ物ものじみた相手とは戦ってきたのだ。


　強大な力を持った、勇ゆう者しやの遺い物ぶつを使う敵と……


　こんな相手と戦うときの作戦ももう、二人の間では、決まっている。


　フェリスが援えん護ごして……


「ん」


　声とともに、彼女はライナの前へと飛び出す。


　剣を振ふるう。


　その速さに、いつもライナは驚く。


　男が、人間とは思えないと思った理由も、わかる。だが、その剣すら、男はあっさりかわす。


　とんでもない奴やつだった。


　まともにやりあえば、勝てないかもしれない。


　だがその後ろでは、ライナがもう動き出している。


　唱えるのは、加速の魔ま法ほう。


　空間に、光の文字を描えがき込こんでいき、以前にエスタブールの魔法騎き士しから、彼の特とく殊しゆな瞳ひとみ……『複写眼アルフア・ステイグマ』で奪うばいとった魔法を唱え始める。


「我われ・契けい約やく文ぶんを捧ささげ・大地に眠ねむる悪意の精せい獣じゆうを宿す」


　すぐに魔法は完成して……


　刹せつ那な。


　ライナの体が、かすかにきらめいたかと思うと、加速する。


　フェリスと、ほぼ同等の速さ。


　男がそれに、


「魔法？」


　だが、ライナは答えない。


　床ゆかを蹴けり、さらに、壁かべを蹴って、一気に男の背はい後ごへと回り込みながら……


　もう一つ、魔法を展てん開かいしていく。


　加速された動きで、瞬またたく間に光の魔方陣じんを完成させて……


　魔方陣に、光が集まる。


　フェリスの剣けんを、男がよけて……


　しかし、そのせいで体たい勢せいが崩くずれる。


　そこに……


「終わりだ。


　求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・稲光いづち」


　雷光がほとばしった。


　それは絶ぜつ対たいに、よけられないタイミング。


　男の胸むねを、魔法の稲妻が貫つらぬこうとしたところで……


　ライナは、見た。


　男が笑う。


　目を、大きく見開いて。


　するとその中央には、奇き妙みような紋もん様ようが浮かび上がる。


　ライナの目にある、朱しゆの五方星と同じような、呪のろいの刻こく印いん。


　だが、形が違ちがう。


　この男の瞳に浮いてるのは……


　朱の十字だった。


　黒い瞳を割わるようにして、朱の十字の紋様が浮かび上がり……
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　男が、言った。


「喰くらう……」


　瞬しゆん間かん。


　稲いな妻ずまが……いや、ライナの体を加速させていた光まで、男の朱の十字に吸すい込まれる。


「なっ……!?」


　無む理り矢や理り魔法が解かい除じよされ、加速されていた体を制せい御ぎよできずに、ライナはバランスを失う。


　そのまま地面に転がって……


　しかし、目が離はなせない。


　光を、目から吸い込んだ男の姿すがたから。


　フェリスが剣を振るう。


　だが、男はまるでそんなことを気にしない。快かい楽らくを楽しむかのように、愉ゆ悦えつの表ひよう情じようで体をのけぞらせ……


「あ……ああ……すごい……すごい力だ……」


　剣が、当たる。


　その寸すん前ぜん。


　男は呟つぶやいた。


「………………それを、放つ」


　そこで、ライナは男を見失った。


　気がついたときには、片かた手てで顔面をつかまれ、食堂の壁に、押おしつけられている。


　横では……やはりフェリスも、壁に押さえつけられていて……


　フェリスが、うめく。


「…………化ばけ物ものめ」


　だが、男はフェリスを見つめ……のぞきこむように目を、見て……それから、楽しげに笑った。


「貴方あなたに日々食べられている、牛や豚ぶたもきっと、貴方を見るときそう思ってますよ。


　捕ほ食しよく者しやを見上げるときの……恐きよう怖ふと……あきらめ……」


　それから、今度はライナのほうを見る。


　ライナの瞳を。


　朱の十字が浮うかび上がった目でのぞきこんできて……


　満足げにうなずく。


「やっと見つけた。薄うすく浮き上がる、五方星……ということは、『複写眼アルフア・ステイグマ』ですか」


「お、おまえ……」


　だが、男は淡たん々たんと言葉を続ける。


「僕はティーア・ルミブル。見ればわかると思いますが……神の眼め、『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保ほ持じ者しやです。貴方を、迎むかえにきました」


　そんなことを、言う。


　だが、あまりに突とつ然ぜんのことで、頭が混こん乱らんする。


『殲滅眼イーノ・ドウーエ』保持者？


　というのは、たぶん、この、朱の十字の紋様が浮いてる目のことだよな？


　ってことは……


「神の眼って……」


　そこで、フェリスが言う。


「おい、こんな奴やつと話……ぐあ……」


　ティーアが、ぐっと力を入れる。それだけで、フェリスはうめき声を上げて、黙だまり込む。


　ライナはそれに、


「お、おい！」


「大だい丈じよう夫ぶ。まだ、殺さない。確たしかめなきゃならないことがあるからね……しかし、そうか。南大陸にいた貴方は、この言い方を知らないのか……では、この国では、貴方の目は、魔ま眼がんと呼ばれて蔑さげすまれている？」


　そんなことを言ってきて……


　しかし、フェリスの言うとおりだ。


　いま、この状じよう況きようで、こんな奴と、会話している場合じゃないのだ。


　なのに。


　なのに頭は、この男との会話を、考え始めてしまっている。


　この男は、自分の知らないことを、知っている。


　それも、彼の瞳ひとみについて……


　ずっと知りたいと思っていた、彼の瞳について……


　魔眼……その言葉すら、ローランドにはない。


　ガスタークが、彼の瞳を無理矢理暴ぼう走そうさせたときに、そう呼よんでいたような……


　そのときは、確かこう言っていた。


『暴走する前の『複写眼アルフア・ステイグマ』のレベルは、魔眼の中じゃそう高くないと思ってたが……』


　この、言葉からすると……


「……魔眼って……俺おれの目のことだよな？」


　しかしその言葉に、ティーアはやんわりと、


「それは人間どもが使う、侮ぶ蔑べつの言葉。正せい確かくには、神の眼、です」


「いや、呼び方はどうでもいいんだけど……んじゃ、もしかしてその、神の眼って、『複写眼アルフア・ステイグマ』の他ほかにもあるのか？」


　するとティーアはさらに困こまったようにため息をついて……


「ああ……そこから説明する必要があるのか……南は神の眼を持っている者が、少ないとは聞いていましたが、ここまでとは……まあ、いま説明しても仕方がない。いきましょう」


「は？　どこへ？」


「仲間のところへです。貴方を迎えに、わざわざここまできたんですから」


　それにライナはまた、わからなくなる。


　仲間？　って、なんだ？　他の魔眼保持者が集まってるってことか？


　いやそれよりも……迎え？


　ライナは、ティーアをにらんで、言った。


「そこが、わかんないな。迎えにきたって言ってるが、どうやって俺の居い場ば所しよを知ったんだ？」


　すると、もう、戯ざれ言ごとは聞いてられないとばかりにティーアはため息をつき、


「だからそういう眼が…………いや、もういい。それもあとで……」


　しかし、ライナは遮さえぎる。


「まだだ。まだ、もう一つ、聞きたいことがある」


「なんでしょう？」


　それに、ライナは食堂の入り口を見る。血の海になっている、床ゆか……


　ライナは言った。


「なんで、この宿の家族を殺した……？」


　それから、ティーアをにらみつける。


　しかし、そのライナの顔を見て、ティーアはまた、深いため息をついた。


「ああ……下位の眼は、これがあるから面めん倒どうなんだ。とくに『複写眼アルフア・ステイグマ』は……『怨嗟眼ウイルノ・ヘイム』ならこんな手間はかからないのに……」


「ああ？　ウィルノ…………なんだって？」


　だが、ティーアは困こん惑わくした顔で、フェリスのほうを見て……


「じゃあ、もしかしてコレも……貴方にとって、大切な者だったりする？」


　その問いかけに、しかし、ライナが答える前に、彼の表ひよう情じようだけを見てまたもティーアはため息をつく。


「ふうむ。暴走状じよう態たいになる『複写眼アルフア・ステイグマ』が、すぐに死ぬ家畜ペツトに感情移い入にゆうするのは、賢かしこいとは言えな……」


　が、そこでフェリスが言った。


「おしゃべりはそこまでだ。準じゆん備びしろ」


　準備？


　その、突とつ然ぜんの言葉に、思わず、


　なにを？


　そう、聞きかけたところで……


　食堂の、窓まどが割われた。


　そして、窓を破やぶって飛んできた一本の矢が、ティーアの肩かたに刺ささって……


「む……」


　そちらへ、意い識しきが向いた隙すきを狙ねらって、フェリスが弾はじけるように動いた。


「隠かくれろ。矢が、くる」


「え？　って、ちょ……どっから……」


　と、ライナが後ろを振ふり向いたときには、視し界かい、一面が矢で溢あふれていた。


　窓の外には、ローランドの軍服を着き込こんだ兵が、数え切れないほどいて……


　その、先頭にいるのは……


　銀色の髪かみ。金色の瞳ひとみ。見覚えのありまくる、妙みように自信に溢れた顔。


「し、シオン!?」


　だが、そう叫さけぶ途と中ちゆうで、今度は後ろから無む理り矢や理り引っ張ぱられる。フェリスがライナの髪を引っ張って走り出し……


　ティーアがそれに、


「逃にがさ……」


　だが、言葉はそれまで。


　フェリスが剣けんを投げる。


　凄すさまじい速さで飛びだしていく剣を、ティーアがとっさによけたところで……


「ぐ……」


　矢が、ティーアの足に、腕うでに、背せ中なかに、次々突つき刺ささっていく。


　一本。


「う……」


　二本。


「おのれ……」


　十本……


「………………」


　そこまで見たところで、ライナたちは、食堂を飛び出していた。そのままトイレへかけこみ、あらかじめフェリスが斬きりとっていた壁かべから……


　外へ。


　さっきまでのどかだった田園は、弓を持ったローランドの大軍が、宿を囲むように配備されていて……


　まるでそこは、戦場のようだった。


　その中に、シオンの声が響ひびく。


「絶ぜつ対たいに魔ま法ほうは使うな！　どうやら相手は、魔法の力を吸きゆう収しゆうするらしい！　どんな状じよう況きようでも、弓か、剣だけで対たい処しよしろ！」


　それにライナは……


「弓ぃ？」


　思わず、そんな声を上げる。


　ライナの記き憶おくが確たしかなら、魔法の精せい度ど、技ぎ術じゆつが上がり、弓が魔法に取って代わられて、戦場で使われなくなってから、百年以上たつんじゃないだろうか？


　もちろん、国によっては魔法を付ふ与よした弓を使うところもあるらしいが……


　少なくともローランドは、ライナの知ってる限かぎり、戦場では弓など使わない。ということは、弓自体があまり生産されてないわけで……


　なのに、いま、ライナの周囲には見み渡わたす限りの兵の数と、その手全すべてに、弓が携たずさえられている。


　とそこで、シオンがこちらへと軽い足取りで駆かけてきていて……


　彼は、ライナを見つけるなり、言った。


「よぉ家出少年。無事か？」


　それにライナは……


「家出って……ガキかよ俺は」


　しかし今度は、横からフェリスが言ってくる。


「ガキだな」


　さらにシオンも、


「ガキだろ？　ほらほら、なにが不満で家出したんだい？　お父さんは金持ちだからな。なんでも買ってやるぞ？　言ってごらん？」


　完全に、馬ば鹿かにされている。


　それにライナはげんなりと、


「……なんかいま、まじですげぇ家出したくなってきた……」


　そんなことを呟つぶやく。


　とそこで、


「おいシオン！　なにだらだらやってんだよ」


　シオンの背はい後ごから、赤髪の男が言ってくる。鋭するどい眼がん光こうに、引き締しまった体。右みぎ腕うではないが、それでもわりと、強そうだった。


　その男が、


「あの化ヽ物ヽが死んだかどうか、中に確かく認にんにいくぞ」


　そう、言った。


　化、物……


　ライナは、男を見る。


　だがそこで、シオンが首を振る。


「だめだクラウ。宿には近づかない。最初に言ってあるだろう。あいつは、弓だけで対処する」


「だが……カラクリさえわかりゃ、あんな奴やつ……」


　それを、シオンは遮さえぎる。


「だめだ。これは復ふく讐しゆうじゃない。殺された仲間や、腕のことは忘わすれろ。おまけにおまえはまだ、動いていいほど回復してないだろう。ここでおまえを失うわけには……」


「俺の傷きずなんか……」


「黙だまれ。これ以上、犠ぎ牲せい者しやを出すわけにはいかない。持ち場に戻もどれ。おまえのいる場所は……ああもういい。シュス！　クラウを連れていけ！」


　それに、後ろから若わかい兵が現あらわれて、


「はい！」


「ぐ……シュス、てめぇ……」


　と、クラウと呼よばれた赤髪は、抵てい抗こうしようとするが、シオンがそれに、


「……他の兵の前で、おまえは、俺の言うことが聞けないのか？」


　その、言葉に。


「く……」


　赤髪は顔をしかめて、


「し、失礼しました……陛へい下か」


　若い兵に連れられて、引き下がっていく。


　ライナはそんな、あまり見かけないシオンが王をしている姿すがたを見て……


　小声で呟いた。


「おいおい、なんか、王っぽいことしてるぞ……」


　するとフェリスが横から、


「いや、きっとフリだけだろう。私たちの前で、いい格かつ好こうをしようとしているだけだ」


「ああ～……シオンってそういうとこあるよな。学生時代からなんか、モテようと必死っていうか……」


　なんて会話に、シオンがあきれた顔で、


「…………いやおまえらも……一いち応おう、部下に聞こえないよう、小声で言ってくれるんだね」


　するとフェリスが言う。


「感かん謝しやしろよ」


　ライナも大おお仰ぎようにうなずき、


「そうそう。感謝しまくれよ」


　それにシオンは……


「そんなこと、言ってる場合じゃないんだけどなぁ……」


　と、厳きびしい表ひよう情じようで宿のほうを向く。


「俺の予想通りに矢が効きいてくれないと……ちょっとまず……」


　が、そこで突とつ然ぜん、空に黒い影かげが舞まい上がり、そのままシオンの足あし下もとへと、どすんっと音をたてて落ちる。


　シオンは、それを見下ろして……


「…………ちょっと、まずいなぁ」


　顔をしかめた。


　落ちてきたのは、死体だった。


　ライナにはその死体の顔に、見覚えがあった。彼の他ほかにあの宿に泊とまっていた客の一人だ。


　しかしいまは、無む惨ざんな姿になっている。まるで獣けものかなにかに喰くい千切られたかのように、体が半分なくなっていて……


　とそこで、声が響ひびく。


「矢……矢……それも魔ま法ほうを付ふ与よしてない、ただの弓矢ね……すごい。僕ぼくの弱点が、よくわかったね。正せい解かい。二階に食料がなければ、死んでいたかも……」


　ライナは声がする方向を見た。


　宿の、二階。


　縁えん側がわの手すりの上にしゃがんでいるティーアの姿。手には、彼が食料と呼んだ欠片かけらが握にぎられている。


　それをシオンは見上げて、


「なるほど。魔法だけじゃなく、人を喰らってそれを吸きゆう収しゆうして……傷きずも治せるわけか。だから平然と、一軍の中に単身で飛び込んでこれる。だが、矢、つまり、木を吸収できないということは……吸収しているのは、魔ま導どう学がくで言うところの、精せい霊れい……もしくは、気の流れってやつか？　しかし、空間から直ちよく接せつ力を吸すい取ることはできない。誰だれかが集めて、魔法という形にして放ったものか……人間の中にある力を直接喰らって吸収するか……そんなところだろう？　だから、こちらが魔法を放たず、かつ、おまえに近づかなければ……おまえは手も足も出ない」


　自信満々の表情で、一気に言った。


　だが、表情とは裏うら腹はらに、彼は背はい後ごの兵に意い識しきを配っている。


　仮か説せつを聞こえるように言って、相手の反はん応のうをうかがう。そして、自分の考えが正しいか、正しくないか……それを確かく認にんしながら、対たい処しよしようとしているのだ。


　もし、ティーアがシオンの言葉を笑うようなら、彼はためらいなく兵を退たい却きやくさせるだろう。


　しかし、ティーアは笑わなかった。驚おどろいたように、少し眼めを見開く。朱しゆの十字の紋もん様ようが浮うかび上がった、瞳ひとみを。


　そして、


「……いいなぁ。貴方あなたの脳のうみそは、ずいぶんと美お味いしそうだ。たまに、いるんだよねぇ。こういう人間が」


「ほう。じゃあ、正解なわけだな」


「そうだね。七割わり正解というところかな」


「俺おれが喰いたいか？」


「食べたいね」


　しかし、シオンはにやりと笑えみを浮かべ、


「だがおまえは、俺を喰えない」


　手を上げる。


「弓、構かまえ！」


　その声とともに、ザっと統とう率そつされた音とともに、兵が一いつ斉せいに弓を構える。


　そして、シオンは言った。


「一度だけ聞いてやる。投とう降こうする意い志しはあるか？」


「ないよ」


「なら、死ぬことになる」


　だが、ティーアは落ち着いた表情で肩かたをすくめ、


「その前に、いくつか貴方が間ま違ちがっている点を、指し摘てきしてもいいかな？」


「だめだ。取り引きには応おうじない」


　しかし、ティーアはそこでやっと、その言葉を、笑う。


　やはり落ち着いた表情。


　その反応に今度は、シオンは弓を、撃うてなくなる。


　正解の、残りの三割……


　それが不安になり……弓を撃てなくなる。


　未知の能のう力りよくを目の前にして……不用意に動くのは、死を意味するからだ。それも、兵たちの命を預あずかっているシオンは、なおさらだろう。


　それを確認して、ティーアは話し始めた。


「貴方の仮説の一つ目の間違い……僕は、少し時間はかかりますが、空間からも精霊の力を食べることができる。


　瞳が無意識にもその力を吸収してしまうので、逆にうまく魔ま法ほうの構こう成せいが創つくれずに魔法はまるで使えないし……


　それに、魔法や人を食べたときほどの力は得られませんが……


　それでもいままでの会話の間、ずっと食べ続けていたので、もうこの距きよ離りでも……弓が僕に届とどく前に、貴方を食べることができます」


　しかし、シオンは鋭するどくティーアをにらんで言う。


「はっ、詭き弁べんだな。なら、なぜすぐにそうしない？」


　だが、やはりティーアは、嬉うれしそうに笑って……


「それが……貴方の二つ目の間違い。僕が貴方を食べられないのは、僕の力が足りないせいじゃない」


「じゃあ、どういう理由だと言うつもりだ？」


　そこで。


　ティーアはそっと、指さす。


　こちらを。


　ライナのほうを、指さし、なぜか声を高らかにして……


「見ている限かぎりどうも、貴方を殺すと、そこにいる僕の仲間の、『複写眼アルフア・ステイグマ』保ほ持じ者しやが、暴ぼう走そうしかねないからです」


　その声はまるで、ここにいる者たち、すべてに聞かせるかのように張はり上げた声だった。


　シオンはそれに、顔をしかめる。


「……まずい」


　が、もう遅おそい。


　事じ態たいはもう、収おさまらない。


　声の影えい響きようが、背はい後ごの兵たちに、伝わる。


　背後にいる兵たちが、どよめき始める。


「……仲間？」


「『複写眼アルフア・ステイグマ』保持者だと……」


「あいつ……」


「あいつも……」


　その先の言葉は、もう、ずっとずっと、聞き慣なれたものだった。





『あいつも……化ばけ物ものだ』





　シオンが叫さけぶ。


「静まれっ!!」


　それで、どよめきは消える。よく統率された軍だった。


　だが……


　ティーアが言う。ライナへと向かって、


「ほら、見ただろう？　あれが人間。貴方あなたとは、相あい容いれない。それでも貴方にとって、その人間が大切だというのなら、殺さないでいてあげよう。でも貴方は、僕らの側にいたほうが……」


　そこでシオンが、


「ふざけるなっ!!　ライナは、ライナは、おまえとは違ちがう。おまえみたいな……」


　が、そこでまた、ティーアは笑った。


　それを待っていたと言わんばかりの、笑えみ。


　そして、


「おまえみたいな、なに？　おまえみたいな『化物』とは違うと……そう、言いたかった？」


「う……」


　シオンは、うめく。


　だが、ティーアはさらに続ける。


「ライナと、いうのか。じゃあライナ。僕と一いつ緒しよにおいで。ここは貴方には、相応ふさわしくない」


　それに。


「………………」


　ライナは、答えない。無言のまま、じっとティーアの顔……


　いや、虚こ空くうを見つめたまま。


　フェリスが言ってくる。


「おいライナ。あんな奴やつの言うことを聞く必要はない」


「………………」


　ティーアが、続ける。


「化物と蔑さげすまれ……忌いみ嫌きらわれ……それでもその中にいる必要が、あるのかい？　守るべきものがあるのかい？」


　彼はそっと、手を差し伸のべて、


「僕と一緒にいこう」


　それから、自分の目を、指さす。


「魔ま法ほうを、僕の眼めに撃うってくれ。そうすれば僕は、ライナを連れて、ここから抜ぬけ出して……」


　だがそこで、


「黙だまれ！　ライナは魔法なんか撃たない!!」


　シオンはまた怒ど鳴なった。


　しかし。


　ティーアはやはり、余よ裕ゆうの笑みを浮うかべる。


　そして、


「ライナは撃つよ。それが貴方の仮か説せつの、最後の間違い。


　貴方たちは……


　裏うら切ぎられ続ける僕たちの、心の闇やみを知らない。


　そうだろ？


　ライナ」


　その、言葉に。


　シオンとフェリスが、ライナのほうを見た。


　彼の、表ひよう情じよう……


　二人はその表情を見て、絶ぜつ句くする。


　そのときライナには、自分がどういう顔をしていたのか……わからなかった。


　でも、その二人の表情を見て、理り解かいする。


　自分がどういう顔をしているのか。


　だからライナは、微笑ほほえもうとする。


　微笑もうとして。


　でも、失敗する……
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「おまえらの……おまえらのせいじゃないよ。俺は、おまえらが好きだった」


　それに、フェリスが言う。


　ライナをにらんで、


「そんな言葉を聞きに、おまえを追ってきたわけじゃない」


　さらにシオンが、


「いかせないぞ。おまえは俺が……」


　だが、ライナはそれを遮さえぎって、


「おまえにも、これ以上迷めい惑わくはかけられないよ。いつ、暴ぼう走そうするかわかんない化ばけ物ものを飼かうのは、大変だろう」


「俺が、いつそんな……」


　が、そこで。


「おまえがルーク・スタッカートに与あたえた任にん務むは……」


　するとすぐに、シオンの表情が、歪ゆがむ。


「………………」


　これが、答え。


　もうこれ以上、聞く必要はなかった。


　シオンがルークに与えた任務。


　それは。


　とそこで、フェリスがなにかに気づいたのか、呟つぶやく。


「…………殺すための人材」


　化物であるライナを……


　抹まつ殺さつするための。


　ティーアが笑う。嬉うれしそうに、笑う。


　それにシオンは……


「…………違ちがう」


　苦しそうな声を漏もらして……


　でも、シオンは間違ってないと、言ってやりたかった。


　だからそんな……


　そんな苦しそうな顔をする必要はないと。


　そう言ってやりたかった。


　悪いのはこっちなんだ。


　ただいるだけで、こんなに苦しめて……


　でも、もう終わりだ。


　もう、苦しむ必要はない。


「…………」


　ライナは空間に、光の魔方陣じんを描えがき始める。


「求めるは雷らい鳴めい〉〉〉・……」


　シオンはそれに、さらに顔を歪ゆがめ、ティーアのほうを見上げると……


「だ、だめだ！　絶ぜつ対たいに……絶対にいかせないぞ。矢を……全軍、矢を放てっ!!　あいつを、あの化ヽ物ヽを殺すんだっ!!」


　その命令で……


　一いつ斉せいに矢が、放たれる。


　視し界かいが全すべて、矢の海に染そまり……


　しかし、ティーアはそれでも笑っている。


　手を、こちらへそっと差し伸のべて……


「さあ」


　シオンがこちらを見る。


「やめろライナ！」


　叫さけぶような、いまにも泣き出しそうな声だった。


　しかしライナはそれに、


「悪わりぃ」


　魔ま方ほう陣の中央に光が集まり……


「稲光いづち」


　彼の声とともに、放たれる。


　一いつ瞬しゆんにして、飛び出した矢をいくつか焼き尽つくし、宿の二階へ。


　ティーアは勝ち誇ほこった笑えみを浮うかべたまま、目を大きく見開く。


「力を喰くらい……」


　ライナの魔法ちからを吸きゆう収しゆうする。


「……そして放つ」


　次の瞬間には、ライナの眼がん前ぜんに立っていた。


　やはり楽しげな笑顔のまま、


「さあいこう。仲間たちが待ってる」


　まるで、見えないほどの速さ。


　兵たち……いや、シオンでさえも、こう見えたかもしれない。矢を全身に受けて、ティーアは死んだ……と。


　それに反はん応のう出来たのは、ライナと、そしてフェリスだけだった。


　フェリスが動く。


「させない」


　手を、伸ばそうと……





　だが。


　その手をライナは払はらう。


　フェリスはそれに、驚きよう愕がくの顔。


　その顔を見つめ、ライナはもう一度だけ。


　もう一度だけ微笑ほほえもうとするが……





　ティーアがライナを抱かかえる。


　そのまま、凄すさまじい勢いきおいで跳ちよう躍やくする。


　刹せつ那な。


　フェリスの姿すがたが、一気に遠のき、見えなくなってしまって。





「………………じゃあな、フェリス」


　結局彼はまた、うまく笑えなかった。





◆







　そしてライナは、その場から消えた。


















　　ＰＲＯＬＯＧＵＥII　────それでも彼女がいつか、微笑ほほえめますように










　遠くなる。


　近づくほどにそれは、遠くなる。


　つかんだと思った夢ゆめ。


　手にしたと思った幸福。


　でも、どうしてそれを、手にしたいと思ったのだろうか？


　どうしてそれを、欲ほしいと思ったのだろうか？


　思い出せない。


　その夢のために、いろんなものを犠ぎ牲せいにしてきたのに。


　思い出せない。


　その夢のために、たくさん殺してきたのに。


　あまりに進みすぎてしまって。


　過か去こを振ふり返っても、もう、なにも思い出せないほど、前に進みすぎてしまったから。





◆







　気がついたときには、ライナは消えていた。


「…………」


　シオンには、見えなかった。


　いや、きっと誰だれにも見えなかっただろう。


　だが、なにが起こったのかは、わかっている。


　わかっているから。


「………………」


　息が……


　シオンは顔を上げる。


　その顔に浮うかんでいるのは、自信に溢あふれる微び笑しよう。


　王の顔だ。


　いまだに弓を構かまえている兵に向かって、言う。


「脅きよう威いは去った。勝利だ！」


　息が……


　兵たちが、一いつ斉せいに歓かん喜きの声を上げる。


　なにもわかっていなくても、王が勝ったと言えば、それは勝利なのだ。


　現げんに、矢の嵐あらしの中、敵てきは消しよう滅めつした。兵たちのほとんどには、敵を……


　あの化ばけ物ものを倒たおしたように見えただろう。


　兵たちの歓喜の声は、やがてシオンへの喝かつ采さいの声へと変わっていく。


　稀き代たいの名君。


　英えい雄ゆう王おう。


　誰もが彼のことを、そう呼よぶ。


　とそこで、フェリスがシオンを見た。


「…………王……か」


　そう言っただけで、彼に背せを向けてしまう。


　そして、歩き始める。


　シオンはそれに……


「…………おいフェリス。俺おれは……」


　しかし、


「ライナの言った通りだ。おまえは悪くない」


「いやそれは……」


　それも遮さえぎられて……


「おまえは、おまえの守りたいものを……」


　そこまでで、声は消えてしまう。


　うるさいくらいに響ひびく王への賞しよう賛さんの声に、かき消されてしまう。


　やがて彼女の姿すがたさえ、兵にまぎれて、見えなくなってしまって。


　そして誰も、彼を批ひ判はんしない。


　シオンはもう、消えてしまったフェリスの後ろ姿に向かって、呟つぶやいた。


「……おまえは、悪くないだと？」


　そんなの、当然だろう。


　そう思った。


　俺は王なんだ。


　この声を聞けよ。


　この賞賛の声を、聞けよ。


　誰も俺を批判しない。


　俺は間ま違ちがったことなんてしないんだ。


　完かん璧ぺきな王なんだから。


　ライナのことだって……必要だから、そうした。


　それだけだ。


　誰がそれを批判できる？


　誰がそれを、批判する？


　それに、フェリスが言った言葉を、思い出す。


　そしてライナが最後に浮かべた表ひよう情じようを思い出す。


　許ゆるしを請こうような、いまにも泣き出しそうな顔。


　あいつを傷きずつけたのは俺なのに……


　誰も……


　誰も俺を……


「………………息が……詰つまりそうだ……」


　彼が吐はき出すように言った声は、誰にも届とどかない。


　耳鳴りがするほど響き渡わたる、シオンを賞賛する声の中。


　しかしそれが、あまりに大きすぎて、気が遠くなる。


　近づくほどに、それは……





◆







　十日後。





◆







　フェリスはもう、ローランドに戻もどっていた。


　いつも通りの朝に。


　いつも通り、ウィニットだんご店の店先で、彼女は店主と話している。


　毎朝店主と話し、出来たてのだんごの試食をさせてもらうのが、旅に出る前のフェリスの日課だったのだ。


　だからローランドに戻ってきてからは、やはり、毎朝通ってきている。


　本当に、すべてはいつも通り。


　旅に出る前と、まったく同じ日々。


　なにも変わらない。


　なんの不足もない。


　試食のだんごを食べるフェリスに、店主が聞いてくる。


「今日の味は、どうでしょうか？」


　フェリスはそれに、だんごを頰ほお張ばりながら、うなずく。


　味は、完璧と言ってよかった。


　彼女が旅に出る前よりも、味はさらにその完成度を増ましている。


　究極のだんごがあるとすれば、それに最も近いのは、このだんごかもしれない。


　そんなふうにも思う。


　なら、これ以上なにを求めるだろう？


　とそこで、だんごを頰張るフェリスを、不安げな表情で見つめて、店主が聞いてくる。


「でもまた、フェリス様は、究極のだんご探さがしの旅にいかれてしまうのでしょう？」


　その、言葉に……


　フェリスはやはり、だんごを頰張ったまま、足あし下もとを見る。


　すると、そこにあるのは、あらかじめ店主が用意してくれた、だんごがぎっしり詰まったリュックが七個こ。


　それからフェリスは、空を見上げて。


　雲一つない空に、日が昇のぼっていく。


　今日はきっと、晴れるだろう。


　これ以上ないほどのだんご日和びよりだ。


　エリス家の庭先で、イリスやアルア、ククたちとともにだんごパーティーをしても、気持ちよさそうだ。


　やはり、不足なんて、なにもない。


　これ以上求めるものなんて……


　しかし彼女は、だんごを呑のみ込こむ。


　そして足下の七つのリュックを持ち上げて、


「…………いや、今回は、馬ば鹿かを探して、こらしめる旅だ」


　そう言ってから彼女は……


　誰も気づかないほどかすかな表情で、微笑ほほえんだ。















あとがき







　というわけで、あとがきです。


　いかがでしたでしょうか？


　前巻が変わっていく話。


　そして今巻は、いろいろなものが終わり、それでも進んでいく話です。


　いままで隠かくされていた謎なぞが、この巻で一いつ挙きよに登場し、明かされてくるような感じです。


　でも明かされてやっと、それぞれの物語は始まります。真実を知ること。現実を見つめることから、物語は進み始めます。


　伝勇伝という作品は、実はすごく大きな構こう造ぞうで考えていて。


　伏ふく線せんや謎、主人公の多さや、世界をまたがった人間関係。


　最初にこの構造にしようと思ったとき僕ぼくは、正直怖こわくなりました。


　こんな構造の作品を書いて、終わらせることができなかったらどうしよう、という不安です。


　いつもあとがきで書いてますが、作品は読者の皆みなさんが読んでくれなければ続けることができません。ということは、読者のみなさんと、二人三脚でこの伝勇伝という作品を作っていってるわけです。読者のみなさんが支ささえてくれなければ、作品を続けることができません。


　だから怖かったです。


　伝勇伝は最後の地点を、かなり遠くに見み据すえて書いています。


　だから怖かったです。


　でも、みなさんに支えてもらえてるおかげで、ライナ、シオン、フェリス、ミルク、それにクラウやキファやレファル。


　いや、登場するキャラクターの、すべての怒り、悲しみ、絶ぜつ望ぼう、試し練れん、夢、希望、恋、愛、友情、そして生きる喜び……その全てを描きながら、大きな物語を広げて、前へ進んでいけます。


　それも、遠くを見据えて。


　それがすごく嬉うれしいです。


　みんなが応おう援えんしてくれているとわかるから、自信を持って、物語を続けていけます。


　自分で言うのもなんだけど、僕はこの、伝勇伝という物語を描くのが大好きです。


　おまけに、いつも伝勇伝は、すごい作品だなぁと思ってます。


　いや、自じ画が自じ賛さんじゃなくてね？


　いつのまにか、すごいたくさんの人に支えられて、応援されているのが、すごいと思うんです。


　僕はまだまだ作家としてはとんでもなく未み熟じゆくで、毎日自分の能力の低さを呪のろったり、頑がん張ばりきれない自分にあきれたり、そのせいで人に迷めい惑わくをかけてしまったりで……


　そんな僕じゃ、とても一人でこの作品を支えることができないと思うんです。


　なのに、気づいてみれば、伝勇伝はもう七巻。


　どうやってこんなに出したんだろうと、啞あ然ぜんとします。


　担当のＭ田さんや、イラストのとよたさん、編集部の方々……


　なによりこの本を手にとってくれた、読者のみなさんに支えられて、伝勇伝は続いてます。


　それが、すごいと思うんです。


　ファンレターをいつも泣きながら読んでます。


　ちょっと恥はずかしい話なんだけど、ほんとに泣くんです（笑）


　心が弱くなったとき、みんなからの手紙を読んで、元気を出してます。


　みんな本当に、伝勇伝を支えてくれてありがとう。


　そしてこれからもよろしくね!!





　っと、またいつもと同じ感じになっちゃったけど……


　今年は本当に忙いそがしくて、締しめ切りがきつくて、倒たおれそうになることもたくさんあって。


　でも、その度たびにみんなからのお手紙に救すくわれてたから、あとがきはいつも、お礼ばっかりになっちゃうなぁ。


　ごめんねぇ……


　でも、本当に感かん謝しやしてます。








　と、話は変わって。


　宣せん伝でんです！


　この本が出たころにはもう発売されている、ドラゴンマガジン増刊号バトルロイヤルに、ひさしぶりに伝勇伝の短編が載のってます。


　今回はなんとフィオル・フォークルが主人公です。


　エル・ウィンの連載と二本同時掲けい載さいで、特集もあるので、よかったら是ぜ非ひ見てみてね！


　そしてよければアンケートはがきで、伝勇伝とエル・ウィンの感想を送ってくださいなー。


　っと、アンケートと言えば、伝勇伝には、幻まぼろしの短編というのがあるんですよね。


　初めて増刊号に載った短編で、『しょっぱいだんご』というんだけど、みんな知ってるかなー？


　フェリスの過去話で、これがアンケートですごい評ひよう判ばんがよかったらしいんだけど……


　なぜか文庫になかなか収おさめられないんです。


　もう、確か一年以上収められてないかな？


　で、担当さんに聞いてみました。


僕「あれ、短編集に収められないんですか？」


担「ああ、あれね。あれは幻の短編だから」


僕「え!?　幻？　そうなの!?　なんで!?」


担「いやなんとなく」


僕「なんとなくかいっ!!　でも、ってことは、今回のフィオルの話もまさか幻に!?」


担「さあみなさん、お近くの書店にダッシュ！　バトルロイヤル発売中！」


僕「すげぇ。さすが敏びん腕わん凄すご腕うで……宣伝上じよう手ず……」


　脱だつ帽ぼうです。


　あ、宣伝ついでに、毎月末発売のドラゴンマガジンに連載している『とりあえず伝説の勇者の伝説』も、ローランド編に入り、盛り上がってます。


　シオンやフロワードが暴あばれまくってて、楽しく書けてます。


　こちらもよろしくー。


　そしてさらに来月十一月には武ぶ官かん弁べん護ご士しエル・ウィンの短編集、というより、ヒロイン大暴走なラブコメディ『ロマンチックはままならない』が……


　そして十二月には『とりあえず伝説の勇者の伝説５』が発売だそうです。


　ここまで隔かく月げつで本を出してきて、ここからは三か月連続刊行です。


　ちょっと大変だけど、でも、頑張るので、応援してねー！


　ってなわけで、ではでは今回はこのへんで終わりまーす。


　といっても、また来月会えるけどねー。


　それじゃあまた、来月！





　って、いまさら気づいたんだけど。


　この本ってば、僕が出した、に、二十冊目の本じゃない？


　すごーい。


　二十冊も出して、まだ未熟な僕がすごーい（涙）


　でも、そんな未熟な僕を応援してくれるみんなにもう一度、心の底から感謝です。


　ありがとう。







鏡　貴也　　













著者


鏡　貴也


●かがみたかや















伝でん説せつの勇ゆう者しやの伝でん説せつ７


失踪の真相





鏡かがみ　貴たか也や
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